
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
の
う

神
事
芸
能
の
細
男
に

つ

い
て

福
　
原
　
敏
　
男

　
は
じ
め
に

一　
近
畿
の
細
男

二
　
九
州
の
細
男

三
　
諸
国
の
細
男

　
お
わ
り
に

神事芸能の細男について

論
文
要
旨

　
細
男
（
人
間
が
演
ず
る
芸
能
と
傭
偏
戯
）
は
日
本
芸
能
史
上
の
謎
の
一
つ
で
あ
る
。
従
来

は
九
州
の
八
幡
宮
放
生
会
の
視
点
よ
り
理
解
さ
れ
、
九
州
よ
り
近
畿
に
伝
播
し
た
と
い
う
暗

黙
の

理
解
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
人
間
の
芸
細
男
は
奈
良
・
京
都
の
大
寺

社
に
お
け

る
芸
能
構
成
の
一
つ
と
し
て
成
立
し
た
、
と
み
る
。
東
大
寺
で
は
九
世
紀
末
、
京

の

御
霊
会
で
は
＝
世
紀
に
み
ら
れ
、
＝
一
世
紀
に
は
白
面
覆
と
鼓
の
細
男
が
確
認
で
き

る
。
春
日
若
宮
祭
礼
で
も
平
安
期
よ
り
祭
礼
に
登
場
し
て
い
る
。

　
宇
佐
八
幡
宮
放
生
会
に

は
、
近
畿
よ
り
人
間
芸
細
男
が
伝
播
し
、
元
冠
撃
退
の
神
威
発
揚

を

象
徴
す

る
儀
礼
と
し
て
神
話
的
に
意
味
付
け
ら
た
。
こ
れ
は
八
幡
縁
起
や
縁
起
絵
の
変
貌

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
柞
原
八
幡
や
阿
蘇
の
細
男
は
宇
佐
よ
り
伝
播
し
た
。
大

鳥
社
・
諏
訪
社
・
杵
築
社
へ
は
、
　
一
宮
・
国
衙
型
祭
祀
の
一
環
と
し
て
伝
播
し
た
。

　
一
方
、
鎌
倉
期
に
は
石
清
水
八
幡
宮
を
中
心
に
偲
偏
戯
の
細
男
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は

大
山
崎
神
人
が
勤
め
る
日
使
頭
祭
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
、
二
体
の
俺
偏
（
武
内
と
高
良
神
）

の

打
ち

合
わ
せ
で
あ
る
。
鎌
倉
期
の
宇
佐
放
生
会
に
も
塊
橘
戯
が
存
在
し
た
が
、
こ
れ
は
細

男
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
宇
佐
の
偲
偏
や
細
男
は
百
太
夫
を
祀
っ
た
。
柞
原
八
幡
の
細

男
は
優
偏
戯
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
も
俺
偏
の
痕
跡
が
あ
り
、
善
神
王
や
武
内
が
偲
儘
の
神

で
あ
っ
た
。
細
男
と
俺
偏
と
は
不
可
分
の
関
係
で
あ
り
、
人
間
芸
の
細
男
舞
は
塊
偏
神
を
和

ま
せ
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
宇
佐
の
放
生
会
頓
宮
に
お
け
る
夷
社
や
柞
原
八
幡

の

浜
殿
に
お
け

る
善
神
王
や
武
内
大
神
は
、
放
生
会
に
立
つ
市
・
市
神
と
し
て
の
夷
・
夷
を

斎
く
俺
偏
の
関
係
を
象
徴
し
て
い
る
。
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は

じ
め
に

　
一
九
八
八
年
八
月
一
一
日
、
私
は
福
岡
県
吉
富
町
の
八
幡
古
表
神
社
の
放
生
会
海

上
渡
御
に
お

い
て

偲
偏
戯
、
細
男
舞
と
神
相
撲
を
見
た
。
細
男
舞
は
、
鉾
の
舞
、
神

歌
、
八
乙
女
か
ら
な
る
。
「
て
い
と
う
て
い
と
う
」
と
掲
鼓
を
打
つ
細
男
舞
の
仕
種

は
中
世
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
「
テ
ケ
、
テ
ケ
、
テ
ン
、
テ
ン
」
と
難
子
に
合
わ
せ
て

取

る
神
相
撲
は
近
世
を
感
じ
さ
せ
る
。
本
稿
は
そ
の
時
の
印
象
を
何
と
か
し
て
表
現

し
、
日
本
芸
能
文
化
史
上
の
謎
で
あ
る
細
男
の
実
像
に
迫
っ
て
み
た
い
。

　
せ
い
の

う
（
細
男
・
才
男
）
に
つ
い
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
幡
く
と
次
の
四

つ
の

音
心
味
が
載
る
。

　
一
　
神
楽
で
人
長
の
舞
の
後
、
余
興
と
し
て
滑
稽
な
わ
ざ
を
演
ず
る
人
、
ま
た
、

　
　
そ
の
舞
。

　
二
　
能
楽
の
翁
の
特
殊
な
演
じ
方
の
一
つ
。
三
番
曳
の
演
技
で
、
揉
の
段
の
舞
の

　
　
後
、
鈴
の
段
に
移
る
際
の
謡
お
よ
び
詞
に
特
徴
が
あ
る
。

　
三
　
平
安

時
代
頃
か
ら
、
神
社
の
祭
礼
や
御
霊
会
な
ど
で
舞
を
舞
っ
た
舞
人
。
ま

　
　
た
、
そ
の
舞
。
現
在
、
奈
良
の
春
日
若
宮
の
御
祭
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、

　

白
丁
姿
で
、
六
人
の
う
ち
二
人
は
笛
を
吹
き
、
二
人
は
腰
に
鼓
を
つ
け
四
人
で

　

舞
う
。
さ
い
の
う
。
ほ
そ
お
と
こ
。

四

　
山

城

国
（
京
都
府
）
山
崎
の
離
宮
八
幡
、
宇
佐
八
幡
な
ど
の
祭
礼
や
、
京
都

　

の

御
霊
会
な

ど
の
行
列
の
先
駆
の
人
形
。

実
際
に
は

こ
の
よ
う
に
判
然
と
分
類
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
細
男
の
複
雑
さ
が
あ
り
、

声
納
．
勢
納
・
声
翁
・
青
納
・
青
農
・
細
南
・
細
尾
な
ど
と
史
料
に
で
る
表
記
の
多

様

さ
も
、
混
沌
と
し
た
細
男
成
立
と
展
開
の
歴
史
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ

の

読
み
方
も
く
わ
し
お
・
せ
い
の
う
・
さ
い
の
う
・
ほ
そ
お
と
こ
な
ど
と
一
様
で

は

な
い
。
細
男
を
シ
テ
テ
イ
と
い
う
事
例
も
あ
り
、
鎌
倉
期
の
辞
書
『
名
語
記
』
に

　
「
テ
イ
ハ
打
也
」
と
あ
る
如
く
、
偲
囁
戯
で
も
人
間
芸
で
も
打
つ
芸
が
基
本
で
あ
ろ

う
。
人
間
に
よ
る
細
男
の
特
徴
は
顔
に
白
い
布
を
垂
れ
て
覆
い
胸
に
腰
鼓
を
さ
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

打
つ
姿
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
姿
は
鎌
倉
後
期
成
立
の
『
八
幡
愚
童
訓
』
（
甲
本
）

に

よ
る
。
即
ち
、
神
宮
皇
后
の
三
韓
征
討
に
梶
取
を
つ
と
め
る
安
曇
磯
良
が
海
中
よ

り
出
現
す
る
時
に
、

　
　

余
二
顔
ノ
悪
キ
事
ヲ
恥
給
テ
、
浄
衣
ノ
袖
ヲ
解
テ
御
顔
二
覆
テ
、
御
頸
二
鼓
ヲ

　
　

懸
ケ
細
男
ト
云
舞
ヲ
給
ケ
リ
。
サ
テ
コ
ソ
今
ノ
世
儘
モ
、
細
男
ノ
面
ニ
ハ
布
ヲ

　
　

垂
タ
リ
。

と
あ
り
、
こ
の
不
思
議
な
舞
が
細
男
と
い
う
芸
能
の
起
源
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま

た
、
そ
の
磯
良
を
招
き
出
す
の
が
、
五
人
の
神
楽
男
と
八
人
の
八
乙
女
に
よ
る
神
楽

で
あ
る
。
こ
れ
は
『
太
平
記
』
第
三
九
巻
に
も
盛
り
込
ま
れ
、
以
降
八
幡
縁
起
や
太

平
記
の

享
受
史
と
と
も
に
磯
良
に
細
男
が
重
ね
合
わ
さ
れ
、
人
口
に
膳
灸
さ
れ
て
い

っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
た
だ
浄
衣
神
職
姿
と
い
う
細
男
も
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
暖
昧

模
糊

と
し
て
い
て
決
め
手
が
な
い
。

　
細

男
舞
1
1
磯
良
舞
‖
海
部
の
芸
能
H
御
神
楽
の
才
男
と
解
い
た
の
が
折
口
信
夫
で
、

「
才
の
男
が
精
霊
役
で
、
別
に
、
此
神
に
対
す
る
神
が
あ
り
、
神
が
し
て
、
才
の
男

　
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が

わ

き
と
言
う
風
に
、
対
立
し
て
演
じ
」
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
才
男
は
神
に
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対
す

る
「
お
迎
え
人
形
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
才
男
が
人
長
の
招
き
に
応
じ
て
舞
う

の

は
、
磯
良
が
神
楽
の
雅
律
に
よ
っ
て
細
男
舞
を
演
じ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

　
御
神
楽
の
小
前
張
の
曲
に
伊
勢
の
地
名
に
由
来
す
る
「
磯
等
」
「
磯
良
崎
」
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

り
、
そ
の
歌
謡
に
鯛
を
釣
る
海
人
が
出
る
。
こ
の
曲
の
採
り
物
の
後
に
人
長
が
才
男

を

召
し
て
猿
楽
芸
（
滑
稽
態
）
を
披
露
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
折
口
の
発
想
が
御
神

楽
の
「
磯
等
」
「
磯
良
崎
」
の
才
男
か
ら
八
幡
の
「
磯
良
童
」
1
1
細
男
と
広
が
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
（
7
）

　
以
降
西
角
井
正
慶
、
西
田
長
男
、
鈴
鹿
千
代
乃
に
よ
り
師
説
が
継
承
さ
れ
、
『
日

本

国
語
大
辞
典
』
に
細
男
、
才
男
が
同
所
に
載
る
の
も
折
口
説
の
影
響
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
八
幡
の
磯
良
と
細
男
は
鎌
倉
後
期
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
、
そ
の
結
び

つ
き
に
御
神
楽
の
影
響
が
あ
っ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
才
男
と
細
男
は
区
別
し
て
研
究
の

姐
上
に
乗
せ
ね
ば
混
乱
を
来
す
。

　
後
藤
淑
は

「
才
男
」
は
「
ざ
い
の
お
と
こ
」
と
読
み
「
せ
い
の
う
」
と
読
ん
だ
例

は

な
く
、
御
神
楽
の
史
料
に
は
「
才
男
」
と
あ
る
の
み
で
「
細
男
」
と
い
う
例
は
全

　
　
　
　
　
（
8
）

く
な
い
、
と
い
う
。
私
は
国
語
学
の
知
識
は
な
く
読
み
に
つ
い
て
は
云
々
で
き
な
い

が
、
神
楽
の
才
男
を
細
男
と
記
し
た
史
料
は
知
ら
ず
、
細
男
と
才
男
は
分
け
て
考
え

る
べ
き
だ
と
思
う
点
で
後
藤
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
二
の
翁
の
細
男
は
三
・
四
の
神
事
芸
能
か
ら
流
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

た

も
の
と
思
わ
れ
、
　
『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
「
せ
い
の
う
、
色
々
六
十
六
番
の
な
ら
ひ

あ
り
。
」
と
あ
り
、
細
男
は
翁
猿
楽
の
異
式
演
出
で
も
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
三
・
四
の
神
事
芸
能
の
細
男
を
対
象
に
す
る
が
、
三
1
1
人
間
・
四
‖

人
形

（鬼
晶
f
f
）
と
単
純
に
分
類
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
折
口

系
以
外
の
細
男
研
究
、
永
田
衡
吉
、
滝
川
政
治
郎
、
角
田
一
郎
、
井
浦
芳
信

な
ど
の
研
究
は
、
基
本
的
に
は
宇
佐
の
佃
撮
戯
を
中
心
に
し
た
細
男
源
流
考
で
あ
り
、

そ

れ
は

八
幡
宮
放
生
会
に
収
敷
す
る
傾
向
を
も
つ
。
先
学
が
依
処
す
る
の
は
、
細
男

と
磯
良
が
結
び
付
い
た
鎌
倉
末
成
立
で
あ
る
『
八
幡
愚
童
訓
』
な
ど
の
縁
起
叙
述
、

そ

れ
が

絵
画
化

さ
れ
た
南
北
朝
以
降
成
立
の
縁
起
絵
及
び
細
男
が
宇
佐
八
幡
宮
放
生

会
に
演

じ
ら
れ
る
鎌
倉
末
以
降
の
祭
記
録
や
歌
謡
な
ど
で
あ
り
、
言
う
な
ら
ば
中
世

神
話
や
儀
礼
に
現
れ
た
細
男
か
ら
始
源
を
辿
ろ
う
と
し
て
い
る
。
か
つ
て
宇
佐
八
幡

宮
の
放
生
会
に
参
勤
し
た
俺
偲
芸
能
と
し
て
古
表
・
古
要
両
社
の
細
男
舞
・
神
相
撲

が

現
存

し
て
い
る
こ
と
が
始
源
遡
及
傾
向
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
宇
佐
放
生
会
の
細
男
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
中
世
に
お
け
る
元
冠
撃
退

と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
細
男
像
は
研
究
者
の
主
観
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

細
男
研
究
に
限
ら
ず
、
八
幡
の
深
淵
に
は
誰
も
が
招
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
う
ら
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

阿
部
泰
郎
は
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
て
警
鍾
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　
　

「
八
幡
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
か
け
は
、
た
ん
に
古
代
の
始
源
ば
か
り
を
追

　
　
求
す
る
の
で
は
、
「
八
幡
の
藪
知
ら
ず
」
な
ら
ぬ
深
い
闇
を
手
探
り
す
る
ぼ
か

　
　

り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
限
ら
れ
た
断
片
的
な
資
料
を
元
に
し
て
恣
意
的
に
そ
れ

　
　
ぞ

れ
の

観
念
や
先
入
主
に
宛
て
が
っ
て
始
源
に
還
元
し
て
い
く
不
毛
を
、
思
わ

　
　
ず
導
き
入
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
登
場
し
て
よ
り
以
降
に
豊
か
に
残

　
　

さ
れ
る
八
幡
神
を
め
ぐ
る
言
説
や
出
来
事
、
こ
の
現
象
を
如
何
に
と
ら
え
、
そ

　
　
れ

ら
の
記
述
を
ど
う
解
読
す
る
か
と
い
う
、
そ
の
も
の
に
則
し
た
視
線
が
大
切

　
　
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
39

　
細
男
の
分
布
は
九
州
に
偏
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
畿
地
方
に
古
い
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史
料
や
伝
承
が
存
在

し
て
お
り
、
後
藤
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
暗
示
し
て

（1
5
）

い
る
。

　
　
細

男
は
御
霊
会
な
ど
と
関
係
が
深
く
、
京
都
地
方
で
細
男
舞
が
形
を
整
え
た
の

法用場荘嚴井假屋注文」

　
　
で
は
な

い

か
。
細
男
が

　
　
海

と
関
係
が
あ
り
、
悪

　
　
霊
除
去
、
清
め
、
祓
い

　
　

と
関
係
が
あ
っ
た
た
め

　
　
に
安
曇
氏
と
結
び
つ
き
、

　
　
北
九

州
に
ひ
ろ
ま
っ
た

　
　
の

で
は
な

い

か

と
い
う

　
　
逆

な
想
像
も
可
能
性
を

　
　
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
成
立
論
と
し
て
は
傾
聴
す

べ
き
見
解
で
あ
る
が
、
伝
播

論
は

未
だ
折
口
以
降
の
古
代

の

海
部
－
安
曇
族
の
芸
能
と

い

う
発
想
に
影
響
さ
れ
て
い

る
。　

ま
た
、
植
木
行
宣
は
こ
の

　
　
　
　
（
1
6
）

よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
細
男
は
石
清
水
が
そ
の

　
　
一
本
拠
で
あ
っ
た
。
た

　
　
だ

し
そ
れ
を
田
楽
そ
の
他
と
セ
ッ
ト
に
す
る
の
は
、
春
日
若
宮
祭
を
は
じ
め
南

　
　
都
に

み

る
形
式
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
京
中
に
そ
の
例
を
み
な
い
。

　
本
稿
は
植
木
行
宣
の
「
祭
礼
芸
能
の
構
成
の
う
え
で
、
王
の
舞
・
獅
子
・
田
楽
の

形
式
、
さ
ら
に
そ
れ
に
細
男
を
く
わ
え
た
形
式
は
中
世
前
期
に
展
開
し
た
も
の
で
あ

る
。
」
と
い
う
見
解
に
立
つ
。
細
男
を
平
安
末
よ
り
中
世
初
期
、
京
都
・
奈
良
の
大
寺

社
の

神
事
芸
能
で
成
立
し
た
一
連
の
芸
能
構
成
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
視
点
を

も
つ
。
こ
の
点
で
植
木
の
京
中
を
重
要
視
し
な
い
発
言
に
は
疑
問
が
あ
る
が
石
清
水

八
幡
宮
と
南
都
に
注
目
す
る
と
こ
ろ
は
賛
成
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
世
史
研
究
で
は
、
「
殺
生
禁
断
」
が
中
世
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の

機
能
を

果
た

し
、
石
清
水
八
幡
宮
の
放
生
会
が
荘
園
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
の

み

な
ら
ず
、
荘
園
・
公
領
を
あ
わ
せ
た
領
域
支
配
全
体
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拡
大
し

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

た

と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
し
て
、
石
清
水
八
幡
宮
は
そ
れ
を
国
家
レ
ベ
ル
で
具
現
し

た

も
の
で
、
「
殺
生
禁
断
」
規
制
の
頂
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
応
永
二
〇
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

四

二
二
）
「
和
間
濱
放
生
會
法
用
場
荘
嚴
井
假
屋
注
文
」
に
描
か
れ
た
宇
佐
八
幡
頓

宮
市
場
に
お
け
る
「
殺
生
禁
断
札
」
図
1
は
、
そ
れ
を
視
覚
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
桜
井
好
郎
の
よ
う
に
宇
佐
放
生
会
を
仏
教
や
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
と
直
結
せ
ず
、
そ
れ
と
は
拮
抗
す
る
別
な
観
念
の
次
元
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
精

　
　
　
（
1
9
）

神
史
的
考
察
も
あ
る
。

　
細
男
の
発
生
や
源
流
よ
り
も
そ
の
伝
幡
や
展
開
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
現
在
、
以

上
の

よ
う
な
視
点
よ
り
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

八
幡
宮
放
生
会
を

介

し
て
細
男
が
伝
播
し
た
の
は
九
州
に
お
い
て
で
あ
る
。
石
清
水

八
幡
宮
の
細
男
が
放
生
会
に
登
場
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
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図1　応永20年（1413）「和間濱放生會

う
に
近
畿
に
お
け
る
細
男
の

系
譜
は
謎
で
あ
る
。

　
何
れ

に

し
て
も
、
細
男
を

北
九

州
の
八
幡
宮
や
放
生
会

か

ら
一
度
解
き
放
ち
、
そ
の

全
体
像
を

見
つ
め
直
す
こ
と

が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一　
近
畿
の
細
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⇔
　
京
中
の
細
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
宮
社
は
『
日
本
紀
略
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
暦
五
年

（
九
九

四
）
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
日
条
に
「
為
二
疫
神
一
修
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
霊
会
↓
木
工
寮
修
理
職
造
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
輿
二
基
↓
安
ゴ
置
北
野
船
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
ご
と
御
霊
会
が
行
な
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
九
日
条
「
於
二
紫
野
一
祭
二

疫
神
↓
号
二
御
霊
会
↓
依
二
天
下
疾
疫
一
也
。
是
日
以
前
。
神
殿
三
宇
。
遂
垣
等
。
木
工

寮
修
理
職
所
レ
造
也
。
又
御
輿
内
匠
寮
造
〃
之
。
京
中
上
下
多
以
集
二
会
此
社
↓
号
二
之

今
宮
ご
と
船
岡
山
北
麓
の
紫
野
に
新
し
く
神
殿
を
造
営
し
今
宮
社
と
し
た
の
が
創
始

で
あ
る
。
『
日
本
紀
略
』
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
五
月
九
日
条
に
「
紫
野
御
霊
会
也
。

東
西
二
京
條
坊
十
列
細
男
已
有
二
其
数
一
」
、
同
書
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
五
月
九
日

条
に
は

「
紫
野
御
霊
会
也
。
諸
司
諸
衙
調
二
神
供
東
遊
走
馬
十
列
等
一
参
向
」
と
あ
り
、

W
ピ

図2　r年中行事絵巻』巻九
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御
霊
会
に
競

馬
・
十
列
・
東
遊
・
細
男
の
芸
能
が
演
じ
ら
れ
た
。

　

『
栄
華
物
語
』
二
四
巻
「
若
枝
巻
」
に
も
御
霊
会
の
細
男
が
描
写
さ
れ
る
。
こ
の

巻
あ
た
り
の
成
立
は
一
〇
三
〇
年
前
後
と
さ
れ
て
お
り
、
流
布
本
に
「
御
霊
会
の
細

男
　
手
の
こ
ひ
し
て
、
か
ほ
か
く
し
た
る
」
と
あ
り
、
異
本
で
あ
る
富
岡
乙
本
（
『
異

本
栄
華
物
語
』
古
典
文
庫
）
に
「
ご
さ
め
の
ほ
そ
お
の
う
た
な
ら
い
し
く
、
か
ほ
か

く
し
た
る
心
ち
す
る
に
」
と
あ
る
。
井
浦
芳
一
は
両
老
を
合
わ
せ
て
「
御
霊
会
の
細

男
の
打
並
び
て
顔
隠
し
た
る
心
地
す
る
に
」
と
解
し
、
細
男
が
打
ち
並
び
、
居
並
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

だ
顔
を

隠
す
女
房
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
一
二
世
紀
後
半
の
成
立
の
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
は
祇
園
御
霊
会
が
描
か
れ
て
い

る
。
巻
九
は
六
月
一
四
日
の
還
幸
に
お
け
る
列
見
所
よ
り
祇
園
社
へ
の
渡
御
を
描
く
。

八
王
子
の

神
輿
の
後
に
図
2
の
駒
形
神
人
と
細
男
の
一
行
（
五
人
）
が
描
か
れ
る
。

こ
れ
は
鼓
・
銅
拍
子
・
笛
・
笙
・
笏
拍
子
の
構
成
で
あ
り
、
舐
園
御
霊
会
の
細
男
は

田
楽
・
獅
子
舞
と
と
も
に
参
加
し
て
い
た
。

⇔
　
東
大
寺
八
幡
宮
の
細
男

　
東
大
寺
八

幡
、
現
手
向
山
八
幡
宮
は
東
大
寺
の
鎮
守
で
あ
り
、
天
平
勝
宝
元
年

（
七
四

九
）
宇
佐
八
幡
の
神
助
に
よ
っ
て
東
大
寺
仏
の
鋳
造
が
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
仏
の

守
護
神
と
し
て
宇
佐
八
幡
を
勧
請
し
た
。
神
社
の
祭
礼
で
あ
る
碓
禮
会
は
勅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

祭
で
、
手
掻
会
・
転
害
会
と
も
称
し
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
『
転
害
会
』
に
「
鼓

坂

（
転
害

門
付
近
i
福
原
註
）
ヨ
リ
伶
人
御
迎
ニ
テ
還
御
ナ
ル
事
御
影
向
ノ
時
ノ
儀

式
ニ
テ
」
と
あ
る
よ
う
に
八
幡
神
を
宇
佐
か
ら
影
向
勧
請
し
た
行
列
を
再
現
し
た
も

の

で
あ
る
。
一
条
大
路
に
面
し
た
東
大
寺
佐
保
寺
門
が
御
旅
所
と
な
り
、
同
門
は
転

害
門
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
祭
礼
は
九
月
三
日
で
嘉
元
二
年
（
二
二
〇
四
）

の

『
官
宜
旨
』
に
は
、
当
日
は
畿
内
と
伊
賀
の
六
ケ
国
で
殺
生
は
禁
断
と
記
さ
れ
、

『
東
大
寺
八
幡
宮
縁
起
』
に
も
八
幡
神
東
大
寺
影
向
の
時
、
そ
の
影
向
路
の
殺
生
が

禁
断
さ
れ
た
と
あ
る
。
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
成
立
の
『
東
大
寺
八
幡
験
記
』
に

よ
る
と
コ
説
云
、
放
生
会
与
転
害
会
、
名
異
意
同
也
L
と
あ
り
、
中
世
に
は
手
掻

会
は
放
生
会
で
あ
る
と
い
う
解
釈
も
あ
っ
た
。
転
害
会
の
執
行
は
古
代
に
お
い
て
は

東
大
寺
が
主
体
に
な
り
『
東
大
寺
要
録
』
に
寛
平
年
中
（
八
八
九
～
八
九
八
）
の
年

中
節
会
支
度
が
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

史
料
1

　
一
、
九
月
用

　
　
三
日
八
幡
宮
祭
　
二
石
七
斗
御
供
　
在
一
麦
度
一
　
六
石
　
上
下
司
馬
頭
例
給
析

　
　
一
石
八
斗
二
舛
三
合
左
右
相
撲
饗
　
在
二
支
度

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
段
競
馬
廿
人
袴
新

　
　
一
段
　
同
樂
析
　
十
段
　
相
撲
＋
番
析
　
　
　
　
　
四
段
細
男
二
人
新

　
　
二
段
騎
馬
頭
二
人
新
　
四
段
行
烈
使
二
人
新
　
　
厭
舞
二
人

　
　
終
舞
二
人
一
石
二
斗
各
三
斗
　
　
　
　
　
　
　
一
石
六
斗
相
撲
長
八
人
各
三
斗

　
細
男
は
騎
馬
・
相
撲
・
競
馬
・
厭
舞
・
終
舞
と
共
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
転
害
会

は
一
三
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
祭
礼
費
用
を
経
済
的
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ

た
郷
民

に
負
担
さ
せ
、
荘
園
の
荘
役
と
有
徳
郷
民
の
頭
役
の
両
費
用
を
中
心
に
運
営

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
細
男
頭
人
の
行
事
は
、
宵
宮
祭
で
神
社
に
参
営
す
る
こ
と
、

神
輿
還
幸
の

祭
細
男
か
ら
幣
を
受
け
取
り
拝
殿
に
供
え
る
こ
と
、
料
足
を
細
男
に
渡

す
こ

と
く
ら
い
で
あ
り
、
頭
人
は
多
額
の
負
担
に
も
関
わ
ら
ず
活
躍
の
場
は
少
な
か
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図3　r八幡宮七僧法会御祭日式』（東大寺図書館蔵）

　　r体系日本歴史と芸能四　中世の祭礼』より

っ
た
。

　
祭
礼
は
神
事

と
賑
神
行
事
に
分
か
れ
、
神
事
に
は
八
幡
宮
の
神
主
と
神
人
が
会
行

事
の
命
に
従
っ
て
あ
た
り
、
賑
神
行
事
は
検
校
を
上
首
と
し
て
一
四
人
の
頭
役
が
差

定
さ
れ
て
こ
れ
を
催
行
し
た
。
こ
の
頭
人
は
、
上
司
・
下
司
・
細
男
・
法
施
（
二

人
）
・
楚
駒
（
其
駒
）
・
相
撲
（
四
人
）
・
御
輿
所
（
二
人
）
・
騎
兵
（
二
人
）
で
あ

る
。

　
前
述

し
た
よ
う
に
こ
の
頭
役
に
は
室
町
中
期
頃
か
ら
東
大
寺
郷
の
有
徳
人
が
差
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
転
害
会
全
般
を
統
轄
す
る
会
行
事
は
寺
僧
の
な
か
か
ら
任

命

さ
れ
た
。
八
幡
宮
で
は
神
主
の
他
、
検
校
を
主
座
と
す
る
一
八
人
の
神
人
が
役
人

と
な
り
、
会
行
事
の
命
令
に
従
っ
た
。

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
永
正
二
年
（
↓
五
〇
五
）
『
転
害
会
記
』
に

　
　
一
相
撲
井
細
男
、
兼
日
仁
相
触
事
者
検
校
役
也
。
会
行
事
方
加
二
下
知
↓
則
検

　
　
　
校
二
申
付
之
間
、
加
二
下
知
一
候
由
注
進
者
也
。
則
各
勤
二
其
役
一
也
。

と
あ
る
よ
う
に
細
男
は
主
座
の
検
校
が
担
当
す
る
役
で
あ
っ
た
。

　
九

月
二
日
に
朝
廷
か
ら
勅
使
が
出
発
し
、
同
夜
宵
宮
祭
が
行
わ
れ
田
楽
や
細
男
舞

が
奉
納

さ
れ
る
。
当
日
早
暁
か
ら
北
廊
で
七
僧
法
会
が
行
な
わ
れ
、
の
ち
行
列
が
で

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

る
。
　
『
東
大
寺
雑
集
録
』
に
は
そ
の
行
列
が
記
さ
れ
て
い
る
。
細
男
は
乗
馬
の
検
校

三
人
図
3
で
あ
る
。

　
行
列

の

道
順

は
、
神
社
か
ら
大
仏
殿
、
中
門
前
で
は
門
内
に
入
ら
ず
諸
職
は
悉
く

下
馬
し
て
三
基
の
神
輿
を
迎
え
、
神
輿
を
大
仏
殿
に
向
け
一
同
礼
拝
す
る
。
の
ち
、

南
大

門
で
は
胡
床
を
立
て
神
輿
を
北
向
き
に
昇
き
据
え
る
。
の
ち
、
国
分
門
（
不
開

門
）
に
至
り
、
供
奉
の
人
々
が
下
馬
し
、
「
御
休
息
之
儀
」
が
行
わ
れ
、
「
外
居
膳
」
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図4　r転害会図絵』（手向山八幡宮蔵）

が

供
え

ら
れ
る
。
門
前
で
は
細
男
舞
が
行
な
わ
れ
る
。
図
4
行
列
は
中
御
門
の
四
至

を

廻
っ
て
転
害
門
に
到
着
す
る
。
転
害
門
で
は
楽
人
が
乱
声
（
舞
の
出
の
舞
楽
）
を

奏
し
、
神
輿
着
御
之
式
が
行
わ
れ
第
一
の
神
輿
を
石
壇
の
中
央
に
、
第
二
の
神
輿
を

南
方

に
、
第
三
の
神
輿
を
北
方
に
そ
れ
ぞ
れ
西
向
に
奉
安
す
る
。
神
輿
が
手
掻
門
に

渡
御
し
て
い
る
間
神
供
・
祭
式
・
舞
楽
が
行
な
わ
れ
る
。
の
ち
、
伶
人
の
御
迎
え
で

図5　r転害会図絵』（手向山八幡宮蔵）

慶
雲
楽
奏
楽
の
な
か
転
害
門
を
東
に
進
み
、
鼓
坂
を
登
っ
て
大
仏
殿
裏
の

西
室
辺

り
か
ら
大
仏
殿
西
廻
廊
、
馬
場
を
経
て
八
幡
宮
に
還
幸
す
る
。
還

幸
の
と
き
も
再
び
大
仏
殿
中
門
前
で
三
基
の
神
輿
を
大
仏
殿
に
向
け
る
。

神
輿
は
八
幡
宮
拝
殿
に
西
向
き
に
着
御
し
、
勅
使
と
寺
務
は
楼
門
の
石
階

の

下
に
嶋
居
す

る
。
の
ち
、
神
輿
を
幣
殿
に
奉
安
し
て
、
勅
使
は
北
御
廊

に
、
寺
務
は
南
御
廊
に
着
座
す
る
。
の
ち
、
楼
門
の
中
央
に
畳
一
畳
敷
い

て

座
を

設
け
、
神
輿
が
安
置
さ
れ
神
事
や
賑
神
行
事
が
行
な
わ
れ
た
。

　
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
『
転
害
会
日
記
』
や
同
年
『
東
大
寺
八
幡
宮
祭

礼

目
録
』
に
は
ヒ
ノ
使
い
・
舞
楽
・
細
男
の
舞
・
相
撲
が
記
さ
れ
て
い
る
。

翌

日
に
も
後
宴
が
あ
り
田
楽
が
演
じ
ら
れ
た
。

　
安
永

五
年

（
一
七
七

六
）
八
幡
宮
権
神
主
紀
延
興
が
写
し
た
『
転
害
会

（2
5
）

図
絵
』
図
4
・
5
に
よ
る
と
、
覆
面
が
マ
ス
ク
状
に
な
っ
て
お
り
、
鼓
二

名
、
笛
二
名
、
唄
二
名
の
構
成
で
あ
っ
た
。

⇔

春
日
若
宮
祭
礼
の
細
男

　
　
　
　
春

日
若
宮
祭
礼
は
興
福
寺
大
衆
が
藤
原
氏
氏
長
者
主
宰
の
春
日
祭
に
対

　
　
　
抗
す

る
た
め
に
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
九
月
一
七
日
に
始
行
し
た
も
の

で
あ
る
。
『
若
宮
祭
禮
記
』
に
は
保
延
二
年
に
一
物
五
騎
、
村
二
、
田
楽
二
村
、

競
馬
一
〇
番
、
流
鏑
馬
一
〇
騎
、
相
撲
、
勝
負
舞
（
舞
楽
）
の
参
勤
が
記
さ
れ
て

い

る
。
こ
の
村
は
「
僧
正
御
房
　
御
童
児
三
郎
座
頭
　
捜
松
房
律
師
御
房
印
口
」

と
あ
る
。
翌
三
、
四
、
五
、
六
年
、
永
治
元
年
に
は
「
細
男
」
、
久
安
元
年
に
は

「
細
男
一
村
」
、
久
安
二
年
「
細
男
二
村
」
、
仁
平
元
年
「
細
男
」
と
一
二
世
紀
前
半
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に
は
細
男
は
ほ
ぼ
参
勤
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
保
延
二
年
の
村
は
細
男
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

り
、
一
乗
院
玄
畳
が
勤
仕
し
て
い
た
。

　
中
世
に
入
る
と
細
男
の
頭
役
勤
仕
は
郷
民
に
宛
て
ら
れ
た
。
『
興
福
寺
年
中
行
事
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

弘

長
元
年

（
一
二

六
一
）
七
月
一
日
の
「
若
宮
御
祭
諸
廻
請
等
事
」
に
「
細
男
頭
七
郷

内
二
郷
合
巡
勤
」
と
あ
り
、
南
大
門
郷
、
新
薬
師
寺
郷
、
東
御
門
郷
、
北
御
門
郷
、
穴

口
門
郷
、
西
御
門
郷
、
不
開
門
郷
の
興
福
寺
別
当
郷
（
寺
門
郷
）
で
あ
る
興
福
寺
七

郷

よ
り
二
郷
宛
の
巡
役
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　

『
弘

安
六
年

（
一
二
八
三
ー
福
原
註
）
臨
時
祭
記
録
』
に
は
細
男
は
鼓
の
禅
勝
房
、

笙

の

信
乃

公
、
笛
の
宗
順
房
、
銅
拍
子
の
宗
仙
房
の
構
成
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
現
在
の
祭
礼
で
も
御
旅
所
に
お
い
て
細
男
が
演
じ
ら
れ
る
。
全
員
後
向
き
に
な
り

覆
面
を
つ
け
、
神
座
に
向
か
い
笛
二
人
は
左
隅
に
、
右
隅
よ
り
鼓
二
人
袖
二
人
が
立

ち
、
覆
面
着
用
後
笛
二
人
は
前
向
、
鼓
二
人
・
袖
二
人
は
と
も
に
後
向
き
で
立
つ
。

舞
は
左
の
袖
を
三
回
、
ノ
ッ
ト
（
進
ん
だ
の
ち
後
退
り
す
る
こ
と
を
ノ
ッ
ト
と
い
う
）

三

回
、
左
手
で
鼓
を
押
さ
え
右
手
で
一
手
打
を
す
る
。
ノ
ッ
ト
三
回
（
進
む
時
は
片

手
打

で
、
退
く
時
は
チ
ャ
ン
ポ
ン
、
チ
ャ
ン
ポ
ン
、
チ
ャ
ン
の
五
打
、
計
一
五
打
）
、

右
袖
三
回
、
ノ
ッ
ト
三
回
、
鼓
三
回
、
ノ
ッ
ト
三
回
、
両
袖
三
回
、
ノ
ッ
ト
三
回
、

鼓
三
回
、
ノ
ッ
ト
三
回
（
進
む
時
は
前
と
同
じ
一
手
打
。
退
く
時
は
右
脚
を
引
き
一

回

五
打
、
更
に
左
脚
を
引
き
五
打
、
重
ね
て
右
脚
を
引
き
五
打
。
こ
れ
を
三
回
繰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

返
す
か

ら
計
四
五
打
）
で
あ
る
。
広
瀬
家
に
は
次
の
よ
う
な
詞
章
が
伝
来
し
て
い
る
。

　

史
料
2

　
（
本
舞
）
　
靱
負
へ
る
伴
鼓
取
れ
、
太
刀
侃
け
る
伴
笛
取
ら
し
、
は
や
打
て
鼓
と
う
く
と
、

　
　
　
　
　
は
や
吹
け
や
笛
音
も
さ
や
に
、
い
ざ
立
舞
は
む
身
を
細
み
、
せ
い
な
う
の
舞
、
こ

（
豊
姫
）

（
磯
良
）

（
豊
姫
）

（
磯
良
）

（末
舞
）

本
舞
と
末
舞
が
磯
良
舞
で
あ
り
、

い
る
。

　

『
春

日
大
宮
若
宮
御
祭
禮
圖
』
に
は
細
男
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。　
　
細
男
六
人
神
楽
舞
奏
之
培
鶉
珊
ぼ
ろ
白
班

　
　
二
人
座

し
て
笛
を
ふ
く
二
人
覆
面
を
垂
れ
腰
に
鼓
を
付
片
手
に
て
打
な
が
ら
立

　
　
　
　
　
さ
い

の

舞
を
、
お
ほ
幸
あ
り
や
、
お
ほ
幸
あ
り
や
、
吾
が
所
よ
り
ほ
か
に
は
あ
ら
ぬ
ゑ

ま
し
、
こ
の
舞
人
に
な
見
せ
そ
ゑ
ま
し
、
こ
の
舞
人
に
な
見
せ
そ
、
お
ほ
幸
あ
り

や
、
お
ほ
幸
あ
り
や
、
吾
こ
の
宝
ほ
か
に
は
や
ら
じ
ゑ
ま
し
、
こ
の
舞
た
れ
や
舞

ふ
ゑ

ま
し
、
こ
の
舞
た
れ
や
舞
ふ
。
あ
な
う
昔
の
こ
の
舞
や
、
あ
な
う
昔
の
こ
の

舞
や
、
お
ほ
幸
あ
り
や
、
お
ほ
幸
あ
り
や
、
吾
こ
の
宝
ほ
か
に
は
や
ら
じ
。

た

れ
し
の
神
に
て
さ
む
ら
ふ
。
名
の
ら
せ
さ
む
ら
へ
、
聞
か
ま
ほ
し
く
さ
む
ら
ふ
。

あ
は
れ
、
吾
は
御
心
筑
紫
の
志
珂
の
嶋
に
坐
す
神
、
名
は
安
曇
の
磯
良
に
て
候
。

さ
宣
は
す
神
の
御
名
こ
そ
聞
か
ま
ほ
し
く
さ
む
ら
へ
、
名
の
ら
せ
さ
む
ら
へ
。

あ吾
は
豊
の
真
耀
く
あ
か
の
御
許
の
い
た
だ
き
に
坐
す
神
、
名
は
豊
姫
の
神
な
り
。

あ
な
か
し
こ
、
し
か
貴
き
神
と
は
知
ら
ず
て
さ
む
ら
ふ
、
い
や
な
き
業
許
し
さ
む

ら
へ
、
あ
か
照
る
こ
の
御
宝
は
綿
津
見
の
神
の
御
宝
に
て
さ
む
ら
ふ
、
す
な
は
ち

姫
神
に
参
ら
せ
む
に
て
さ
む
ら
ふ
、
い
ざ
納
め
さ
む
ら
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

潮
満
つ
る
珠
潮
干
る
珠
、
み
つ
ゑ
こ
の
珠
、
こ
の
珠
は
白
金
黄
金
日
耀
く
宝
の
国

を

須
ろ

は
す
、
み
つ
ゑ
こ
の
珠
み
つ
ゑ
珠
、
お
ほ
幸
あ
り
や
、
お
ほ
幸
あ
り
ゃ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
づ

あ
な
に
や
し
ゑ
み
つ
ゑ
こ
の
珠
、
こ
の
珠
こ
そ
は
、
国
の
鎮
珠
、
御
代
の
鎮
珠
、

鎮
め
み
つ
珠
、
お
ほ
幸
あ
り
や
、
お
ほ
幸
あ
り
や
、
吾
が
こ
の
所
よ
り
ほ
か
に
は

や

ら
じ
、
み
つ
ゑ
こ
の
珠
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

間
に
豊
姫
と
磯
良
の
問
答
が
挿
入
さ
れ
て
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き
ー
U
目
ー
1
　
u
引
．

♪
い
騎
褐
泊
め
叙
ム
ひ

図6　r春日大宮若宮御祭禮圖』

出
て
跡
さ
ま
に
退
き
座
す
又
二
人
ふ
く
め
ん
を
垂
れ
右
の
袖
を
掩
て
立
替
り
立

立
出
跡
さ
ま
に
退
く
二
三
反
如
此

　
　
一
細
男
六
騎
　
白
御
幣
二
本
　
素
襖
着
二
人
朕
縮
所
β
白
張
立
烏
帽
子
同
壇
下

　
　
　
に
て

馬
上
笛
鼓
の
藝
能
あ
り
当
国
所
ξ
二
居
住
す
（
中
略
）
是
神
功
皇
后
の

　
　
　
御
時
磯
良
の
故
事
の
よ
し
藝
能
神
前
二
く
ハ
し
山
城
国
離
宮
八
幡
社
壇
の
左

　
　
　
右

に
冠
き
た
る
人
形
の
顔
手
の
付
た
る
板
あ
り
細
男
と
云
よ
し

　
松
の
下
の
儀
や
南
大
門
交
名
の
儀
に
お
い
も
短
い
芸
を
披
露
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

春

日
若
宮
祭
礼
の
細
男
は
元
来
広
瀬
・
五
十
鈴
・
秋
篠
・
上
司
の
四
家
よ
り
六
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

勤
仕

し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
広
瀬
・
上
司
の
二
家
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
四
月
二
二
日
付
の
春
日
祭
礼
装
束
修
覆
金
願
書
願
に

よ
る
と
、
当
時
の
細
男
は
、
式
上
郡
三
輪
村
身
浪
重
右
衛
門
、
三
輪
村
内
馬
場
村
宮

生
甚
右
衛

門
、
同
郡
穴
師
村
宮
生
出
雲
、
山
辺
郡
上
之
条
村
上
司
庄
太
夫
、
広
瀬
郡

広
瀬
村
広
瀬
太
右
衛
門
、
同
村
広
瀬
八
郎
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
穴

師
村
組
頭
宮
生
河
内
と
上
之
庄
村
組
頭
上
司
庄
太
夫
は
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

月
二
九
日
付
の
「
細
男
装
束
下
着
道
具
之
書
付
」
に
お
い
て
、
奉
行
所
に
烏
帽
子
六

頭
、
笛
二
管
、
鼓
二
管
を
申
し
出
て
い
る
。
細
男
は
自
ら
を
「
春
日
御
神
役
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

「
春

日
役
人
」
と
称
し
て
い
る
が
、
奉
行
所
か
ら
の
扶
持
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
大
宿
所
に
お
い
て
願
主
人
の
賄
米
の
内
か
ら
少
々
扶
持
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
上
司
家
に
は
近
世
中
期
の
成
立
と
思
わ
れ
る
細
男
の
由
緒
に
関
す
る
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

が

二
点
伝
来

し
て
い
る
。
一
点
は
細
男
由
来
書
で
あ
る
。
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史
料
3

　
　
　
　
細
男
之
事

神
功
皇
后
、
武
内
大
臣
ト
相
談
シ
給
ヒ
テ
、
新
羅
ヲ
ウ
タ
ン
ト
ヲ
ボ
シ
メ
シ
テ
、
筑
紫
御
下

向
ノ
ト
キ
、
老
人
出
迎
テ
皇
后
ノ
供
奉
仕
、
道
ニ
テ
老
人
申
ケ
ル
ハ
、
是
ヨ
リ
西
シ
カ
マ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
干
）

浦
ト
申
所
ニ
イ
ソ
ラ
ト
申
者
ア
リ
、
此
ノ
童
ヲ
メ
シ
テ
竜
宮
ヘ
ツ
カ
ハ
シ
千
珠
満
珠
ノ
ニ
ッ

ノ
玉
ヲ
カ
リ
給
テ
、
異
国
ヲ
シ
タ
カ
ヘ
マ
シ
マ
サ
ン
事
安
キ
御
コ
ト
也
ト
申
、
其
時
皇
后
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
タ
モ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細
　
男
）

ケ

ル
ハ
、

件
ノ
童
ヲ
何
ト
シ
テ
メ
ス
ヘ
キ
ソ
ト
日
、
老
翁
申
サ
ク
、
セ
イ
ナ
ウ
ト
申
舞
ヲ
ア

イ
シ
侍
ル
者
也
、
此
舞
ヲ
奈
良
舞
ト
モ
申
也
、
カ
ノ
舞
タ
レ
カ
舞
ヘ
キ
ヤ
ト
仰
ケ
レ
ハ
、
此

老
人
舞
申
也
ト
申
テ
、
海
中
二
舞
台
ヲ
カ
マ
へ
此
翁
舞
也
、
此
舞
台
石
ト
ヤ
申
テ
干
今
其

所
二
有
之
、
其
時
カ
ノ
井
ソ
ラ
海
中
堵
出
ケ
リ
、
イ
ソ
ラ
面
顔
二
貝
カ
ラ
ニ
付
テ
ア
リ
ケ
ル

ヲ
ハ
ツ
カ
シ
ク
思
テ
、
フ
ク
メ
ン
タ
レ
タ
リ
、
イ
ソ
ラ
モ
ト
モ
ニ
マ
ヒ
ケ
ル
ヲ
今
ノ
細
男
ト

ハ

是
ガ
コ

ト
ノ
モ
ト
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
干
）

此
老
人
ハ
住
吉
大
明
神
也
ト
、
千
珠
満
珠
ノ
玉
ヲ
イ
ソ
ラ
竜
宮
ヨ
リ
取
リ
テ
神
功
皇
后
へ
奉

リ
ケ
レ
ハ
、
ヤ
カ
テ
異
国
ヲ
タ
イ
シ
給
ヒ
テ
天
下
泰
平
国
土
安
穏
五
穀
成
就
ニ
シ
テ
目
出
度

キ

コ

ト
ノ
モ
ト
ナ
リ
、
故
二
神
事
祭
礼
ニ
ハ
必
此
細
男
ハ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ

　
　
　
　
　
月
　
　
日

こ
れ
は
広
瀬
家
伝
来
の
詞
章
と
即
応
し
て
お
り
、
九
州
系
の
伝
承
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
春

日
の
鎮
座
伝
承
と
も
か
か
わ
る
も
の
で
、
こ
れ
も
全
文
を
記
し
て
お
こ
う
。

史
料
4

乍
恐
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
神
人
細
男
六
人
之
者
共

一　

私
共
先
祖
之
儀
御
尋
被
成
奉
申
上
候

私
共
先
祖
之
儀
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
枚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虫
　
　
損
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
イ

春
日
大
明
神
河
内
平
岡
よ
り
三
笠
山
へ
御
鎮
座
比
［
川
山
御
跡
慕
ひ
供
奉
仕
候
、

其
比

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
）

　
　
春
日
水
茶
や
よ
り
来
茶
を
出
し
三
日
ノ
間
養
を
受
候
、
右
之
由
然
ル
ニ
染
延
二
年
九
月
、

　
　
春
日
若
宮
御
祭
礼
御
執
行
之
節
よ
り
、
私
共
先
祖
御
当
地
罷
出
御
祭
礼
二
相
勤
候
由
、
其

　
　
　
　
（
虫
損
）

　
　
後
何
方
口
口
召
被
出
候
と
申
儀
無
之
、
唯
例
式
二
而
罷
出
相
勤
候
哉
、
尤
御
鎮
座
之
節
御

　
　
跡
慕
ひ
候
任
例
、
御
祭
礼
之
節
も
私
共
障
泥
な
し
二
而
馬
乗
致
御
旅
所
江
渡
り
、
私
共
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虫
損
）

　
　
人
江
者
春
日
水
茶
屋
よ
り
於
干
今
口
茶
を
出
し
申
候
、
其
上
明
神
前
二
而
奉
奏
舞
を
候
、

　
　
尤
私
共
先
祖
之
儀
御
鎮
座
ノ
後
如
何
様
二
被
仰
付
、
何
方
二
住
居
仕
罷
在
候
者
哉
、
住
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虫
　
　
損
）

　
　
之
書
物

等
者
百
年
已
前
私
共
仲
間
之
内
、
宮
生
金
五
［
U
甚
右
衛
門
ト
申
者
年
預
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虫
損
）

　
　
而
諸
書
物
相
願
罷
在
候
処
、
火
難
逢
焼
失
仕
相
知
不
申
候
、
私
共
当
時
当
国
之
内
口
々
村

　
　
々
二
住
居
御
罷
在
候
（
後
欠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
細
男
の
先
祖
に
関
す
る
言
上
書
で
あ
る
が
、
細
男
は
若
宮
祭
礼
創
始
の
保
延
二
年

よ
り
参
勤
し
て
い
る
こ
と
は
『
春
日
若
宮
祭
禮
記
』
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
春
日
大

明
神
が
枚
岡
よ
り
三
笠
山
へ
鎮
座
し
、
三
日
間
滞
在
し
た
時
、
跡
を
慕
っ
て
や
っ
て

来
て
、
春
日
水
茶
屋
よ
り
来
茶
の
接
待
を
受
け
た
。
そ
の
由
緒
で
、
当
時
も
春
日
若

宮
祭
礼
に
お

い

て
、
細
男
仲
間
に
口
茶
が
出
さ
れ
る
と
い
う
。
細
男
と
春
日
水
茶
屋

と
の
繋
が
り
を
示
す
伝
承
で
あ
る
。
こ
の
水
茶
屋
は
、
水
谷
社
（
水
屋
社
）
だ
と
思

わ

れ
、
春
日
祢
宜
の
演
能
集
団
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
上
之
庄
村
の
細
男
は
現
天
理

市
の

布
瑠
社

（
石
上
社
）
の
御
田
植
神
事
に
も
勤
仕
し
て
い
た
。
延
享
三
年
（
一
七

四

六
）
の
「
布
瑠
社
神
斎
集
乾
」
に
は
、
一
五
日
の
御
田
植
神
事
に
「
せ
い
な
ふ
料
」

と
あ
る
。
ま
た
、
延
享
五
年
「
布
瑠
社
神
斎
集
坤
」
に
よ
る
と
、
請
雨
祈
蒋
の
神
事

の

際
、
雨
降
り
の
お
礼
の
祭
行
列
の
三
三
番
目
に
「
せ
い
な
ふ
馬
拾
騎
」
が
渡
御
す

る
。　

細

男
仲
間
居
住
地
と
春
日
社
と
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。
広
瀬
・
五
十
鈴
家
は

広
瀬
村
に
居
住

し
て
広
瀬
神
社
の
社
家
で
あ
る
。
広
瀬
と
春
日
の
関
係
は
『
春
日
社
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家
日
記
』
「
中
臣
祐
重
記
」
養
和
二
年
（
＝
八
二
）
に
「
広
瀬
御
供
」
、
同
「
祐
定

記
」
寛
喜
二
年
（
一
二
三
二
）
正
月
八
日
条
に
「
広
瀬
新
庄
御
節
供
」
と
あ
る
春
日

社
領
広
瀬
庄
・
広
瀬
新
庄
に
そ
の
淵
源
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
秋
篠
家
は
桜
井
市
穴
師

の

穴
師
坐
兵
主
神
社
の
社
家
で
あ
る
。
穴
師
郷
に
は
平
安
中
期
こ
ろ
か
ら
、
春
日
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

興
福
寺
の
勢
力
が
及
び
、
兵
主
神
社
は
春
日
社
の
摂
社
の
地
位
に
あ
っ
た
。
上
司
家

は

上
条
村

（
現
天
理
市
二
階
堂
上
之
庄

町
）
に
居
住
す
る
。
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）

の

「
興
福
寺
造
営
段
米
田
数
帳
」
（
『
春
日
神
社
文
書
』
）
に
よ
る
と
、
当
地
に
比
定
さ

れ

る
星
川
庄
は
興
福
寺
一
乗
院
領
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
輪
神
社
の
膝

元
で
あ
る
三
輪
村
も
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
の
「
談
義
衆
中
書
状
案
」
（
『
春
日
神

社
文
書
』
）
に
よ
る
と
春
日
社
談
義
料
所
で
あ
り
、
先
述
し
た
「
興
福
寺
造
営
段
米
田

数
帳
」
よ
り
興
福
寺
大
乗
院
料
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
六
人
の
細
男
は
二

家
ず
つ
年
預
の
役
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
先
述
し
た
衣
装
書
立
に
お
い
て
は
、
組
頭
の

二
人
、
宮
生
金
五
口
と
［
山
甚
右
衛
門
が
年
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
若
宮
祭
礼
の

細

男
は
祭
始
行
の
保
延
二
年
よ
り
巫
女
・
十
烈
・
一
物
．
田
楽
．
競

馬
・
流
鏑
馬
・
相
撲
・
舞
楽
、
翌
年
に
は
使
（
日
使
と
思
わ
れ
る
）
．
東
舞
が
加
わ

っ

た
一
連
の
芸
能
構
成
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
細
男
の
芸
態
は
わ
か
ら
な

い
が

現
在
の
磯
良
と
豊
姫
の
詞
章
と
芸
態
は
、
宇
佐
か
ら
の
伝
播
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ

れ
以
前
の

古
歌
謡
を

連
想

さ
せ
る
史
料
が
あ
る
。
慶
長
一
六
年
（
ニ
ハ
一
一
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

奥
書
が

あ
る
能
伝
書
『
幸
正
能
口
伝
書
』
に
狂
言
が
演
じ
る
「
せ
い
な
う
」
に
関
し

て

の

記
事
で
あ
る
。

　
　
一
、
せ
い
な
う
と
云
事
あ
り
。
ふ
く
面
ヲ
た
れ
て
舞
申
候
。
是
も
又
、
狂
言
大

　
　
　
　
鼓
持

て
、
は
や
し
て
ま
い
申
候
。
寄
ひ
ハ
、
「
我
が
宮
の
、
宮
の
二
は
よ

　
　
　
　

り
若
草
ハ
、
む
す
ぶ
計
、
い
ざ
き
り
人
＼
す
こ
ろ
も
か
へ
さ
ん
、
〈
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
ら
か
し
て

　
　
　
　
是
を

う
た
ふ
。
ま
い
二
、
小
鼓
ハ
、
た
つ
く
と
　
と
く
。
打
上
ハ
常

　
　
　
　
の

ご
と
く
也
。
一
返
ま
い
て
、
狂
言
一
返
ま
ハ
り
て
、
狂
言
も
小
ま
ハ
り

　
　
　
　

し
て
、
と
め
申
候
時
、
打
上
也
。

　

田
口
和
夫
は
こ
の
記
事
を
狂
言
が
神
事
芸
能
に
お
い
て
実
際
に
細
男
の
相
手
役
と

　
　
　
　
（
3
9
）

な
っ
た
と
い
い
、
天
野
文
雄
も
こ
の
説
を
補
強
す
る
史
料
と
し
て
、
金
春
座
が
江
戸

前
期
若
宮
祭
に
参
勤
し
た
際
の
見
聞
を
記
し
た
金
春
元
信
の
『
八
郎
殿
書
付
翁
』
を

　
　
　
（
4
0
）

あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
せ
い
の
ふ
渡
り
に
云
事
」
と
し
て
『
幸
正
能
口
伝
諸
書
』

と
同
じ
詞
章
の
謡
物
が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
八
郎
殿
書
付
翁
』
の
一
通
が
春
日
若
宮

祭
の
翁
猿
楽
の
詞
章
を
記
し
て
い
る
こ
と
と
も
併
せ
て
「
せ
い
の
ふ
渡
り
」
も
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

若
宮
祭
の
細
男
と
解
釈
し
て
い
る
。
天
野
は
同
様
の
狂
言
の
細
男
詞
章
を
吉
備
津
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

社
の
神
楽
歌
に
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
詞
章
は
神
事
芸
能
の
神
楽
と
の
交
渉
も
み
え

る
古
歌
謡
で
現
在
の
八
幡
系
の
歌
謡
以
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

◎
　
大
鳥
神
社
の
細
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
和
泉
国
一
宮
で
あ
る
『
大
鳥
神
社
流
記
帳
』
は
延
喜
二
二
年
四
月
五
日
の
奥
付
を

も
つ
が
、
内
容
的
に
は
平
安
末
か
ら
鎌
倉
の
様
子
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

史
料
5

濱
試
〔
浦
四
季
御
賛
料

　
葦
田
浦

　
高
磯
浦
九
月
宣
旨
御
放
生
料

　
（
中
略
）
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神事芸能の細男について

　
毎
年
四
月
七
日
御
祭
一
日
、
但
御
花
樋
在
花
薗
一
所
、
字

　

厩
原
、
是
國
内
人
民
等
奉
仕
之
中
、
日
根
参
箇
郡
、
依
巡
ξ

　

者
、
十
烈
預
、
細
男
預
田
樂
井
参
種
預
差
定
御
供
預
、
大
樂

　

両
色
預
、
差
定
大
鳥
郡
、

　
山
ハ
月
⊥
U
］
ハ
日
御
祓
戸
　
在
葦
田
浦

　

日
根
・
和
泉
・
大
鳥
三
郡
に
十
列
・
細
男
・
田
楽
・
御
供
頭
・
両
色
頭
が
差
定
さ

れ
て

い

る
。
こ
の
流
記
の
撰
定
に
関
わ
っ
た
の
は
検
校
・
別
当
の
神
宮
寺
（
神
鳳

寺
）
僧
官
と
神
主
・
禰
宜
・
職
事
の
神
職
で
い
ず
れ
も
大
鳥
氏
で
あ
り
、
頭
役
差
定

は
大
鳥
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
祭
は
往
古
よ
り
八
月
二
二
日
、
放
生
会
で
あ

る
。
流
記
帳
に
は
放
生
料
の
浦
や
六
月
の
御
祓
戸
の
浦
も
記
さ
れ
、
細
男
伝
播
に
放

生
会

を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
特
殊
神
事
と
し
て
は
、
四
月
一
三
日
の
花
摘

祭
が
あ
り
、
往
時
は
浜
寺
公
園
の
御
旅
所
へ
の
神
饅
渡
御
が
あ
り
、
堺
の
乳
守
遊
廓

よ
り
花
摘
女
が
供
奉
し
、
花
笠
を
着
け
、
花
車
を
ひ
き
、
花
籠
を
神
前
に
供
え
た
と

い

う
。
現
在
は
花
笠
を
着
け
た
稚
児
三
〇
人
程
が
行
列
を
組
み
、
花
車
一
台
が
出
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

本
社
の

神
前
に
花
籠
一
〇
台
を
供
え
て
参
拝
す
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。
史
料
上

の

厩
原
の

花
園
が
花
摘
祭
の
た
め
の
花
園
で
あ
る
。
四
季
御
蟄
料
と
し
て
「
高
磯
浦
」

「
葦

田
浦
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
放
生
会
の
た
め
の
浦
で
あ
る
。

θ
法
隆
寺
の
細
男

　
中
世
、
法
隆
寺
東
・
西
両
郷
は
刀
禰
・
職
事
を
中
心
に
し
て
自
治
組
織
を
形
成
し
、

郷

と
し
て
発
達
し
た
。
建
武
二
年
（
二
二
一
二
五
）
に
は
刀
禰
五
人
、
職
事
一
人
が
み

　
（
4
5
）

え
る
。
両
郷
に
は
大
行
事
と
い
う
祭
祀
組
織
の
長
が
お
り
、
神
社
の
運
営
に
大
き
な

　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

権
限
を
も
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
『
寺
要
日
記
』
に
よ
る
と
、
法
隆
寺
鎮
守
の
祭
に
は
、
年

三
回

細
男
が
登
場
す
る
。

　
ま
ず
、
六
月
四
日
の
総
社
の
祭
で
あ
る
。
総
社
明
神
は
明
治
二
年
に
斑
鳩
神
社
へ

遷
祀

さ
れ
る
ま
で
寺
の
西
北
に
あ
っ
て
三
十
余
所
大
明
神
と
も
称
し
て
い
た
。
こ
の

祭
は
六
月
会
と
称
さ
れ
、
当
日
舎
利
講
の
後
、
総
社
拝
殿
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。

祭
に
は
猿
楽
・
田
楽
・
神
楽
・
細
男
が
演
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
、
禄
物
書
上
よ
り
わ
か

る
。　

細
男
の
禄
分
一
二
斗
五
升
は
目
代
の
沙
汰
で
あ
っ
た
。
細
男
の
芸
能
者
に
つ
い
て

『
寺
要

日
記
』
に
は
記
さ
れ
な
い
が
、
猿
楽
は
坂
戸
座
で
楽
頭
は
長
谷
弥
勒
大
夫
－

左
衛
門
大
夫
－
金
壽
大
夫
と
相
伝
し
て
き
た
。
田
楽
は
往
古
寺
住
の
田
楽
法
師
の
役

と
し
て
勤
仕
し
て
き
た
が
、
近
年
難
儀
と
な
っ
た
た
め
満
寺
評
定
に
よ
り
、
田
楽
楽

頭
職
を

坂
戸
の
袈
裟
大
夫
に
与
え
た
。
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
六
月
四
日
以
来
袈

裟
大
夫
が

参
勤

し
た
が
、
彼
の
死
去
の
後
甥
の
色
石
大
夫
が
参
勤
し
、
延
元
元
年

（
一
三
三

六
）
三
経
院
談
義
の
評
定
に
よ
り
色
石
大
夫
に
楽
頭
職
を
与
え
た
と
い
う
。

　
八
月
二
三
日
は
鎮
守
天
満
社
の
御
霊
会
で
あ
る
。
『
寺
要
日
記
』
に
よ
る
と
、
興

福
寺
住
の
別
当
湛
照
僧
都
が
天
慶
年
中
に
長
吏
に
任
ぜ
ら
れ
、
彼
が
菅
原
氏
の
苗
商

で
あ
っ
た
由
緒
よ
り
天
満
宮
を
創
始
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
霊
会
に
は
神

南
庄
の
頭
人
と
東
西
両
郷
の
頭
人
が
舗
設
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
八
月
一
日
に
法
隆
寺
領
神
南
荘
の
頭
人
に
御
霊
会
の
「
榊
差
」
が
あ
り
、
神
主
一

人
、
堂
童
児
一
人
で
差
定
に
い
く
。
榊
を
持
っ
て
庄
の
な
か
を
巡
に
廻
っ
て
当
て
、

恐

ら
く
頭
人
宅
に
榊
を
差
し
、
同
家
で
饗
応
が
あ
る
。

　
二
一
日
夜
は
、
中
小
路
夜
宮
と
い
っ
て
、
井
ノ
辻
よ
り
西
南
北
、
西
ノ
辻
よ
り
東
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分
在
家
が
寄
り
合
う
。

　

二
二

日
夜
は
、
各
々
天
満
神
社
に
御
神
楽
、
御
花
米
、
散
米
、
酒
な
ど
を
進
上
す

る
。
以
前
は
、
御
霊
社
に
常
駐
（
付
属
）
の
巫
に
進
上
し
て
い
た
が
、
暦
応
年
中

（
一
三
三
八
～
四
二
）
頃
よ
り
神
主
が
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
主
は
寳
光
院
で
あ

る
。

　
二
三

日
、
先
ず
神
主
と
堂
童
児
五
人
が
神
社
に
参
り
、
神
主
の
祝
詞
の
後
、
開
扉
、

堂
童
児
の
二
藺
が
神
像
を
御
輿
へ
入
れ
、
堂
童
児
が
昇
く
。
扉
橋
に
入
る
時
、
鐘
を
撞

き
、
東
大
門
前
北
脇
に
据
え
、
暫
く
駐
輩
す
る
。
そ
の
間
に
東
大
門
へ
大
衆
が
出
仕

し
、
こ
れ
は
そ
の
近
辺
の
寺
僧
の
役
で
あ
る
。
東
郷
の
結
衆
は
東
大
門
の
南
脇
に
悉

く
嶋
居
す
る
。
田
楽
衆
は
全
員
で
当
時
定
型
化
し
て
い
た
刀
玉
（
昔
は
「
式
≧
庭
立
」

を

行
い
、
高
足
も
あ
っ
た
ー
庭
立
は
平
安
期
に
天
皇
が
政
務
を
聴
く
宮
中
儀
礼
の
後
、

奏

さ
れ
た
庭
立
楽
か
ら
田
楽
の
演
目
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
）
を
演
ず
る
。
そ
の

間
に
馬
上
の
巫
が
金
光
院
よ
り
儀
礼
の
場
に
出
る
。
そ
の
後
、
御
輿
は
福
井
前
を
南

へ
入

り
、
巫
・
神
主
・
競
馬
・
田
楽
が
共
を
す
る
。
結
衆
は
東
大
門
を
入
っ
て
、

「
東
郷
假
屋
」
へ
入
る
。
御
輿
は
南
大
門
よ
り
入
り
、
も
し
中
門
に
裏
頭
出
仕
者
が

居
な
か
っ
た
ら
南
大
門
で
駐
肇
す
る
。
中
門
に
裏
頭
大
衆
が
三
人
出
仕
し
て
い
た
ら
、

御
輿
を

中
門
に
入
れ
る
。
乗
馬
の
巫
が
中
門
に
渡
り
入
っ
て
の
ち
、
田
楽
が
「
中
門

口
し
を
打
ち
入
っ
て
着
座
す
る
。
次
に
細
男
が
遊
ぶ
。
終
わ
る
と
急
い
で
慶
賀
門
よ

り
廻
り
入
っ
て
、
中
門
内
の
御
輿
の
西
浦
に
鱒
居
す
る
。
轄
供
の
楽
（
五
常
楽
急
）

を

吹

き
、
鼓
で
拍
子
を
打
つ
。
次
に
御
輿
へ
轄
供
が
あ
る
。
次
に
神
主
の
祝
（
の
っ

と
）
を
申
す
。
次
に
競
馬
役
人
（
別
当
・
小
別
当
）
が
直
垂
を
着
て
乗
馬
し
、
新
堂

北
浦

よ
り
東
へ
三
番
ず
つ
走
る
。
次
に
田
楽
庭
立
楽
。
次
に
猿
楽
式
三
番
。
次
に
相

撲
一
〇
番
あ
り
、
東
西
両
郷
よ
り
交
名
を
し
て
か
ら
取
る
。
猿
楽
の
式
三
番
が
終
わ

る
と
還
御
す
る
。
塔
（
東
）
金
堂
の
間
、
北
東
へ
脇
門
よ
り
東
室
北
浦
、
食
堂
北
浦
、

北
御
門
を
経
て
本
社
へ
帰
る
。
こ
れ
は
神
主
・
堂
童
児
の
役
で
あ
る
。
そ
の
後
酒
盛

り
で
お
わ
る
。
細
男
の
禄
分
下
行
は
、
三
斗
三
升
が
寺
納
、
纒
頭
物
の
一
斗
七
升
も

寺
納
で
、
維
那
の
沙
汰
。
細
男
の
料
田
は
二
反
の
前
田
垣
内
の
内
、
一
反
は
北
室
、

一
反
は

西

円
堂
三
昧
供
田
で
あ
る
。
天
満
神
社
御
霊
会
の
細
男
は
「
遊
ぶ
」
と
表
現

さ
れ
て
い
る
。
細
男
は
巫
渡
り
・
田
楽
・
競
馬
・
猿
楽
・
相
撲
と
い
う
一
連
の
芸
能

構
成
に
組
み
込

ま
れ
て
い
た
。
東
郷
の
結
衆
は
惣
結
衆
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傍
証
と

し
て
三
里
と
称
す
る
五
百
井
・
服
部
・
丹
後
の
結
衆
は
惣
結
衆
で
あ
り
、
そ
の
内
の

有
力
者
が
オ
ト
ナ
と
な
り
竜
田
会
を
精
神
的
紐
帯
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（例

え
ば
、
大
方
家
文
書
、
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
「
ミ
サ
ト
ハ
ッ
カ
ウ
ヲ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

テ

ノ
事
（
三
里
八
講
掟
の
事
）
」
参
照
。
）
東
西
両
郷
に
も
惣
が
発
達
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
本
年
は
東
の
結
衆
が
御
霊
会
を
勤
仕
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
九

月
一
三
日
は
法
隆
寺
西
南
に
鎮
座
す
る
竜
田
神
社
（
竜
田
新
宮
）
の
祭
で
竜
田

会

と
も
称
す
。
中
世
に
は
法
隆
寺
支
配
の
市
と
し
、
竜
田
市
が
生
ま
れ
、
こ
の
市
神

と
し
て
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
竜
田
新
宮
西
方
に
西
宮
広
田
社
の
夷
神
を
勧
請
、

そ

の

際
、
法
隆
寺
東
西
両
郷
の
郷
民
が
猿
楽
を
演
じ
、
の
ち
東
西
両
郷
が
隔
年
交
代

　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

で
奉
仕
す

る
に
至
っ
た
。
竜
田
神
社
の
神
職
に
は
法
隆
寺
僧
が
あ
た
り
竜
田
神
人
と

　
　
（
5
0
）

よ
ば
れ
た
。
竜
田
・
夷
両
社
祭
礼
に
は
両
郷
お
よ
び
前
述
し
た
三
里
の
村
人
ら
に
よ

っ

て

猿
楽
・
田
楽
が
演
じ
ら
れ
、
三
里
に
は
三
里
八
講
と
い
う
竜
田
会
に
奉
仕
す
る

　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

講
が

組
織
さ
れ
て
い
た
。

　

『
寺
要
日
記
』
よ
り
竜
田
会
を
見
て
い
こ
う
。
竜
田
会
の
場
合
も
舗
設
の
春
頭
役

150



神事芸能の細男について

と
し
て
餅
昇
の
頭
役
が
あ
る
。
「
法
施
假
屋
」
は
東
西
両
郷
に
「
宗
別
役
」
即
ち
棟

別

銭
が

課
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
当
日
は
堂
童
児
の
集
会
鐘
で
竜
田
社
へ
社
参
す
る
。
拝
殿
に
は
請
僧
東
座
一
藺
が

着
き
、
次
々
随
意
に
着
く
。
大
皆
西
座
二
藺
以
下
随
意
に
着
く
。
楼
門
西
は
三
里
假

屋
、
東
は
安
堵
假
屋
、
東
方
は
神
主
が
富
川
假
屋
に
、
西
方
は
大
行
事
と
寄
人
と
い

う
配
置
で
あ
る
。
御
輿
が
入
り
、
東
は
獅
子
・
御
鉾
持
・
御
輿
・
富
河
神
主
の
順
で

渡
る
。
西
は
王
舞
・
御
輿
・
立
野
神
主
・
寄
人
・
巫
が
渡
る
。
次
に
細
男
、
田
楽
中

門
口
が
演
ぜ
ら
れ
、
次
轄
供
が
あ
る
。
次
細
男
が
五
常
楽
急
で
演
ぜ
ら
れ
、
太
鼓
を

打

ち
、
次
に
立
野
神
主
が
祝
（
の
っ
と
）
を
申
し
、
次
巫
が
皆
参
る
。
高
座
を
立
ち
、

請
讃
三
礼
、
高
座
に
登
り
、
唄
以
四
ケ
法
用
、
表
白
、
神
分
な
ど
が
続
く
。

　
竜

田
会
で
は
細
男
が
五
常
楽
（
平
帳
・
新
楽
・
中
曲
。
平
舞
・
向
立
・
舞
人
四
人
）

の

急
が

奏
さ
れ
る
な
か
で
演
ぜ
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
前
述
し
た
御
霊
会
で
、
轄

供
の
楽
（
五
常
楽
急
）
を
吹
き
、
鼓
で
拍
子
を
打
っ
た
の
も
細
男
で
あ
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

　
法
隆
寺
の
細
男
は
、
一
四
世
紀
に
総
社
明
神
・
天
満
神
社
・
竜
田
神
社
の
祭
礼
に

お
い
て

演
ぜ

ら
れ
、
伶
人
（
多
分
南
都
楽
所
）
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
　
⇔
　
南
山
城
宇
治
田
原
三
社
祭
の
細
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　
京
都
府
綴
喜
郡
宇
治

田
原
の
祭
を
三
社
祭
と
い
う
。
宇
治
三
社
の
大
宮
は
大
字
荒

木

に
あ
り
氏
子
区
域
は
荒
木
及
び
郷
の
口
。
一
の
宮
は
宇
治
田
原
の
総
社
（
一
説
に

八
幡
宮
）
と
よ
ぽ
れ
名
村
に
鎮
座
し
、
氏
子
は
田
原
南
地
区
と
岩
山
。
三
の
宮
は
平

岡
に
あ
り
氏
子
は
立
川
で
あ
る
。
田
原
郷
の
郷
祭
で
あ
る
田
原
祭
は
奥
山
田
・
禅
定

寺
以

外
の
田
原
郷
（
庄
）
の
宮
座
の
行
事
で
あ
り
、
三
社
の
神
輿
が
九
月
一
日
に
山

滝
寺
大
御
堂
に
集

ま
り
神
事
を
行
な
う
。
山
滝
寺
は
、
『
禅
定
寺
文
書
』
文
永
九
年

（
一
二
七

二
）
一
〇
月
付
「
山
城
国
山
滝
寺
雑
掌
訴
状
」
に
宇
治
平
等
院
の
末
寺
と

記

さ
れ
て
い
る
。
本
寺
の
大
御
堂
は
田
原
祭
の
御
旅
所
で
、
こ
れ
は
正
安
年
中
二

二
九
九

～
二
二
〇
二
）
か
ら
の
こ
と
と
も
伝
え
る
。
文
亀
年
間
（
一
五
〇
一
～
〇

四
）
以
前
は
、
九
月
九
日
に
も
久
世
郡
境
に
あ
る
三
郷
山
麓
の
轡
池
ま
で
、
田
原
郷

の

神
輿
が

出
向
き
、
久
世
郡
の
殖
栗
郷
お
よ
び
羽
栗
郷
二
郷
の
社
で
あ
る
双
栗
神
社

（現
久
御

山
町
）
の
神
輿
と
出
会
い
、
三
郷
祭
と
称
す
る
神
事
を
行
な
っ
て
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て
も
と

い

う
。
双
栗
神
社
は
江
戸
時
代
柾
本
八
幡
宮
と
呼
ば
れ
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
の

同
社
縁
起
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
天
治
二
年
（
＝
二
五
）
こ
の
地
に
大
き
な
柾
の

木
が
あ
っ
て
、
鳩
峰
（
石
清
水
八
幡
宮
の
男
山
）
よ
り
毎
夜
金
色
の
光
り
が
さ
し
、

こ
の
木
の
梢
を
照
ら
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
木
の
も
と
へ
八
幡
宮
を
勧
請
す
れ
ぽ
我

は
庶

民
を
守
る
と
託
宣
が
あ
り
、
神
祠
を
造
っ
た
。
仁
平
二
年
（
二
二
五
）
如
一

が

八
幡
宮
の
神
輿
の
神
体
を
作
っ
て
以
来
、
三
郷
山
へ
の
渡
御
が
始
ま
っ
た
。
三
郷

祭
が
文
亀
年
間
に
中
止
さ
れ
て
以
後
は
郷
の
口
の
地
に
御
旅
所
（
新
宮
殿
）
を
建
て
、

九
月
九
日
に
こ
の
御
旅
所
で
神
事
を
執
行
す
る
。
明
治
維
新
以
降
大
御
堂
が
な
く
な

っ

て

か
ら
御
旅
所
の
み
で
簡
略
化
し
た
祭
と
な
っ
た
。

　
三
つ
の

社
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
宮
座
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
時
代
に
よ
る
変
化
は
あ

る
が
、

　
　
大
宮

（荒
木
一
族
座
・
荒
木
本
座
・
荒
木
新
座
・
八
幡
座
・
声
翁
座
・
王
鼻

　
　
　
　
座
）
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一
宮
（
岩
本
・
南
の
侍
衆
∧
座
名
な
し
V
・
南
本
座
・
南
新
座
・
公
文
座
・
田

　
　
　
　
楽
座
・
岩
本
平
座
・
獅
子
座
）

　
　

三
宮

（
殿
座
・
大
道
寺
座
・
四
村
新
座
）

な
ど
が
あ
り
、
座
の
性
格
か
ら
い
う
と
一
族
座
（
田
原
一
族
座
と
荒
木
一
族
座
）
と

舞
物
座
に
わ
か
れ
る
。
後
者
は
声
納
座
、
王
鼻
座
、
田
楽
座
、
獅
子
座
の
四
座
で
、

三
社
祭
に
奉
仕
す
る
芸
能
の
名
称
が
そ
の
ま
ま
座
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
。
八
幡
座

は
競
馬
を

勤
仕
す

る
座
で
あ
る
。
現
在
の
祭
は
一
〇
月
一
七
日
で
、
　
一
〇
月
一
四
日

に
三
社
の
神
輿
が
御
旅
所
ま
で
神
幸
し
、
仮
宮
に
鎮
座
す
る
。
一
七
日
に
は
一
旅
座

の

内
九
座
が
三
組
ず
つ
の
組
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
三
回
ず
つ
、
北
か
ら
南
へ
馬

駆
け
を
行
な
う
。
計
九
回
が
す
む
と
神
前
で
舞
物
座
に
よ
る
舞
物
が
行
な
わ
れ
る
。

声
納
は
声
納
座

よ
り
出
た
一
人
の
役
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
衣
裳
は
黒
烏
帽
子
に
白
衣
、

白
袴
を
つ
け
、
翁
の
面
を
被
り
、
白
足
袋
に
下
駄
を
は
く
。
左
手
で
小
鼓
を
も
っ
て

右
肩
に
担
ぎ
、
こ
れ
を
う
ち
な
が
ら
右
ま
わ
り
に
ま
わ
る
。
一
回
転
す
る
と
神
前
に

む
か
っ

て

頭
を

さ
げ
、
再
び
同
じ
動
作
を
繰
り
返
し
て
、
計
三
回
ま
わ
っ
て
終
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

昭
和
一
五
年
の
「
田
原
祭
座
中
名
簿
」
に
よ
る
と
、
「
声
納
座
　
八
名
　
休
二
。
在

所
は
郷
ノ
ロ
の
み
。
」
と
あ
り
、
郷
ノ
ロ
の
八
名
が
構
成
員
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

　
井
上
頼
寿
が

聞
き
留
め
た
明
治
以
前
の
日
使
の
伝
承
は
非
常
に
興
味
深
い
。
荒
木

座
一
族
よ
り
出
る
日
使
二
名
は
厳
重
な
潔
斎
を
し
、
額
と
両
頬
に
紅
点
を
打
ち
、
祭

で
は
終

日
姿
勢
を
端
正
に
保
ち
、
太
陽
に
正
面
し
太
陽
の
移
行
に
従
っ
て
廻
ら
ね
ぽ

な
ら
な
い
と
い
う
。
伝
説
に
よ
る
と
、
太
古
に
田
原
郷
双
栗
荘
岩
本
の
大
岩
嶽
へ
双

栗
天
神
、
建
藤
神
社
、
湯
原
神
社
、
大
宮
神
社
、
一
宮
神
社
が
降
臨
し
た
時
、
荒
木

一
族

と
田
原
一
族
が
奉
仕
し
た
謂
わ
れ
か
ら
、
こ
の
二
座
は
祭
礼
に
際
し
神
に
何
も

　
　
　
（
5
5
）

奉
献
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
52

　
日
使
は
東
大
寺
手
掻
会
、
春
日
若
宮
祭
礼
、
石
清
水
・
離
宮
八
幡
祭
礼
い
ず
れ
も
、
　
1

細
男
と
と
も
に
登
場
す
る
。
宇
治
田
原
の
場
合
、
細
男
・
田
楽
・
王
舞
・
競
馬
・
獅

子
舞
．
日
使
の
構
成
で
あ
る
。
特
殊
な
役
で
あ
る
日
使
は
細
男
の
成
立
を
考
え
る
上

で
重
要
な
指
標
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

㊨
　
石
清
水
・
離
宮
八
幡
宮
の
細
男

　
石
清
水
八
幡
宮
の
四
月
三
日
の
日
使
頭
祭
は
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
成
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

『
宮
寺
井
極
楽
寺
恒
例
仏
神
事
惣
次
第
』
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
史
料
6

所
．
村
細
果
於
南
楼
前
尽
舞
申
賜
緑
轟
撃
馬
長
藁
霧
麹
旧
下
渡
之
後
、

　
祭
使
参
宝
前
、
次
差
定
明
年
使
、
次
退
出
、

　
社
務
惣
官
已
下
三
綱
所
司
等
宿
院
高
坊
着
座
、
居
供
食
、
所
々
村
井
祭
使
渡
之
後
、
各
退
出
、

　
但
惣
官
無
出
仕
之
時
者
、
所
司
等
着
極
楽
寺
礼
堂
行
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

　
文
永
一
二
年
（
一
二
七
五
）
成
立
の
『
八
幡
宮
寺
年
中
讃
記
』
に
は
四
月
三
日
の

「
御
節
會
事
」
に
「
彼
廻
雪
之
細
男
乙
詑
而
預
緑
」
と
あ
り
、
鎌
倉
期
の
細
男
の
存

在
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
内
殿
灯
油
を
調
進
し
て
い
た
石
清
水
神
人
が
平
安
時
代
後
期
以
降
対

岸
の
山
崎
を
根
拠
に
商
業
活
動
を
始
め
、
以
後
商
圏
を
拡
大
し
室
町
期
を
最
盛
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

九

州
か
ら
東
海
地
方
に
活
躍
し
た
。
彼
ら
は
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
得
た
様
々
な
商
業

上
の

特
権
の
代
償
と
し
て
石
清
水
八
幡
宮
の
重
要
な
神
事
の
一
つ
で
あ
る
日
使
神
事

を

勤
め

た
。
様
々
な
地
域
の
散
在
神
人
も
日
使
頭
役
を
勤
仕
し
た
。
頭
人
は
籔
に
よ



神事芸能の細男について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

っ

て

決
め

ら
れ
る
。
『
八
幡
愚
童
訓
』
乙
本
下
巻
コ
ニ
不
浄
事
」
に
は

　
　
建
治
年
中
（
一
二
七
五
～
七
八
－
福
原
註
ー
）
に
四
月
三
日
の
〔
日
〕
使
い
に

　
　
あ
た
り
し
者
、
山
門
に
身
を
入
れ
て
難
渋
し
け
る
程
に
、
遂
に
ま
け
て
日
使
を

　
　
つ
と
め
た
り
し
か
共
、
神
事
違
例
の
答
の
が
れ
が
た
か
り
し
か
ば
、
程
な
く
一

　
　
家
悉
く
病
死
に
て
其
跡
あ
ら
畠
と
な
り
、
財
宝
は
他
人
の
物
と
な
る
。

と
あ
り
、
日
吉
社
神
人
と
八
幡
神
人
の
対
立
と
い
う
背
景
は
あ
ろ
う
が
、
頭
役
勤
仕

の

恐
ろ

し
さ
を
垣
間
見
せ
る
説
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

　
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
の
『
離
宮
八
幡
宮
御
遷
座
本
紀
』
に
は
日
使
神
事
の
起

源
が

こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
僧
行
教
が
宇
佐
か
ら
八

幡
神
を
奉
じ
て
山
崎
に
来
着
し
、
同
一
八
年
瑞
夢
を
感
じ
て
男
山
に
遷
し
、
遷
座
の

四

月
三
日
右
少
将
藤
原
山
蔭
を
勅
使
と
し
て
差
遣
し
た
。
以
来
、
四
月
三
日
に
は
ま

ず

山
崎
に
差
下
さ
れ
、
官
幣
の
の
ち
男
山
に
参
向
す
る
神
事
が
行
な
わ
れ
た
が
、
治

承
四

年

（
二
八
〇
）
の
兵
乱
以
後
、
神
職
神
官
が
勅
使
少
将
の
代
わ
り
と
な
っ
て

執
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
日
使
神
事
は
こ
の
起
源
説
話
の
儀
礼
化

で
あ
り
、
反
復
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

　
近
世
前
期
の

成
立

『
石
清
水
離
宮
八
幡
宮
御
旧
記
』
に
は
日
使
頭
祭
の
次
第
が
詳

細
に

し
る
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
参
考
に
祭
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　
四

月
頭
人
方
が
一
二
間
の
松
屋
を
設
け
る
。

　
四

月
三
日
、
松
屋
の
上
座
に
日
使
頭
人
が
頭
人
の
装
束
に
太
刀
を
帯
び
笏
を
も
っ

て

着
座
す

る
。
頭
人
の
次
の
座
に
惣
長
者
が
順
次
着
座
す
る
。
献
酌
、
舞
踏
で
松
屋

の

頭
人

と
惣
長
者
が
饗
応
さ
れ
る
。
そ
の
あ
と
、
離
宮
八
幡
宮
の
神
前
に
、
社
務
、

社

司
、
俗
別
当
、
神
主
、
大
政
所
、
惣
長
者
、
執
行
、
案
主
、
闘
番
、
六
位
下
、
公

事

足
、
ま
さ
り
な
ど
四
八
座
の
諸
役
人
が
進
み
出
る
。
二
一
人
の
神
楽
座
の
勾
當
符

生
が

拝
殿
に
着
座
す

る
。
つ
い
で
、
諸
役
人
が
百
味
の
御
供
を
運
び
渡
し
な
が
ら
供

え
る
。
一
人
の
惣
長
者
が
神
前
に
進
ん
で
先
声
し
、
大
政
所
が
拍
子
を
合
わ
せ
て
神

歌
を

う
た
う
。
蔵
人
司
が
大
幣
を
と
り
、
次
第
司
に
渡
す
。
日
使
頭
人
が
そ
れ
を
う

け
、
拍
手
を
う
っ
て
奉
幣
す
る
。
拝
殿
の
神
楽
座
が
神
楽
と
舞
楽
を
奏
す
る
。
田
楽

座
が

さ
さ
ら
や
刀
玉
を
演
じ
、
乱
曲
の
拍
子
を
と
っ
て
歌
い
舞
う
。
こ
こ
で
「
又
職

掌
人
者
笛
を
吹
鼓
を
す
り
秘
曲
の
躰
お
か
し
け
れ
と
も
恭
も
鹿
嶋
大
明
神
の
御
振
廻

と
申
伝
細
男
と
い
ふ
有
両
人
形
、
是
者
武
内
高
良
之
化
身
と
し
、
此
二
神
手
打
給
へ

　
　
（
植
）

ハ

田
殖
早
成
之
表
示
五
穀
成
就
の
宝
基
也
、
」
と
あ
り
、
両
人
形
を
打
ち
合
わ
せ
る
芸

能
が

あ
る
。
そ
の
あ
と
行
列
を
と
と
の
え
て
五
位
川
の
祓
殿
へ
向
か
う
。
交
野
の
農

民
が
先
棒

と
な
り
、
鳥
羽
や
木
津
な
ど
の
馬
長
役
、
神
子
、
舞
人
、
次
第
司
、
蔵
人

司
が
先
行
す
る
。
祓
殿
で
は
大
神
宮
を
拝
し
天
地
長
久
を
祈
る
。
神
事
奉
行
が
役
人

の

交
名
を
読
み
上
げ
行
列
を
と
と
の
え
る
。
行
列
は
大
路
を
渡
り
松
屋
の
前
へ
進
む
。

松
屋
の
前
で
は
日
使
頭
人
の
内
室
が
行
列
の
銘
々
に
酒
を
酌
み
、
禄
を
配
る
。
行
列

は
大
川

に
進

み
、
花
舟
四
八
艘
に
乗
り
舞
と
楽
の
う
ち
に
橋
本
へ
渡
る
。
諸
役
人
は

花
舟
を
お
り
、
行
儀
を
と
と
の
え
て
騎
馬
で
男
山
の
下
宿
院
へ
入
る
。
日
使
頭
人
と

供
奉
の
諸
役
人
は
馬
上
で
科
手
門
を
入
っ
て
庭
へ
通
る
。
そ
こ
に
は
、
諸
国
の
人
々

が

左
右
両
側
の
桟
敷
か
ら
見
物
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
長
者
三
人
高
坊
に
進
ミ
田
殖

の

神
秘
、
此
時
細
男
拍
子
を
合
せ
田
楽
色
々
の
秘
曲
在
り
、
し
と
再
び
両
人
形
の
神
手

打
合
わ
せ
が
あ
る
。

　
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
の
『
八
幡
宮
御
遷
座
記
井
日
使
神
事
作
法
』
に
も
細
男

人
形
の

神
手
打
が
記
さ
れ
て
い
る
。

153



国立歴史民俗博物館研究報告　第50集　（1993）

　

史
料
7

　
交
野
土
民
為
御
先
役
、
号
須
弥
寺
捧
白
杖
、
自
鳥
羽
木
津
等
村
年
頭
馬
長
役
御
子
舞
人
次
第

　
司

蔵
人
司
先
行
色
掌
人
吹
笛
打
鼓
、
是
者
恭
鹿
嶋
明
神
御
振
舞
也
、
細
男
云
有
両
人
形
式
内

　
明
神
高
良
明
神
也
、
此
両
神
手
打
給
者
田
植
早
成
表
事
也
、
神
事
勤
使
者
往
古
之
勅
使
代
也
、

　
於
五
位
川

拝
大
神
宮
井
北
闘
長
者
宿
院
、
於
高
坊
田
植
成
業
、
検
非
違
使
火
長
督
馬
等
堅
門
、

　
日
使
勤
者
長
者
御
山
迄
騎
馬
、
御
殿
外
廊
三
返
打
廻
、

　

ま
た
喜
多
村
信
節
の
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

　

史
料
8

　
0
山
崎
離
宮
八
幡
の
拝
殿
の
内
左
右
に
長
さ
五
尺
鹸
の
板
に
て
作
り
た
る
人
形
冠
看
て
首
ば

　
か

り
ま
ろ
木
に
て
彫
た
る
が
胴
も
手
も
板
に
て
白
く
ぬ
り
膝
の
程
よ
り
下
は
黒
く
ぬ
り
た
り

　
手
の
長
さ
四
尺
ば
か
り
に
し
て
ニ
ツ
あ
り
背
に
綱
を
つ
け
て
こ
れ
を
引
ば
手
を
あ
げ
さ
げ
す

　
る
や
う
に
し
た
り
其
禮
今
童
の
手
遊
に
板
に
て
作
れ
る
熊
と
金
太
郎
の
相
撲
取
か
た
あ
り
そ

　
れ
に
似
た

る
物
な
り
こ
れ
細
男
と
て
祭
儀
に
用
る
も
の
と
い
へ
り

　
信

節
は
『
篶
庭
雑
考
』
に
図
7
の
よ
う
な
写
生
図
を
掲
げ
、
こ
の
塊
偶
を
神
社
衰

微
の
頃
舞
人
の
姿
を
木
彫
り
に
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
二
体
の
細
男
人
形
は
武
内
・
高
良
両
神
の
化
身
で
あ
り
、
こ
れ
を
打
ち
合
わ
せ
る

こ
と
は
「
鹿
嶋
大
明
神
の
御
振
廻
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
稲
霊
が
慰
め
ら
れ

た
。
細
男
は
春
祭
で
豊
穣
を
招
来
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
武
内
・
高

良
神
は
『
宮
寺
縁
事
抄
』
巻
二
で
は
八
幡
と
も
密
接
に
繋
が
り
、
あ
る
い
は
武
内

宿
禰
が
八
幡
神
の
後
見
殿
と
し
て
本
宮
内
殿
に
祀
ら
れ
た
よ
う
に
八
幡
に
お
け
る
特

別
な

神
で
あ
っ
た
。
『
宮
寺
縁
事
抄
』
第
一
末
に
は
、

　
史
料
9

　
三
郎
殿
不
動

　
八
子
眺
沙

門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幡
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
八
筒

　
武
内
阿
弥
陀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

離

男

　
　
宇

佐
ニ
ハ
善
神
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
よ

　
　
同
宇
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
立
也
、
但
以
左
号
武
内
、
孝
元
聖
主
四
世
之
孫
武
雄
心
命
第
一
之
子
也
、
自
景
行
天
皇

　
　
　
之
御
宇
黎

と
記
さ
れ
る
。
宇
佐
八
幡
の
中
楼
左
右
脇
の
善
神
王
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、

後
述
す

る
九
州
柞
原
の
善
神
王
が
塊
偲
で
放
生
会
に
浜
殿
に
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
も
、
武
内
の
偲
撮
神
と
し
て
の
性
格
が
窺
わ
れ
る
。
三
郎
殿
や
百
太
夫
と
偲
偏
と

の

関
係
は
す
で
に
歴
史
の
な
か
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
が
、
『
宮
寺
井
極
楽
寺
恒
例

仏
神
事
惣
次
第
』
や
『
八
幡
宮
寺
年
中
讃
記
』
に
記
さ
れ
た
鎌
倉
期
の
細
男
は
偲
偲

戯

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
日
使
頭
祭
の
細
男
は
日
使
・
田
楽
・
馬
長
な

ど
の
芸
能
構
成
の
一
つ
で
あ
る
が
、
芸
態
は
一
貫
し
て
傭
偏
戯
で
あ
る
。
春
日
若
宮

祭
礼
・
東
大
寺
八
幡
・
宇
治
田
原
な
ど
が
人
間
芸
細
男
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ

が

偲
偏
芸

で
あ
る
背
景
に
は
特
殊
な
歴
史
が
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

㈹
　
多
武
峰
の
細
男

　
桜
井
市
の

南
、
御
破
裂
山
南
腹
の
談
山
神
社
は
、
多
武
峰
寺
の
中
核
で
あ
る
妙
楽

寺
と
精
霊
院
と
が
対
立
を
防
ぐ
た
め
、
延
長
四
年
（
九
二
六
）
惣
社
が
建
て
ら
れ
談

山
権
現
の
勅
を
賜
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
現

在
一
〇
月
第
二
日
曜
の
嘉
吉
祭
に
細
男
人
形
図
8
が
供
え
ら
れ
る
。
船
橋
文
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

は
嘉

吉
祭
の
創
始
を
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
永
享
一
〇
年
（
一
四
三
八
）
八
月
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図8　細男像（多武峯談川神社蔵）

南

朝
の
遺
臣
ら
が
四
條
三
位
資
行
卿
を
擁
し
、
多
武
峰
に
よ
り
義
兵
を
起
こ
し
た
の

で
、
畠
山
持
国
が
こ
れ
を
討
つ
た
め
、
大
軍
を
率
い
て
攻
め
た
。
社
殿
が
兵
火
に
あ

い
、
御
神
霊
を
一
時
飛
鳥
の
橘
寺
に
移
し
た
。
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
八
月
に
遷

座

し
、
九
月
に
祭
を
行
っ
た
の
が
始
め
で
あ
る
。

　

『
談

山
神
社
古
文
書
』
「
多
武
峰
年
中
行
事
」
に
九
月
一
一
日
の
祭
礼
と
し
て
「
御

祭
礼
、
四
ケ
法
用
、
講
演
、
神
供
、
伝
供
、
伶
人
舞
楽
、
神
馬
十
疋
、
細
男
、
相
摸
、

猿

楽
等
様
々
、
神
拝
ア
リ
、
検
校
三
綱
出
仕
等
、
在
之
皆
出
」
と
あ
る
。
舞
楽
・
神

馬
十
列
・
相
撲
・
猿
楽
と
と
も
に
登
場
す
る
細
男
は
僅
儀
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
根

拠

と
し
て
は
、
嘉
吉
祭
に
現
在
で
も
細
男
人
形
と
い
う
よ
り
も
、
神
像
の
よ
う
な
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

男
像
を
一
番
最
初
に
供
え
る
か
ら
で
あ
る
。
吉
川
雅
章
が
紹
介
し
た
宝
暦
一
三
年

（
一
七
六

三
）
九
月
の
『
三
番
行
事
記
』
に
は
、
年
間
行
事
を
担
当
す
る
子
院
三
番

に

よ
る
準
備
や
式
次
第
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
付
録
に
「
祭
祀
傳
供
」
の
項

が

あ
り
、
博
供
の
前
に
奉
幣
と
無
垢
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
年
間
に
は
、
細
男

は

無
垢
人

と
い
う
名
に
変
わ
り
、
現
在
の
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。
「
祭
祀
傳
供
」

の

項
に

は

神
前
配
置

図
が
図
示
さ
れ
「
第
二
無
垢
人
相
向
安
鎮
東
西
高
麗
狗
前
」
と

記

さ
れ
て
い
る
。
無
垢
人
は
当
時
二
つ
あ
り
、
東
西
の
狛
犬
の
前
に
置
か
れ
て
相
向

か

い
、
そ
れ
は
安
鎮
の
た
め
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
岩
井
宏
實
・
日
和
祐
樹

も
、
無
垢
人
に
つ
い
て
「
高
さ
四
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
浄
衣
姿
の
人
形
で
、
細
男
と

も
呼
ば
れ
先
達
の
意
味
を
も
つ
。
も
と
は
右
方
・
左
方
の
二
組
用
い
た
と
い
わ
れ
て

（
6
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

い

る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
右
方
・
左
方
に
関
し
て
は
、
　
『
紅
葉
拾
遺
』
に

　
史
料
1
0

又
ま
正
祭
祀
之
例
左
方
§
蕃
神
主
右
方
神
名
備
森
級
鵠
㌶
毎
神
主
並

　
封
承
事
、

と
あ
り
、
『
三
番
行
事
記
』
に
も
左
方
・
右
方
の
神
達
や
白
丁
が
記
さ
れ
る
。

　
多
武
峰
の
細
男
は
、
石
清
水
・
離
宮
八
幡
宮
の
日
使
頭
人
祭
よ
り
伝
播
し
た
も
の

で

あ
ろ
う
。
先
述
し
た
「
石
清
水
離
宮
八
幡
宮
御
旧
記
」
に
離
宮
八
幡
宮
の
神
前
に

諸
役
人
が

百
味
の
御
供
を
運
び
渡
し
な
が
ら
供
え
、
諸
芸
能
の
の
ち
細
男
の
両
人
形

の

打
ち

合
わ
せ
が

あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
百
味
の
御
供
と
二
体
の
細
男
人
形
及

び

現

在
の
細
男
人
形
図
と
『
笥
庭
雑
考
』
所
載
の
細
男
の
類
似
よ
り
、
多
武
峰
の
細

男
は
日
使
祭
の
細
男
よ
り
の
伝
播
と
考
え
ら
れ
る

二
　
九
州
の
細
男

⇔
　
宇
佐
八
幡
宮
の
細
男

平
安
期
・
鎌
倉
前
期
の
宇
佐
八
幡
放
生
会
に
つ
い
て
は
殆
ど
わ
か
ら
な
い
。
『
永

155



国立歴史民俗博物館研究報告　第50集　（1993）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

光
文
書
』
「
宇
佐
宮
年
中
行
事
案
」
は
大
治
三
年
（
一
一
二
七
）
以
降
平
安
末
期
の
年

中
行
事
を
記
す
が
放
生
会
は
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
放
生
会
の
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

が

わ
か

る
の
は
、
『
宇
佐
宮
寺
年
中
行
事
』
（
宮
寺
年
中
行
事
と
略
す
）
で
あ
り
、
同

書
一
〇
月
二
二
日
の
「
弥
勒
会
八
講
」
に
宇
佐
八
幡
領
内
の
地
頭
が
元
冠
の
防
備
に

こ

と
よ
せ
て
神
事
所
役
を
対
桿
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
、
文
永
・
弘
安
の
役
（
一
二

六
八
～
一
二
八
一
）
よ
り
隔
た
ら
ず
、
二
二
世
紀
末
期
よ
り
一
四
世
紀
初
期
の
成
立

と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
託
宣
集
と
ほ
ぼ
同
じ
成
立
時
期
で
あ
ろ
う
。

　
先
ず
宮
寺
年
中
行
事
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

史
料
1
1

八

月
百
放
生
会
和
間
浜
屋
形
本
立
霧
雛
生
自
含
至
＋
吾
也

細

男
叢
掴
離
挨

七

日
同
屋
形
賦

十
一
日
宮
試
楽
　
相
撲
十
番
称
内
取

十
三
日
同
和
問
屋
形
見

十
四

日
神
輿
臨
幸
干
和
間
頓
宮
、
荘
厳
宮
寺
役
　
祠
官
　
庁
内
　
検
非
違
使
已
下
供
奉
神
官

麟
請
僧
百
二
吉
籠
所
司
㌶
甲
供
僧
成
業
長
講
劉
甲
雀
懸
裟
白
裳

　
菩
薩
師
子
寺
役
楽
人
伶
人
等
列
参
鳥
居
之
前

子
剋
法
華
繊
法
　
請
僧
二
十
口

同
剋
伝
戒
乞
戒

丑
剋
神
楽
　
神
官
　
伶
人

十
五
日
寅
一
点
　
相
撲
十
番
　
神
官
頓
宮
南
庭
座

卯
剋
自
頓
宮
行
幸
干
浮
殿

　

（中
略
）

　
辰
剋
竜
頭
鶴
首
之
船
浮
海
上
　
奏
音
楽

同
覆
撃
之
船
同
浮
裏
異
国
征
伐
之
古
様
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
巳
冠
還
幸
干
頓
宮

　
午
剋
集
会
乱
声
　
神
官
請
僧
等
着
握
屋

　
　

（中
略
）

　
申
杜
御
験
奉
向
西
　
西
舞
台
奏
舞
楽

　
酉
剋
Ψ
田
遍
幸
干
本
宮
、
　
（
後
略
）

　
細
男
は
一
日
よ
り
一
五
日
ま
で
「
表
異
国
降
伏
」
し
て
舞
わ
れ
た
こ
と
、
一
五
日

の

偲
偏
子
以
外
は
人

間
の
芸
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
宇
佐
弥
勒
寺
僧
神
咋
に
よ
っ
て
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
よ
り
正
和
二
年
（
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

二
二
）
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
一
六
巻
（
託
宣
集
と
略

す
）
に
も
当
時
の
放
生
会
が
反
映
し
て
い
る
。

　
史
料
1
2

　
八
月
十
四
日
大
菩
薩
遷
行
和
間
浜
。
入
御
頓
宮
。
当
会
為
躰
。
奇
麗
甚
妙
也
。
移
九
品
浄
刹

之
荘
厳
。
有
廿
五
菩
薩
之
舞
楽
。
同
夜
有
六
根
繊
悔
之
行
法
。
有
伝
戒
乞
戒
之
儀
式
。
同
十

　
五
日
潮
半
満
之
時
。
大
菩
薩
出
御
干
浮
殿
。
法
蓮
和
尚
等
導
師
已
下
勤
行
。
唱
放
生
陀
羅
尼
。

　
令
諦
大
乗
経
文
。
此
間
買
放
鱗
貝
生
命
。
施
与
甚
深
法
命
。
又
表
嚢
日
之
様
。
調
今
時
之
式
。

　
久
々
津
侮
出
於
幕
中
。
左
旋
右
旋
。
浮
海
上
音
々
伎
楽
奏
干
船
頭
。
竜
頭
錦
首
飛
浪
間
。
又

騎
兵
惣
二
百
四
十
人
。
宮
国
各
一
百
二
十
人
。
凶
霊
余
執
猶
在
。
為
令
防
此
悪
事
也
。
又
虚

空
蔵
等
四

箇
寺
。
各
揺
三
人
。
船
一
艘
。
駒
犬
二
頭
令
調
進
。
各
々
造
進
当
寺
仮
堂
。
面
々

安
置
本
仏
影
像
鱗

貝
直
米
等
郷
々
所
立
用
也
。
此
御
船
会
詑
令
還
御
頓
宮
。

　
　
（
中
略
）

自
仏
法
者
蕩
悪
人
。
自
海
水
者
浮
竜
頭
。
自
地
上
者
走
駒
犬
。
自
虚
空
者
飛
鵠
首
　
。
隼
人

等
大
驚
甚
捏
。
彼
両
国
之
内
構
七
所
之
城
。
髪
振
仏
法
僧
宝
之
威
。
各
施
大
力
。
出
二
十
八
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部
之
衆
令
舞
細晶
筆
之
刻
。
隼
人
等
依
興
宴
忘
敵
心
。
自
城
中
令
見
出
之
時
。
先
五
所

城
駿
浪
擬
領
神
野
之
馨
伐
殺
之
。
今
二
所
城
鵠
袈
曙
之
凶
徒
忽
魏
之
間
。

　
託

宣
。
須
限
三
年
豆
守
殺
衆
賊
左
牟
。
神
我
礼
相
助
此
間
ヨ
。
荒
振
留
奴
等
乎
令
伐
殺
女
牟

　
者
。
爾
時
将
軍
等
令
請
神
道
之
教
命
。
伐
殺
蜂
起
之
隼
人
畢
。

　
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
八
幡
神
が
大
隅
・
日
向
両
国
の
隼
人
を
討
つ
べ
く
託
宣

し
、
大
神
諸
男
に
豊
前
国
下
毛
郡
野
仲
郷
三
角
池
に
生
え
た
真
薦
草
で
神
験
を
つ
く

れ
、
と
霊
告
が
あ
っ
た
。
諸
男
は
池
の
薦
を
刈
り
取
っ
て
神
輿
に
乗
せ
た
。
隼
人
征

伐
の
際
、
海
に
は
龍
頭
が
浮
か
び
、
地
に
は
駒
犬
が
走
り
、
空
よ
り
錦
首
が
飛
ぶ
と

い

う
霊
異
が
出
現
し
、
隼
人
を
恐
れ
さ
せ
大
神
諸
男
を
助
け
た
。
二
十
八
部
衆
が
細

男
（
塊
偲
子
舞
）
を
舞
わ
せ
る
と
、
隼
人
は
興
宴
に
よ
り
敵
心
を
忘
れ
、
城
よ
り
出

て

き
た
と
こ
ろ
を
討
殺
し
た
と
あ
る
。
託
宣
記
に
は
そ
の
出
典
が
「
御
放
生
会
文
」

に
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
鎌
倉
後
期
の
儀
礼
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
神
件
自
体
が

塊
偏
舞
以

下
を
「
表
襲
日
之
様
。
調
今
時
之
式
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
れ

る
が
、
今
時
の
式
（
当
時
の
放
生
会
）
で
は
久
々
津
侮
で
、
中
世
に
お
け
る
養
老
四

年
の
神
話
叙
述
で
は
「
細
男
紘
偏
子
」
な
の
で
あ
る
。

　
放
生
会
は
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
よ
り
応
永
二
七
年
（
一
四
二
〇
）
の
中
止
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

足
利
将
軍
に

よ
る
室
町
初
期
に
復
活
さ
れ
た
。
山
路
興
造
に
よ
る
と
、
こ
の
復
興
に

際
し
宇
佐
八
幡
宮
に
舞
楽
や
奏
楽
を
担
う
伶
人
や
、
神
楽
を
舞
う
神
官
な
ど
は
か
ろ

う
じ
て
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
偲
偏
を
は
じ
め
細
男
、
獅
子
以
下
の
諸
芸
能
を

演

じ
る
専
業
の
芸
能
集
団
は
す
で
に
存
在
せ
ず
、
放
生
会
の
芸
能
が
八
幡
領
内
の
郷

民

に
所
役
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
、
と
い
う
。
こ
の
時
期
に
該
当
す
る
放
生
会
史

料

と
し
て
、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
大
宮
司
公
弘
編
纂
、
寛
永
八
年
大
宮
司
公
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

書
写

『
宇
佐
宮
齋
會
式
』
（
会
式
と
略
す
）
、
『
北
和
介
文
書
』
年
未
詳
『
八
幡
宇
佐

　
　
　
　
（
7
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

宮
放
生
会
縁
起
』
（
放
生
会
縁
起
と
略
す
）
、
『
宇
佐
宮
現
記
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
会
式
に

よ
っ
て
復
興
期
に
お
け
る
放
生
会
を
み
て
み
よ
う
。

　
六
月
末
日
御
祓
会
で
は
、
行
列
を
仕
立
て
て
頓
宮
と
な
る
和
間
浜
に
臨
幸
が
あ
り
、

頓
宮
で
伶
人
が
萬
歳
楽
・
地
久
・
陵
王
・
納
會
利
を
舞
っ
た
後
、
細
男
が
あ
っ
た
。

細

男
を
勤
め
た
小
舎
所
行
事
は
、
「
本
司
酒
肴
　
米
六
斗
者
、
自
館
内
下
行
之
、
土

器
作
手
食
　
五
斗
、
同
自
館
内
下
行
之
、
」
と
あ
る
。

　
八
月
一
日
に
和
間
浜
に
屋
形
を
建
て
、
こ
の
日
よ
り
細
男
試
楽
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
記
さ
れ
る
。

　
史
料
1
3

　
一
細
男
試
樂
事

一
日
封
戸
鮮
分

四

日
高
家
辣
分

七

日
大
家
辮
分

雨
辮
分

縮い
、

　
　
　
ゑ
ロ
カ

分
獺
苦

二

日
霧
分
輌
野

五
日
來
縄
辮
分

八

日
上
毛
辮
分

　
　
三
日
辛
島
辮
分

六

日
野
仲
辮
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

日
魏
分
籟

吉
魏
分
榊
坐
＋
百
両
辮
分
韻
＋
二
日

　
　
　
　
　
　
　
＋
三

日
霧
分
纏
＋
四
日
魏

十
五
日
安
岐
、
武
藏
雨
辮
分

　
　
夜
別
勤
役

　
酒

三
斗

三
升

　
此
内
三
升
上
分
料
、
御
杖
人
請
、

　
焼
米
三
斗
三
升
、
此
内
三
升
同
前
、

職
掌
、
紳
人
等
各
着
⊃
座
干
大
試
堂
南
庭
一
御
杖
人
者
東
座
西
向
、
小
舎
所
、
本
司
等
者
　
　
5
7

西
座
東

向
細
男
之
鼓
打
笛
吹
者
北
座
南
向
先
禦
人
備
・
上
分
於
棚
上
濠
鋸
則
－
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申
・
覗
、
鵠
聾
液
次
細
男
向
手
巽
舞
之
、
次
退
出
、
通
彌
勒
寺
之
後
於
・
百
太
夫
堅

　　醒慈
百
・
百
季
手
士
亘
厘
剛
、
＋
三
日
之
夜
者
、
稻
・
涙
舞
・
子
七
ケ
所
一

大

鷺
§
下
宣
大
肇
女
璽
§
百
太
曇
此
内
爾
所
始
野
煮

　
　
酒
杯
、
緑
在
之
、
又
細
鶏
人
所
垂
手
顔
乏
布
二
切
願
者
自
一
禽
籔
下
之
、
次

　
　
十
四
日
、
號
二
村
渡
一
小
舎
所
行
事
之
、
本
司
爲
前
於
二
七
ヶ
所
一
舞
之
、
御
行
以
前
、
下
⊃

　
　
居
細
涼
堂
之
前
一
稻
二
御
向
樂
一
吹
レ
笛
打
〃
鼓
、
紳
輿
御
通
之
後
者
、
乗
馬
烈
二
干
胡
篠
負
之

　
　
前
一
次
着
二
干
頓
宮
一
之
、
御
鎭
覗
之
後
、
於
二
所
々
一
舞
之
、

　
経
費
は
封
戸
一
〇
郷
の
弁
分
と
角
田
以
下
の
本
御
庄
の
弁
分
に
賦
課
さ
れ
、
夜
別

に
酒

と
焼
き
米
が
貢
納
さ
れ
た
。
大
弐
堂
の
南
庭
で
舞
い
、
御
杖
人
は
東
座
西
向
、

小
舎
所
本
司
等
は
西
座
東
向
、
細
男
の
鼓
打
ち
と
笛
吹
き
は
北
座
南
向
で
座
り
、
巽

の

池
に

設
け
た
棚
の
上
に
酒
と
焼
き
米
を
供
え
て
、
巽
に
向
か
っ
て
細
男
を
舞
っ
た
。

巽
、
す
な
わ
ち
上
宮
に
た
い
す
る
舞
で
あ
る
。
一
日
よ
り
一
二
日
ま
で
は
毎
夜
百
太

夫
殿
で
舞
う
。
　
一
三
日
夜
は
一
渡
り
、
　
一
四
日
夜
は
村
渡
り
と
い
っ
て
大
宮
・
若

宮
・
大
弐
堂
・
女
禰
宜
・
宮
司
・
百
太
夫
殿
で
舞
い
、
宮
司
と
女
禰
宜
は
酒
杯
を
授

け

る
。
細
男
の
鼓
打
ち
は
二
人
と
も
八
尺
の
白
布
を
顔
に
垂
れ
て
舞
う
。
一
四
日
の

和

間
浜
へ
の
行
幸
に
細
男
は
乗
馬
で
加
わ
る
。

　
一
一
日
に
は
内
取
の
相
撲
、
　
一
三
日
に
屋
形
見
、
蜷
饗
が
あ
る
。
放
生
会
縁
起
に

は
一
四
日
と
一
五
日
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

史
料
1
4

不
四
日
行
幸
顯
露
議
聴
欝
莞
戴
燵
饗
禦
鞠
骸

　
（
マ
・
）

　
祝
太
夫
開
脇
殿
奉
厳
神
輿
頭
書
生
人
夫
ヲ
役
所
二
方
々
二
渡
之
、
大
宮
司
以
下
宝
前
着
座
、
下
臨
ハ
西

　
大
門
ノ
前
二
列
、
清
潮
伶
人
奏
乱
声
、
少
宮
司
神
主
等
開
御
殿
一
大
宮
司
桐
官
等
参
内
院
、
奉
出
御
験
、

　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
奉
乗
神
輿
、
祝
太
夫
奏
祝
而
召
立
、

　
　
（
中
略
）

言
殿
行
幸
己
晶
讐
欝
惣
検
校
参
浮
殿
奉
畿

　　　
奉
移
御
験
浮

翻
欝
鍵
袈
整
ぢ
嬬
唾
罐
整
蛙
W
雪

喜
宮
禦
騨
馨
麟
漆
脇
息
、

　
一
四
日
に
は
御
験
を
乗
せ
た
神
輿
が
和
間
浜
頓
宮
へ
臨
幸
し
、
翌
一
五
日
に
は
御

験
を

寄
藻

川
の
浮
殿
に
移
座
し
、
若
宮
の
御
幸
が
あ
る
。
放
生
会
は
龍
頭
鶴
首
・
塊

撮
子
船
・
放
生
供
養
と
続
き
、
応
永
二
〇
年
（
一
四
一
三
）
「
和
間
濱
放
生
會
法
用

　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

場
荘
嚴
井
假
屋
注

文
」
図
1
は
そ
の
興
奮
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
会
式
に
よ
る
と
、
細

男
は
一
四
日
の
迎
講
で
頓
宮
東
庭
宮
司
、
国
司
屋
頓
宮
西
庭
黒
手
女
禰
宜
で
舞
い
、

翌
一
五
日
の
俺
撮
舞
は
御
前
と
女
禰
宜
屋
形
の
後
ろ
で
舞
う
。
の
ち
神
は
頓
宮
に
還

幸
し
、
舞
楽
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
細
男
が
如
何
な
る
組
織
に
所
属
し
た
の
か
追
っ
て
み
た
い
。
復
活
し
た

年
の
記
録
『
宇
佐
宮
現
記
』
応
永
二
七
年
（
一
四
二
〇
）
八
月
条
和
間
浜
へ
の
陣
列

次

第
に
「
次
小
舎
所
、
行
事
井
細
男
衆
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
会
式
の
記
述
と
同
様
で

あ
り
、
細
男
衆
は
小
舎
所
に
属
し
た
。
小
舎
所
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
室

町
後
期
よ
り
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
は
細
男
は
健
児
所
に
属
し
て
い
た
。
文
明
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）
　
　
　
（
マ
マ
）

（
一
四

八

六
）
一
〇
月
一
九
日
付
『
宇
佐
宮
惣
神
人
連
署
申
状
』
に
「
見
男
所
十
二

人

　
兼
吉

（
以
下
人
名
略
）
」
、
天
文
二
二
年
（
一
四
五
五
）
一
〇
月
一
〇
日
付
『
放

　
　
　
　
（
7
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
）

生
会

日
記
控
』
に
「
朔
日
細
男
打
布
一
端
、
健
見
所
下
二
行
之
ご
、
寛
永
四
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

六
二
七
）
頃
『
宇
佐
宮
二
御
殿
立
柱
次
第
記
』
に
「
次
二
登
場
二
而
細
男
試
楽
三
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

健
児
所
勤
」
、
『
宇
佐
神
宮
旧
神
官
職
名
私
考
』
に
「
健
児
所
本
司
　
細
男
の
舞
楽
を

奏
す

る
頭
な
り
　
健
児
所
五
家
　
同
権
一
」
と
あ
り
、
健
児
所
は
本
司
一
人
、
権
一

158



神事芸能の細男について

に
率
い
ら
れ
た
計
七
家
の
芸
能
者
集
団
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

　
近
世
の

『
宇
佐
宮
行
幸
絵
巻
』
に
「
健
児
所
細
男
太
鼓
」
と
記
さ
れ
た
下
に
、
烏

帽
子
を

被
り
裾
を
は
し
ょ
っ
た
白
衣
の
神
人
が
二
人
描
か
れ
、
胸
高
も
あ
る
大
太
鼓

　
　
　
　
（
9
7
）

を

担
い

で
い

る
。
そ
の
後
ろ
に
は
五
人
の
烏
帽
子
白
衣
の
神
人
が
お
り
、
中
の
二
人

に

は

「
右
の
鼓
」
と
記
さ
れ
掲
鼓
を
首
か
ら
掛
け
て
い
る
。
七
人
か
ら
な
る
細
男
一

座
で
、
太
鼓
・
掲
鼓
（
舞
人
）
・
楽
人
の
構
成
に
よ
る
人
間
の
細
男
芸
で
あ
る
。
『
宇

　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

佐
宮
神
官
交
名
書
上
帳
』
に
よ
れ
ぽ
本
司
の
垂
水
氏
は
宇
佐
市
畑
田
、
健
児
所
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

家
の

伊

藤

氏
で
、
『
光
忠
記
』
に
よ
れ
ば
宇
佐
市
岩
崎
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い

る
。
以
上
よ
り
、
人
間
芸
細
男
は
、
健
児
所
に
属
す
る
神
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

（
補
註
）

か

る
。
『
豊
前
志
』
所
載
の
「
て
い
く
」
と
「
け
ん
ぽ
い
」
の
細
男
歌
謡
は
彼
ら

に

よ
る
歌
謡
、
す
な
わ
ち
人
間
芸
細
男
の
歌
謡
で
あ
る
。

　
次
に
偲
錨
戯
を

検
討
す

る
。
一
五
日
の
浮
殿
行
幸
の
の
ち
偲
偏
戯
が
行
わ
れ
た
。

各
史
料
に

よ
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
会
式
‖
僅
偏
子
船
二
艘
杜
耗
｛
鋼
漕
二
参
浮
殿
御
前
一
舞
之
、
其
後
於
二
女
禰
宜

　
　
屋
形
之
後
一
舞
之

　
　
会
式
所
引
「
宇
佐
宮
放
生
会
事
」
1
1
自
二
頓
宮
一
行
二
幸
干
浮
殿
一
之
時
者
、
於
二
両

　
　
国
所
出
現
乏
龍
鶏
首
響
獅
子
響
甲
法
、
小
駒
犬
、
難
㌢
篇
子

　
　
肥
舵
者
ぺ
皆
表
二
上
古
之
形
体
一
自
レ
舟
参
二
干
神
前
一
顕
二
種
々
之
曲
↓

　
　
放
生
会
縁
起

1
1
俺
偲
子
船
二
船
一
搬
〔
百
耗
酬
鉢
齢
微
浮
殿
御
前
漕
参
奏
舞
楽

　
　
宇
佐
宮
現
記
1
1
古
表
船
二
艘
、
一
艘
ハ
下
毛
郡
千
間
名
所
役
也
、
一
艘
ハ
上
毛

　
　
郡
吉
富
郷
所
役

也
、
於
海
上
天
俺
偏
舞
之
、
駒
形
二
頭
山
本
役
、
獅
子
ハ
法
鏡

　
　
寺
役
也
、
此
二
艘
ハ
江
嶋
・
住
江
之
船
也
、

　
偲
儘
は

宇
佐
神
領
で
あ
っ
た
上
毛
郡
と
下
毛
郡
の
郷
民
に
所
役
と
し
て
当
て
ら
れ

て

い

た
。
偲
錨
と
同
じ
く
駒
形
と
獅
子
も
海
上
で
舞
わ
れ
て
お
り
、
放
生
会
の
儀
礼

は
託
宣
記

に
記
す
隼
人
征
伐
の

中
世
的
解
釈
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
山
路
興
造
は
会
式
所
引
の
「
宇
佐
宮
放
生
会
事
」
中
に
「
各
施
二
大
刀
一
出
二
二
十

八
部
之
衆
一
令
レ
舞
醜
温
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
室
町
時
代
に
は
傭
偏
は
隼
人
征

伐
の
奇
瑞
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
と
論
じ
、
海
上
の
偲
偲
戯

は
人
形
に

よ
る
勝
ち
抜
き
相
撲
の
芸
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
述
す
る
元
和
の
古
表
・
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

要
の
系
譜
に
連
な
っ
た
と
し
た
。

　

こ
の
「
宇
佐
宮
放
生
会
事
」
は
託
宣
集
の
先
述
巻
五
と
同
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、

託
宣
集
に
は

「
出
二
十
八
之
衆
令
舞
細
男
珊
溜
」
と
あ
る
が
、
会
式
で
は
細
男
の
記

述
は

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
中
世
に
お
け
る
細
男
は
異
国
降
伏
を
表
す
人
間
芸
の
み

で
、
船
上
の
俺
撮
戯
は
細
男
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

私
見
を

も
つ
が
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
元
和
三
年

（
一
六
一
七
）
当
時
の
豊
前
小
倉
城
主
細
川
忠
興
に
よ
っ
て
放
生
会
は

再
興

さ
れ
る
。
現
在
ま
で
も
福
岡
県
築
上
郡
吉
富
町
小
犬
丸
の
八
幡
古
表
神
社
と
大

分
県
中
津
市
伊
藤
田
の
古
要
神
社
に
か
つ
て
宇
佐
八
幡
宮
の
放
生
会
に
参
勤
し
た

「
偲

偏
の
舞
」
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
汗
牛
充
棟
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ

て

い

る
。
山
路
に
よ
れ
ば
、
こ
の
再
興
で
は
舞
楽
の
伶
人
は
も
と
よ
り
広
い
所
領
も

存
在
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
来
人
間
が
演
じ
る
べ
き
諸
芸
能
の
復
興
が
で

き
ず
、
そ
の
頃
ま
で
偲
錨
戯
の
伝
承
が
生
き
て
い
た
古
表
、
古
要
社
と
相
談
し
て
か

つ
て

は
人
間
の
演
じ
て
い
た
諸
芸
能
（
細
男
を
含
め
て
）
を
偲
偏
戯
と
し
て
人
形
に

　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

演

じ
さ
せ
た
と
い
う
。
豊
前
城
主
細
川
家
に
よ
る
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
一
〇
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月
一
〇
日
の
宇
佐
宮
造
営
の
立
柱
上
棟
に
お
け
る
細
男
は
細
川
家
の
造
営
奉
行
、
菅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

村
和
泉
守
内
菅
村
藤
兵
衛
久
次
と
長
岡
武
蔵
守
菅
村
市
右
衛
門
の
所
役
で
あ
り
、
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

講
の

な
か
で
演
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
菅
村
氏
は
「
府
方
職
掌
人
」
と
も
記
さ
れ
、
慶
長

一
八
年

（
一
六
一
三
）
宇
佐
宮
立
柱
上
棟
儀
式
に
お
い
て
「
細
男
伎
楽
三
番
」
を
演

　
（
8
7
）

じ
た
の
も
彼
ら
の
所
役
で
あ
っ
た
ろ
う
。
岩
崎
に
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
存
在
し
た
人

間
の

芸

と
し
て
の
細
男
芸
能
者
集
団
の
根
拠
地
「
健
児
所
」
は
、
元
和
三
年
（
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

一
七
）
「
人
間
が
演
じ
て
い
た
諸
芸
能
を
も
、
偲
偏
戯
と
し
て
人
形
に
演
じ
さ
せ
た
」

豊
前
城
主
細

川
家
の
再
興
以
来
、
中
世
的
細
男
芸
と
と
も
に
消
滅
す
る
直
前
細
川
家

に
取

り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
祭
祀
組
織
の
変
容
と
と
も
に
消
滅
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）
　
　
（
9
0
）

こ
れ
は
祭
礼
と
と
も
に
辛
う
じ
て
存
在
し
て
い
た
各
地
の
健
児
所
（
諏
訪
・
香
取
・

　
（
9
1
）

鹿
島
な
ど
）
の
消
息
と
相
通
ず
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
文
永
・
弘
安
期
の
蒙
古
の
日
本
来
攻
は
中
世
社
会
に
衝
撃
を
与
え
、

特
に
八
幡
の
世
界
に
お
い
て
、
縁
起
叙
述
、
縁
起
絵
、
及
び
儀
礼
の
世
界
に
ま
で
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

々

な
影
響
を
及
ぼ
し
多
様
な
変
容
を
強
い
た
。
『
八
幡
愚
童
訓
』
（
甲
本
）
の
成
立
背

景
に
は
襲
来
直
後
、
神
徳
発
揚
へ
の
恩
賞
期
待
と
い
う
緊
急
の
要
求
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
そ
の
内
容
に
も
文
永
度
の
壱
岐
対
馬
へ
の
侵
冠
が
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

由
来
讃
よ
り
霊
験
謹
に
重
き
を
お
く
八
幡
宮
の
あ
た
ら
し
い
縁
起
叙
述
で
あ
っ
た
。

託
宣
集
に

も
そ
の
影
響
は
認
め
ら
れ
、
先
述
し
た
巻
五
に
お
け
る
養
老
四
年
（
七
二

〇
）
の
八
幡
神
に
よ
る
大
隅
・
日
向
の
隼
人
征
伐
は
八
幡
神
神
威
発
揚
に
よ
る
元
冠

撃
退
と
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
宇
佐
八
幡
の
縁
起
叙
述
に
お
い
て
、
細
男
が
現
れ
た
の
は
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ

る
。
『
八
幡
愚
童
訓
』
（
甲
本
）
に
お
い
て
は
神
功
皇
后
の
干
満
二
珠
の
霊
験
に
よ
る

三
韓
征
伐

と
元
冠
撃
退
が
重
な
り
、
そ
の
説
話
に
細
男
が
結
び
付
い
た
。
ま
た
、
縁

起
絵
に
お
い
て
細
男
が
登
場
す
る
の
も
こ
の
時
期
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
は
以
下
の
二

　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

系
統
が
考
え
ら
れ
る
。
　
一
つ
は
掛
幅
本
系
で
神
楽
男
の
奏
楽
と
八
乙
女
の
舞
に
よ
り

磯

良
が
現
れ
細
男
（
顔
に
白
布
、
腰
鼓
）
を
舞
う
系
統
で
あ
る
。
玉
垂
宮
縁
起
〔
建

徳
元
年

（
一
三
七
〇
）
〕
、
志
賀
海
神
社
縁
起
、
高
良
大
社
縁
起
な
ど
に
代
表
さ
れ
、

主
に
九

州
に
残
り
、
社
頭
図
と
一
具
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
絵
解
に
よ
る
縁
起

唱
導
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
『
八
幡
愚
童
訓
』
（
甲
本
）
を
典
拠
と
す
る
。
『
八
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

愚
童
訓
』
は
石
清
水
八
幡
宮
祀
官
の
手
に
な
る
も
の
と
い
わ
れ
、
す
で
に
畿
内
で
成

立

し
て
い
た
細
男
と
い
う
芸
能
の
起
源
を
説
明
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
私
は
石
清

水
八
幡
宮
の
神
楽
の
才
男
に
関
す
る
知
識
が
縁
起
叙
述
に
入
り
、
神
楽
男
と
八
乙
女

図9　八幡縁起絵巻（東大寺蔵）
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図10　八幡縁起絵巻（肛淵八幡神社肩）

が

呼
び

出
す
と
い
う
内
容

に

な
っ
た
も
の
と
推
測
し

て

い
る
。

　

も
う
一
つ
は
巻
子
本
系

で
、
翁
姿
の
住
吉
神
が
海

上
で
細
男
の
舞
（
舞
楽
）

を

舞
っ
て
磯
良
を
呼
出
す

も
の
で
、
そ
の
な
か
で
も

磯
良
の
登
場
の
仕
方
に
よ

っ

て

磯
良
も
細
男
舞
（
顔

に

白
布
、
腰
鼓
）
を
舞
い

な
が
ら
出
て
く
る
系
統

（東
大
寺
本

八
幡
縁
起
図

9
な
ど
）
と
そ
の
以
外
の

系
統
（
靹
淵
八
幡
神
社
本

「
八
幡
縁
起
」
図
1
0
室
町

前
期

な
と
）
に
わ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
巻
子
本
系

統
の
作
例
に
し
て
も
、
元

冠
以
降
の
も
の
で
あ
り
、

『
八
幡
愚
童
訓
』
（
甲
本
）

と
は
違
う
縁
起
叙
述
に
し

て

も
、
細
男
と
磯
良
の
結
び
つ
き
は
八
幡
の
霊
験
の
ア
ピ
ー
ル
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

託
宣
集
巻
一
五
に
、
　
「
相
供
二
赴
二
異
国
一
之
給
梶
取
者
志
賀
明
神
是
也
。
是
沙
加
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
イ
く

竜
王
乃
梶
取
安
曇
乃
磯
良
也
、
細
男
乃
舞
楽
於
構
天
召
寄
之
世
昼
被
召
具
之
也
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
磯
良
と
細
男
の
結
び
つ
き
を
確
認
て
き
る
。

　
以

上
の

よ
う
な
縁
起
や
縁
起
絵
の
錯
綜
自
体
、
中
世
に
お
け
る
細
男
の
多
様
な
解

釈

を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
縁
起
の
変
貌
は
、
そ
れ
と
不
可
分
の
関
係
に
あ

る
儀
礼
に
影
響
す
る
。
縁
起
は
儀
礼
起
源
の
説
明
体
系
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
宇
佐

に
お

け
る
芸
能
細
男
は
元
冠
に
よ
っ
て
「
誕
生
」
し
た
の
で
あ
る
。
　
一
二
世

紀
の

『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
す
で
に
白
覆
面
と
鼓
の
芸
態
か
成
立
し
て
お
り
、
細
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

を

奈
良
舞
と
い
う
『
八
幡
宮
縁
起
』
な
と
か
ら
も
近
畿
よ
り
の
伝
播
が
窺
え
る
。
そ

れ

に
元
冠
降
伏
（
「
表
異
国
降
伏
」
）
が
表
象
さ
れ
、
死
者
の
恭
順
の
芸
態
は
、
宇
佐

に
お

い
て

音
⇔
味
づ
け
ら
れ
た
。

　
以

上
の

よ
う
な
意
味
に
お
け
る
人
間
芸
細
男
の
「
誕
生
」
で
あ
る
。
細
男
に
は
敗

北

者
の
隼
人
と
元
兵
か
重
ね
ら
れ
た
は
か
り
か
、
神
功
皇
后
に
征
伐
さ
れ
た
新
羅
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

を

も
連
想
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
八
世
紀
初
め
に
服
属
し
た
隼
人
よ
り
も
一

三

世
紀
の
元
冠
の
脅
威
の
記
憶
が
、
芸
能
者
を
前
代
の
国
衙
楽
所
伶
人
か
ら
宇
佐
宮

付
属
建
児
所
所
属
の
神
人
（
宇
佐
で
は
楽
人
・
法
者
）
に
結
び
付
け
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
眼
前
の

殺
毅
で

は

な
く
、
隼
人
征
伐
に
仮
託
し
て
元
冠
に
お
け
る
神
威
発
揚
を
表

現

し
た
と
こ
ろ
に
こ
の
期
の
放
生
会
の
本
質
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

　

そ
の
背
景
に
石
清
水
八
幡
宮
の
九
州
に
お
け
る
勢
力
拡
大
が
あ
る
。
二
七
代
別
当

光
清
の
代
に
は
宇
佐
弥
勒
寺
及
び
喜
多
院
、
筑
前
竈
門
社
、
大
隅
正
八
幡
宮
の
職
務
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を

兼
業

し
、
さ
ら
に
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
に
は
清
成
が
肥
前
千
栗
、
筑
前
大
分
、

筑
前
宇
実
、
豊
前
香
美
の
雑
務
を
兼
務
し
、
筥
崎
の
検
校
に
も
補
さ
れ
た
。
天
慶
の

乱
を

機
に
石
清
水
八
幡

宮
の
別
宮
五
別
所
が
建
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
諸
社
の
力
も
あ
っ

て

九
州
に
お
け
る
石
清
水
八
幡
宮
の
地
位
は
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
。

　
宇
佐
に
お
い
て
変
容
し
た
細
男
が
再
び
、
室
町
期
春
日
若
宮
祭
礼
や
東
大
寺
転
害

会
に
逆
伝
播

し
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
細
男
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
俺
㊨
舞
は
中
世
前
期
よ
り
存
在
し
た
が
、
前
述
の
通
り
こ
れ
は
細
男
と
は
認
識
さ

れ
て

い

な
い
。
神
咋
が
迎
講
の
二
八
部
衆
の
演
ず
る
俺
偲
舞
を
細
男
と
記
し
て
い
る

の

み

で

あ
り
、
私
は
彼
が
迎
講
に
お
け
る
人
間
芸
細
男
と
翌
日
の
二
八
部
衆
（
伶

人
）
に
よ
る
船
上
の
偲
晶
戯
に
対
し
て
は
っ
き
り
し
た
認
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
く

も
の
と
推
測
す
る
。
そ
れ
は
託
宣
集
一
五
巻
に
「
細
男
乃
舞
楽
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

も
類
推
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
年
中
行
事
記
録
に
、
一
五
日
船
上
の
俺
偏
戯
を

細
男
と
記
し
て
い
る
史
料
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
山
路
に
よ
れ
ば
古
代
か
ら
中
世
前
期
に
か
け
て
は
国
衙
な
ど
の
保
護
に
よ
っ
て
豊

前

国
楽
所
に
よ
る
舞
楽
・
菩
薩
舞
・
獅
子
舞
や
職
能
芸
能
者
に
よ
る
俺
錨
・
相
撲
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

八
乙

女
の
神
楽
舞
・
細
男
舞
が
行
な
わ
れ
た
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
古
代

的
芸
能
者
の
多
く
は
、
国
衙
荘
園
体
制
に
よ
る
経
済
的
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、

鎌
倉
時
代
後
期
以
降
の
社
会
体
制
の
変
革
に
よ
っ
て
そ
の
存
立
基
盤
を
失
う
こ
と
に

な
っ
た
、
と
い
う
。

　
室
町
復
興
の
宇
佐
の
偲
撮
は
神
社
付
属
の
楽
所
伶
人
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
獅
子

舞
も
伶
人
が
迎
講
の
舞
楽
と
と
も
に
演
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
芸
態
に
関
し
て
、

山
路
は
大
型
の
人
形
を
使
っ
て
特
定
の
力
士
が
多
く
の
力
士
を
相
手
に
し
て
片
っ
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

か

ら
勝
つ
よ
う
な
相
撲
を
想
定
し
て
お
り
、
元
和
の
再
興
と
基
本
的
に
は
変
化
が
な

か
っ

た
、
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
中
世
の
偲
撮
戯
を
太
刀
や
鉾
を
手
に
し
て

舞
楽
の
舞
を
舞
う
人
形
と
想
定
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
宇
佐
市
南
宇
佐
百
太
夫
に
鎮
座
す
る
百
膿
殿
は
、
永
享
五
年
（
一
四
三

三
）
成
立
『
宇
佐
宮
御
造
営
並
御
神
法
会
御
再
興
の
日
記
』
応
永
二
七
年
（
一
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
0
1
■
）

○
）
　
一
〇
月
＝
日
条
に
「
百
太
夫
殿
社
」
と
あ
る
。
百
太
夫
の
社
司
に
つ
い
て
は
、

『
太
宰
管
内
志
』
に
「
こ
の
社
の
神
官
は
皆
伶
人
な
り
。
」
と
あ
り
、
北
崎
道
代
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
1
）

治
三
五
年
に
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
史
料
1
5

杜
女
初
メ
テ
八
幡
大
神
ノ
禰
宜
二
任
セ
ラ
レ
シ
ニ
ョ
リ
大
神
氏
ノ
女
任
セ
ラ
ル
、
例
ト
ナ
レ

　
リ
。
然
シ
テ
余
力
家
ハ
比
義
翁
ノ
後
胤
ニ
シ
テ
家
職
ハ
称
宜
ノ
太
夫
ナ
リ
シ
ヲ
以
称
宜
ノ
太

　
夫
ト
イ
フ
名
ヲ
以
奉
仕
シ
タ
リ
。
女
称
宜
の
廃
絶
ノ
後
ハ
伶
人
職
ヲ
モ
兼
且
ツ
宇
佐
下
毛
上

　
毛
国
東
等
諸
郡
二
散
在
セ
ル
宇
佐
宮
発
者
（
神
楽
ト
モ
イ
フ
）
ヲ
モ
支
配
シ
、
亦
摂
社
黒
男

　
社
、
末
社
女
称
宜
社
ヲ
監
護
シ
同
末
社
百
鵠
社
ノ
社
司
ヲ
モ
勤
メ
テ
明
治
五
年
二
至
レ
リ
。

　
黒

男
社
は
参
道
右
に
あ
り
、
そ
の
付
近
に
女
禰
宜
社
が
あ
っ
た
。
女
禰
宜
（
禰
宜

太

夫
）
は
託
宣
、
楽
人
（
発
者
を
含
む
）
を
支
配
し
、
黒
男
社
と
女
禰
宜
社
を
管
理

し
、
そ
の
末
社
で
あ
っ
た
百
太
夫
社
の
社
司
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
廃
絶
後
は
祢
宜
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
1
）

大
夫
が
託
宣
以

外
を
司
っ
た
。
室
町
再
興
以
降
は
、
自
ら
伶
人
で
あ
っ
た
女
禰
宜

（
禰
宜
太
夫
）
は
宇
佐
・
上
毛
・
下
毛
・
国
東
に
散
在
す
る
神
楽
人
（
発
者
）
・
伶

人
・
細
男
・
偲
偲
を
支
配
し
た
。
会
式
に
記
さ
れ
た
細
男
・
偲
撮
が
女
禰
宜
に
特
に

周
到

に
舞
を
奉
納
し
て
い
る
事
実
も
思
い
当
た
る
。
宇
佐
に
お
い
て
、
百
太
夫
は
託

宣

と
芸
能
を
奉
ず
る
女
禰
宜
の
神
で
あ
っ
た
。
放
生
会
に
夷
を
祭
っ
た
こ
と
は
、
図
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神事芸能の細男について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
1
）

1
に
も
み
え
、
こ
れ
は
市
場
の
神
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
宮

寺
縁
事
抄
』
に
は
、
石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
偲
偏
の
神
武
内
が
宇
佐
で
は
善
神
王

に
相
当
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
成
立
の
『
宇
佐
八
幡

宮
縁
起
』
に
は
、
左
善
神
王
は
阿
蘇
大
明
神
、
右
善
神
王
は
高
良
玉
垂
大
菩
薩
で
あ

り
、
『
宇
佐
宮
現
記
』
に
も
「
雁
永
借
三
年
（
一
四
二
六
年
－
福
原
註
）
十
二
月
十

三

日
、
左
右
善
神
王
殿
南
中
棲
二
御
安
座
、
左
ハ
阿
蘇
大
明
、
右
ハ
高
良
玉
垂
宮
大

菩
薩
ニ
テ
御
座
也
、
」
と
同
様
で
あ
る
。
儀
礼
か
ら
み
て
も
卯
日
大
祭
に
お
い
て
「
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
0
1
）

神
王
殿
御
服
紙
二
帖
」
を
陰
陽
師
が
請
け
取
っ
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
が
、
宇
佐
の

善
神
王
は
直
接
値
偏
と
結
び
つ
く
記
述
は
な
い
。

　
宇
佐
八
幡
宮
放
生
会
に
お
け
る
人
間
芸
細
男
と
俺
偲
戯
の
変
遷
に
つ
い
て
こ
の
よ

う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
人

間
細
男
1
1
元
冠
以
後
登
場
（
宇
佐
宮
楽
所
伶
人
）
・
室
町
再
興
以
後
禰
宜
太
夫

　
　
　
　
　
　
支
配
健
児
所
・
元
和
再
興
以
後
消
滅

　
　
　
　
　
　
芸
態
は

一
定

で
、
顔
に
白
布
と
腰
鼓

　
俺

偏

戯

‖
中
世
前
期
か
ら
存
在
（
宇
佐
宮
楽
所
伶
人
）
・
鎌
倉
後
期
（
宇
佐
宮

　
　
　
　
　
　
楽
所
伶
人
）
の
芸
態
は
鉾
、
太
刀
舞
・
室
町
再
興
以
後
上
、
下
毛
郡

　
　
　
　
　
　
所
役
で
禰
宜
太
夫
支
配
。
芸
態
は
鎌
倉
後
期
と
同
様
（
放
生
会
縁
起

　
　
　
　
　
　
の
「
奏
舞
楽
」
を
参
照
）
・
元
和
再
興
以
後
古
表
、
古
要
社
の
所
役
。

　
　
　
　
　
　
芸
態
は
相
撲
（
一
五
日
に
行
わ
れ
る
人
間
の
相
撲
と
当
時
の
相
撲
流

　
　
　
　
　
　
行
の
風
潮
の
影
響
）
、
掲
鼓
を
用
い
た
人
間
芸
細
男
の
俺
偏
戯
化

　
　
　
　
　
　
（
細
男
と
い
う
名
の
継
承
）
、
前
代
以
降
の
太
刀
・
鉾
の
舞
及
び
仏
舞
。

⇔
　
豊
後
柞
原
八
幡
の
勢
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肪
）

　
豊
後
柞
原

八
幡
神
社
は
由
原
宮
と
も
称
さ
れ
、
五
十
良
舞
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

夏
越
祭
、
現
在
で
は
七
月
三
一
日
の
秋
祭
（
中
秋
祭
）
と
九
月
一
四
・
五
・
六
日
に

か
け
て
行
わ
れ
る
放
生
会
に
、
浜
の
市
の
頓
宮
で
五
十
良
舞
が
行
な
わ
れ
る
。
五
十

良
は
顔
に
蠣
が
吸
い
つ
い
て
い
る
の
で
、
人
目
を
避
け
る
た
め
布
を
前
に
垂
れ
る
と

伝

え
ら
れ
る
。
次
の
よ
う
な
歌
詞
を
と
な
え
な
が
ら
大
前
で
舞
う
。

　
　
八
幡
ず
の
色
は
浜
の
ま
さ
ご
の
か
ず
よ
り
も

　
　
久

し
き
も
の
は
つ
る
の
毛
衣

　
　
栄
ゆ

れ
ぽ

国
も
た
の
し
さ
　
栄
ゆ
れ
ぽ
宮
も
た
の
し
さ

　
　
栄
ゆ

れ
ば

我
が

君
は

誰
に
ぞ
　
千
代
ま
で
栄
え
ま
し
ま
す

　
舞
人
は
大
人
と
子
供
の
二
人
で
こ
れ
を
社
役
と
い
い
、
社
役
の
舞
と
も
い
っ
た
。

社
人
の

中
の
若
手
が
烏
帽
子
を
被
り
狩
衣
を
着
け
袴
の
股
立
ち
を
と
っ
て
、
鼓
・
太

鼓
の
難
子
に
つ
れ
て
舞
っ
た
、
と
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
6
0
1
）

　
夏
越
の
祭
は
民
俗
語
彙
で
は
オ
ソ
バ
ラ
イ
と
い
い
、
柞
原
八
幡
の
仲
哀
天
皇
・
応

神
天
皇
・
神
功
皇
后
の
順
で
三
基
の
神
輿
が
約
四
キ
ロ
の
生
石
浜
の
浜
の
御
殿
、
御

旅
所

ま
で
神
幸
道
（
下
向
道
）
を
通
っ
て
神
幸
（
オ
サ
ガ
リ
）
を
し
た
。
以
前
は
今
の

電
車
道
あ
た
り
ま
で
海
が
迫
っ
て
い
た
の
で
御
旅
所
の
す
ぐ
側
で
海
に
入
り
、
浜
の

御
殿
へ
向
か
っ
た
。
社
役
の
舞
う
周
囲
の
三
方
に
は
む
か
し
は
茅
の
垣
根
が
め
ぐ
ら

さ
れ
た
。
御
旅
所
の
側
を
流
れ
る
祓
い
川
の
岸
辺
で
刈
り
取
ら
れ
た
茅
の
根
も
と
を

揃

え
、
そ
の
三
ケ
所
を
藁
で
編
ん
で
薦
状
に
し
、
そ
れ
を
連
ね
て
三
方
に
張
り
め
ぐ

ら
す
。
そ
し
て
こ
の
茅
の
垣
根
の
外
側
に
は
直
径
ニ
メ
ー
ト
ル
弱
の
茅
の
輪
が
三
方
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に

一
個

ず
つ
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
日
の
夕
方
、
浜
で
掘
っ
た
蛤
三
升
の
お
み
や
げ
が

整

う
と
お
立
ち
に
な
る
が
、
神
輿
は
神
幸
と
は
逆
の
順
で
オ
ア
ガ
リ
に
な
る
。
神
輿

の

後
方
に
は
賀
来
（
大
分
郡
賀
来
村
賀
来
社
）
の
善
神
王
が
お
供
す
る
。
馬
上
口
覆
い

を

し
た
神
官
が
祇
紗
に
包
ん
で
善
神
王
の
神
体
を
捧
持
す
る
。
柞
原
八
幡
境
内
の
榊

を

材
料
に

し
て
三
三
年
毎
に
刻
み
か
え
ら
れ
る
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
細
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
0
1
）

い
神
像
で
あ
る
。
こ
の
神
体
に
つ
い
て
『
神
洞
随
筆
』
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
史
料
1
6

　
　
　
ノ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ノ

　
此
賀
來
肚
善
神
王
祠
禮
と
云
も
の
は
、
柞
原
八
幡
の
材
木
の
こ
け
ら
を
持
て
作
る
事
な
り
、

　
柞
原
砿
は

三
十
三
年
に
一
度
改
造
る
に
、
其
第
一
の
材
木
の
こ
け
ら
を
用
ふ
る
由
な
り
、
さ

　
れ
ば
其
碑
膿
と
云
物
は
、
い
と
い
と
か
り
そ
め
な
る
物
な
り
、
只
に
頭
ば
か
り
を
作
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
常
に
は
柞
原
八
幡
の
神
殿
内
の
柱
に
か
け
置
く
事
な
り
、
善
祠
王
祭
の
時
に
は
、
其
棘
官
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ノ

　
人
有

り
て
、
祠
騰
を
手
に
捧
ヶ
て
、
賀
來
の
杜
に
至
る
。
　
（
中
略
）
濱
市
祭
の
時
も
此
柿
八

　
幡
宮
神
輿
の
御
供
な
る
が
、
例
の
神
官
、
手
に
捧
ヶ
て
、
馬
上
に
て
も
の
す
る
事
な
り
と
あ

　
り
、

　
善
神
王
祭
は
九
月
一
日
よ
り
一
〇
日
、
柞
原
八
幡
の
摂
社
武
内
大
神
が
賀
来
社
に

神
幸
す
る
祭
で
あ
る
。
善
神
王
（
武
内
宿
禰
）
は
つ
ん
ぽ
の
神
様
と
い
わ
れ
、
昔
、

主
神
の
柞
原
八
幡
か
ら
「
賀
来
へ
行
っ
て
住
め
。
そ
し
て
一
年
の
内
一
〇
日
間
だ
け

帰
っ
て
こ
い
。
」
と
い
わ
れ
た
の
を
、
二
〇
日
間
だ
け
賀
来
へ
行
っ
て
住
め
。
」
と

聞
き
違
え
た
の
が
祭
の
起
源
伝
承
で
あ
る
。

　
　
　
（
8
0
1
）

　
放
生
会
は
三
基
の
神
輿
が
生
石
浜
の
御
旅
所
ま
で
神
幸
道
（
下
向
道
）
を
通
っ
て
、

神
幸
（
オ
サ
ガ
リ
）
・
還
幸
（
オ
ノ
ボ
リ
）
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
民
俗
語
彙
は

還
幸
の
重
要
性
を
暗
示
し
て
い
る
。
神
輿
の
後
方
に
は
善
神
王
が
お
供
を
し
、
善
神

王
の
氏
子
も
従
う
。

　
当
社
の
放
生
会
は
乾
元
二
年
（
二
二
〇
三
）
八
月
一
五
日
の
「
在
国
司
沙
彌
行
念

（

9
0
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4

請
文
」
に
よ
る
と
、
豊
後
国
東
郷
が
生
石
浜
放
生
会
の
船
役
を
勤
仕
し
て
い
た
こ
と
　
ー

が

わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
1
1
）

　
嘉
元
三
年

（
一
三
〇

五
）
二
月
「
由
原
宮
年
中
行
事
次
第
案
」
に
は
こ
の
よ
う
に

あ
る
。

史
料
1
7

八
月
一
日
、
注
連
下
、
饗
ハ
百
三
十
六
前
、
卒
丸
保
役
、

　

（中
略
）

同
朔
日
ヨ
リ
十
一
日
二
至
、
試
樂
ア
リ
、
饗
膳
酒
肴
有
、

神
官
等
役
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随
二
分
限
一
支
⊃
配
之
ぺ

　

（中
略
）

同
十
一
日
、
市
渡
饗
菜
八
種
、
飯
二
升
盛
、
酒
二
流
、
千
代
丸
名
役

　
　
　

已

上
善
紳
王
御
供
四
膳
、
米
四
舛
、
饗
膳
米
二
石
三
斗
五
舛
、

　
　
　
都
合
三
石
三
斗
九
舛
㌫
頒
義
酢
曲
勤
乏

酒
肴
米
一
石
、

　
六
月
末
日
に
浜
殿
の
御
祓
が
あ
り
、
八
月
一
日
よ
り
一
五
日
ま
で
が
放
生
会
で
あ

る
。
］
日
が
祭
場
聖
化
と
表
示
の
注
連
下
し
で
、
一
日
よ
り
一
五
日
ま
で
の
試
薬
が

あ
る
。
一
一
日
に
市
渡
り
が
あ
る
。
放
生
会
の
生
石
浜
は
市
立
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
が
、
善
神
王
御
膳
で
あ
る
。

「
由
原
宮
年
中
行
事
次
第
案
」
に
よ
る
と
一
一
日
に
神
幸
す
る
の
は
善
神
王
な
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

　
正
慶
元
年

（
二
二
三
二
）
　
一
一
月
の
「
由
原
宮
年
中
行
事
次
第
」
に
は
こ
の
よ
う

に
あ
る
。
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史
料
1
8

十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
異
筆
）

試
樂
ぎ
鎚
離
響
紫
役
「
号
・
政
竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
異
筆
）

馬
長
八
騎
名
主
百
姓
役
村
「
ハ
」
聲
納
神
人
役
行
事
名
≧
役

田
樂
馨
等
役
相
撲
＋
番
聾
呼
鍛
二
＋
亘
神
事
在
ξ

聲
納
饗
膳
紳
官
等
役
、
於
二
政
所
一
行
レ
之
、

十
二
日

御
大
路
造
國
衙
沙
汰
、
郷
〉
役

御
殿
造
如
二
五
月
會
一

　

（中
略
）

十
四
日

御
行
幸
次
第
同
二
五
月
倉

御
供
纏
荏
隈
饗
馬
長
村
田
轟
議
一

舞
樂

蝶
鳥
　
馬
長
　
村
　
十
烈
　
東
舞
　
相
撲
五
番
國
衙
役

旗

鉾
三
本
内
蒜
罐
饗

在
聴
神
官
饗
膳
乙
丸
保
役

祠
官
供
僧
墓
飯
大
宮
司
沙
汰
知
行
分
米
出
ツ
、
同
乙
丸
役

御
前
井
大
宮
司
屋
形
前
松
明
國
東
郷
役

十
五
日

　
　
　
　
　
　
（
寺
腕
力
）

佛
供
養
　
標
山
國
分
役
、
奉
・
安
ゴ
置
阿
弥
陀
像
↓

　
　
　
（
寺
脱
力
）

講
讃
師
國
分
曾
役

　
　

請
僧
肚
曾
役

菩
薩
舞
　
駒
形
　
駒
犬
國
分
寺
役

毎鴛
栄
　
蝶
鳥
舞
”
　
東
↑
舜
　
十
列
…

（
マ
・
）

師
子
　
龍
頭
國
衙
役
　
相
撲
十
番
國
衙
沙
汰
郷
≧
役

大
行
道
次轟
順
醐
看
駒
償
駒
檀
村
在
禦
樂
人

　
村

と
い
う
芸
能
が
勢
納
神
人
役
で
、
大
宮
司
の
宿
舎
で
あ
る
政
所
で
饗
応
を
う
け

て

い

る
。
一
四
日
に
は
浜
御
殿
に
行
幸
の
の
ち
村
が
演
ぜ
ら
れ
、
一
五
日
の
仏
供
養

（
迎
講
）
で
も
大
行
道
に
加
わ
っ
て
い
る
。
宇
佐
宮
と
の
違
い
は
、
一
五
日
に
国
衙

役
の
龍
頭
（
船
）
が
あ
る
が
、
俺
錨
船
は
出
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
1
）

　
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
三
月
「
賀
来
社
御
行
幸
儀
式
次
第
注
文
」
で
は
、
一
五

日
の
迎
講
に
村
は
演
ぜ
ら
れ
ず
、
大
行
道
に
の
み
加
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
神
人
に
お
け
る
勢
納
の
位
置
づ
け
を
追
っ
て
み
よ
う
。
元
亨
四
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
］
）

三
二

四
）
正
月
「
賀
来
社
神
人
名
帳
」
で
は
、
神
人
は
神
官
・
貫
首
・
検
校
・
勢

納
・
御
手
人
・
長
御
崎
・
御
島
副
・
馬
長
・
供
僧
に
わ
か
れ
、
勢
納
衆
は
平
九
郎
・

弥
藤

三
・
三
良
貫
主
・
馬
次
郎
・
新
三
郎
・
平
十
郎
・
笛
検
校
・
三
郎
検
校
・
低

庭
・
平
内
次
郎
の
一
〇
人
構
成
で
、
低
庭
（
て
い
て
い
）
旺
鼓
役
と
笛
他
八
人
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
1
）

　
至
徳
四
年

（
一
三
八
七
）
五
月
二
日
「
賀
来
社
神
人
名
帳
」
で
は
神
人
は
神
官
・

貫
首
・
検
校
・
勢
納
・
供
僧
に
わ
か
れ
、
勢
納
分
と
し
て
源
内
次
郎
検
校
・
弥
三
郎

検

校
・
弥
太
郎
検
校
・
馬
次
郎
検
校
・
新
三
郎
検
校
・
弥
次
郎
検
校
・
弥
八
検
校
・

弥
三
郎
検
校
の

八
人
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
よ
り
鼓
、
笛
を
引
い
た

構
成
で

あ
ろ
う
。
勢
納
に
は
こ
の
八
人
の
検
校
の
下
位
に
御
手
人
一
二
人
、
長
御
崎

一
二
人
、
御
馬
副
一
三
人
、
馬
長
九
人
が
存
在
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
王
1
）

　
元
和
六
年

（
一
六
二
〇
）
正
月
一
一
日
の
「
由
原
宮
社
家
衆
次
第
書
」
に
は
、
社

家
衆
と
し
て
神
官
、
勢
納
衆
、
貫
首
、
祝
、
命
婦
、
御
炊
殿
検
校
、
国
衆
が
記
さ
れ
、
6
5

勢
納
衆

と
し
て
各
村
の
一
ノ
法
ッ
者
・
舞
主
・
内
侍
、
東
院
村
（
宮
薗
・
酒
殿
検
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校
・
筑
紫
検
校
）
、
由
原
村
（
大
井
ノ
検
校
・
田
ノ
ロ
．
平
井
・
理
介
）
、
中
尾
村

（行
事
・
脇
両
人
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
勢
納
衆
は
元
亨
よ
り
至
徳
に
至
り
御
手

人
以

下
の

者
が
含
ま
れ
、
そ
の
認
識
が
拡
が
っ
た
が
、
八
人
構
成
で
変
化
は
な
い
。

近
世
に

は
、
中
世
以
来
の
勢
納
衆
（
東
院
村
・
由
原
村
・
中
尾
村
の
一
〇
人
）
＋
各

村
の
神
人
や

楽
人
で
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
近
世
の
祭
祀
組
織
の
大
変
革
に
と

も
な
う
影
響
で
あ
ろ
う
。
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
五
月
に
記
さ
れ
た
『
曲
豆
後
一

　
　
　
　
　
（
6
1
］
）

宮
賀
来
社
旧
記
』
（
旧
記
と
略
す
）
中
「
毎
月
祭
礼
之
事
」
に
は
正
月
二
日
に
へ
ん

ば

い
が

あ
り
、
当
時
は
浜
検
校
の
役
で
あ
る
が
、
昔
は
一
ノ
法
者
の
役
で
あ
っ
た
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
勢
納
は
正
月
に
反
閑
を
踏
む
陰
陽
師
的
要
素
も
有
し
て
い
た
。

　
旧
記
に
は
三
三
年
毎
の
式
年
遷
宮
史
料
が
載
る
。
遷
宮
に
際
し
て
御
神
宝
を
移
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
1
）

時
、
「
金
銀
五
色
の
御
幣
持
衆
声
納
衆
役
也
　
天
蓋
三
棒
一
ノ
法
者
舞
主
宮
薗
ノ
役
」

と
あ
り
、
声
納
は
御
幣
や
天
蓋
を
持
っ
た
。
仮
殿
に
移
す
下
遷
宮
時
の
「
入
ま
し
の

庭
口
」
や
諸
社
清
祓
も
声
納
の
役
で
あ
っ
た
。
本
社
へ
の
上
遷
宮
の
時
に
神
楽
初
め

を

演

じ
る
の
も
勢
納
で
あ
る
。

　
柞
原
八
幡
の
勢
納
は
一
四
世
紀
よ
り
確
認
で
き
、
宇
佐
よ
り
の
伝
播
と
思
わ
れ
る
。

放
生
会
で
人

間
芸
の
村
を
演
じ
、
そ
れ
は
五
十
良
舞
に
継
承
さ
れ
た
。
史
料
上
の
六

月
晦
日
の
御
祓
が
、
放
生
会
の
一
環
で
あ
る
よ
う
に
、
夏
越
の
祓
い
も
放
生
会
と
い

え
る
。
民
俗
伝
承
で
夏
越
の
祓
い
に
も
五
十
良
舞
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

逆
に

中
・
近
世
の
六
月
晦
日
御
祓
に
お
い
て
、
村
が
演
ぜ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
類

推
で
き
よ
う
。

　
当
社
に
は
放
生
会
一
五
日
の
海
上
の
偲
偏
戯
は
な
い
が
、
柞
原
八
幡
の
摂
社
武
内

大
神
の
善
神
王
（
ぜ
じ
の
う
）
は
『
神
洞
随
筆
』
に
も
あ
る
如
く
傭
偲
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
1
）

石
黒
吉
次
郎
に
よ
る
と
、
当
社
に
は
勢
納
の
人
形
が
遺
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
な
お
、
大
分
県
田
川
郡
赤
村
中
山
鎮
座
の
我
鹿
神
社
（
赤
村
八
幡
）
の
「
二
月
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
1
）

日
新
年
祭
御
許
神
楽
翁
舞
乃
歌
」
に
お
け
る
古
謡
の
「
せ
い
な
ふ
の
舞
」
や
神
楽
に

　
　
　
　
　
（
0
2
1
）

流
入

し
た
磯
良
舞
な
ど
、
九
州
に
お
け
る
宇
佐
八
幡
放
生
会
の
影
響
は
非
常
に
大
き

い

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

⇔
　
阿
蘇
社
の
細
男
舞

　
阿
蘇
社
の

細
男
は
放
生
会
と
九
月
九
日
会
（
オ
ク
ン
チ
）
に
演
ぜ
ら
れ
、
室
町
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
1
W
）

成
立
の

「
阿
蘇
社
年
中
行
事
次
第
写
」
に
記
さ
れ
る
。

　
史
料
1
9

　
一
大
明
紳
二
階
之
棲
門
二
御
幸
ノ
時
く
ほ
手
の
御
供
、
中
司
三
人
ノ
役
、

　
　
（
中
略
）

　

同
時
棲
門
天
井
之
薦
、
逆
敷
ニ
シ
ク
コ
モ
、
十
二
府
懸
テ
ア
、
・
・
立
四
尋
三
尺
、
狩
尾
ヨ
リ

　
納
〃
之
、

　

同
時
村
之
舞
、
五
太
夫
役
、
装
束
ハ
立
烏
帽
子
二
狩
衣
、
沓
、
キ
ン
ケ
ン
刀
檜
扇
ヨ
ウ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
ハ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細

　

太
刀

帯
候
、
頭
ニ
ハ
絹
ニ
テ
一
幅
二
烏
帽
子
ノ
着
際
二
引
廻
シ
テ
垂
候
、
是
ハ
せ
い
な

　
男
）

　

ふ

と
云
舞
ヲ
表
シ
候
、
七
尺
五
寸
二
新
敷
鉾
毎
年
作
立
被
レ
持
候
、
支
度
ハ
経
坊
本
堂
ニ

　

テ

被
〃
仕
候
、
扱
北
之
廻
廊
之
つ
い
と
ふ
り
よ
り
、
舞
殿
の
こ
と
く
舞
い
ら
れ
候
而
、
夫

　
　
　
　
（
足
）

　
　
ヨ
リ
四
あ
し
ま
て
あ
ら
こ
も
を
敷
候
而
、
其
上
ノ
儘
四
あ
し
こ
舞
入
候
而
、
棲
門
の
こ
と

　

く
被
一
一
舞
入
一
候
、

　

榊
葉
に
ゆ
ふ
し
て
つ
け
て
誰
か
世
に
祠
之
杜
と
祀
初
ケ
ン

　

千
岩
破
我

力
心
ヨ
リ
ス
ル
ワ
サ
ヲ
何
ノ
紳
力
鹸
所
二
見
ル
ヘ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
シ
ロ

　

右
成
就
シ
テ
後
、
本
ノ
如
ク
後
シ
ザ
リ
ニ
逆
二
舞
廻
リ
テ
、
舞
殿
ノ
如
ク
舞
入
テ
、
御
鉾

166
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ヲ
ハ
一
ノ
御
宮
・
一
奉
〃
納
、
五
太
夫
ハ
チ
ヤ
ウ
ノ
屋
ノ
如
ク
出
仕
ス
、
其
後
爲
二
供
曾
役
一

　
　
法
花
八
講
有
、
其
后
吐
家
出
仕
之
人
〉
、
右
ノ
所
二
下
向
、

　
神
輿
が
本
殿

よ
り
二
階
の
楼
門
に
神
幸
す
る
。
五
太
夫
が
鉾
を
も
っ
て
村
の
舞
を

奉
納
す
る
。
こ
れ
は
細
男
と
い
う
舞
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
の
ち
相
撲

が
一
七
番
行
な
わ
れ
還
御
す
る
。
九
月
九
日
の
行
事
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　

史
料
2
0

　
一
同
時
二
階
ノ
棲
門
二
御
幸
ナ
ラ
セ
給
フ
時
、
祠
之
御
膳
廣
か
い
し
き
七
重
積
七
十
二
膳
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幣
）

　
　

り
口
ふ
に
盛
テ
奉
レ
備
、
御
甘
酒
七
十
ニ
ノ
弊
之
土
器
ニ
テ
鳥
瓶
子
ノ
御
甘
酒
奉
レ
備
、
其

　
　
后
供
僧
役
ト
シ
テ
仁
王
八
講
ア
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）
（
馬
脱
）

，
　
一
同
時
馬
場
之
役
ト
シ
テ
鏑
流
ア
リ
、
五
月
二
同
、

　
一
同
時
く
ら
う
と
ま
ち
あ
り
、
五
月
二
同
、

　
一
同
時
相
撲
ア
リ
、
番
組
五
月
二
同
、

　
一
同
時
鉾
ノ
舞
ア
リ
、
三
太
夫
役
、
装
束
ハ
立
烏
帽
子
二
狩
衣
、
機
子
沓
、
き
ん
け
ん
刀
檜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
ハ
リ

　
　
扇
よ
う
の
太
刀
帯
、
頭
ニ
ハ
す
ふ
し
の
絹
ニ
テ
一
幅
ニ
シ
テ
、
烏
帽
子
ノ
キ
ハ
ニ
引
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細
　
男
）

　
　
シ

テ

垂
候
、
是
ハ
せ
い
な
ふ
と
云
舞
ヲ
表
シ
候
、
七
尺
五
寸
二
鉾
ヲ
毎
年
二
仕
立
被
レ
持

　
　
候
、
支
度
ハ
経
坊
本
堂
ニ
テ
被
レ
仕
候
、
扱
北
之
廻
廊
の
つ
い
と
ふ
り
よ
り
、
舞
殿
の
こ

　
　

と
く
舞
い
ら
れ
候
而
、
夫
よ
り
四
あ
し
迄
荒
薦
を
敷
候
而
、
其
上
ノ
儘
四
あ
し
二
舞
い
ら

　
　

れ
候
、

　

九

日
会
で
も
二
階
の
楼
門
に
渡
御
が
あ
り
、
三
太
夫
役
の
鉾
ノ
舞
（
細
男
）
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

る
。
「
阿
蘇
社
年
中
行
事
次
第
写
」
異
本
に
よ
る
と
こ
の
舞
は
鋒
舞
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
舞
は
放
生
会
の
村
の
舞
と
全
く
同
じ
で
演
者
の
み
が
違
う
。
の
ち
、
社
家

に

よ
る
競
馬
、
巫
女
渡
り
（
二
騎
）
、
相
撲
、
十
烈
、
　
田
楽
、
流
鏑
馬
一
七
騎
が
あ

る
。

　

さ
て
、
同
史
料
に
よ
る
と
五
太
夫
と
三
太
夫
は
神
人
や
楽
人
と
区
別
さ
れ
る
惣
官

で
あ
り
、
他
社
で
い
う
と
神
官
に
あ
た
る
。

　
林
屋
辰
三
郎

は
、
「
村
之
舞
」
が
神
人
た
ち
の
役
で
あ
り
、
神
人
は
猿
楽
も
勤
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
］
）

す

る
の
で
、
こ
の
「
村
之
舞
」
は
楽
頭
の
奏
す
る
も
の
と
す
る
。
萩
原
龍
夫
は
こ
の

村
の
舞
、
細
男
舞
に
つ
い
て
「
細
男
と
い
う
芸
能
は
ご
く
鄙
び
た
性
格
を
も
っ
て
い

た
か

ら
、
こ
の
よ
う
に
儀
式
的
色
彩
の
濃
い
神
幸
式
の
一
部
に
加
わ
っ
て
民
俗
的
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
1
）

分
を

添

え
る
役
割
を
担
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
村
の
舞
、
鉾
の
舞
は
神

官
が
演
ず
る
舞
楽
で
、
放
生
会
に
演
ぜ
ら
れ
た
か
ら
細
男
と
い
う
舞
を
表
す
と
解
釈

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
当
時
細
男
1
1
村
と
い
う
知
識
が
九
州
の
大
寺
社
に
流
通

し
て
お
り
、
放
生
会
ー
細
男
ー
村
の
舞
と
い
う
連
想
か
ら
、
本
来
の
舞
楽
鉾
の
舞
か

ら
村
の
舞
と
称
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
志
賀
海
神
社
の
細
男

　
志

賀
海
神
社
は
安
曇
族
の
祖
神
で
あ
る
関
係
で
、
折
口
系
細
男
論
「
海
部
の
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
1
）

能
」
の
拠
り
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
］
）

　
志
賀
海
神
社
の
細
男
舞
は
旧
九
月
九
日
に
演
ぜ
ら
れ
る
。

　
旧
九
月
一
日
が
男
山
祭
で
御
前
一
〇
時
、
神
社
関
係
者
（
古
老
を
含
む
）
一
同
列

席
の
上
宮
司
に
よ
っ
て
　
「
お
み
く
じ
あ
げ
」
（
神
占
）
が
行
わ
れ
る
。
黒
木
の
椎
の

幣
串
を
用
い
て
作
ら
れ
た
御
幣
を
以
て
三
方
に
置
か
れ
て
い
る
籔
を
と
り
、
宰
領

（
四

人
の

代
表
）
に
渡
さ
れ
る
と
こ
れ
を
開
い
て
朗
読
す
る
。
「
御
神
幸
あ
り
」
と

い

う
こ
と
に
な
る
と
、
神
職
お
よ
び
社
人
で
お
仮
屋
に
ひ
も
ろ
ぎ
を
立
て
に
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
7

そ

の

時
に

「
男
山
」
と
称
す
る
文
句
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
赴
く
の
で
こ
の
お
み
く
じ
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上
げ
の

祭
を

男
山
祭
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
「
男
山
」
は
「
や
あ
、
男
山
、
峰
の
と
ー
、

や
お

よ
ろ
ず
、
昔
も
今
も
、
な
す
よ
し
も
（
が
な
）
　
カ
チ
ッ
（
笏
拍
子
一
拍
）
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

旧

九

月
八
・
九
日
の
御
神
幸
祭
は
民
俗
語
彙
と
し
て
は
ヨ
ド
（
夜
渡
）
と
い
う
。

御
神
幸
祭
当
日
は
午
後
九
時
（
昔
は
衣
笠
山
に
月
が
入
っ
て
か
ら
始
め
る
）
の
御
遷

霊
の
後
、
発
螢
す
る
。
こ
の
神
幸
に
は
、
獅
子
頭
、
奏
楽
手
と
い
う
さ
さ
ら
、
笛
、

大
太
鼓
が

供
奉
す

る
。
御
旅
所
の
頓
宮
で
は
、
竜
の
舞
・
八
乙
女
の
舞
・
掲
鼓
舞
が

演

じ
ら
れ
る
。
竜
の
舞
は
獅
子
舞
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
掲
鼓
の
舞
は
、
楽
座
一
良
が
神
前
に
立
っ
て
以
下
の
よ
う
に
舞
う
。

　

1
　
紅
布
に
て
掲
鼓
を
胸
高
に
吊
る
。

　

2
　
白
布
に
て
覆
面
を
す
る
。

　

3
　
バ
チ
を
手
に
と
る
。

°
4
　
一
礼
。
「
舞
の
う
の
岸
の
ひ
め
松
や
」
を
唱
え
な
が
ら
一
回
転
（
右
廻
り
）
正
f

　
　

面
に
て

一打
。

　
　
　

一
礼
。
「
舞
の
う
の
岸
の
ひ
め
松
や
」
を
唱
え
な
が
ら
一
回
転
（
右
廻
り
）
正

　
　

面
に
て

一打
。

　
　
　

一
礼
。
「
舞
の
う
の
岸
の
ひ
め
松
や
」
を
唱
え
な
が
ら
一
回
転
（
右
廻
り
）
正

　
　

面
に
て

一打
。

志
賀
島
で
は
こ
の
舞
（
所
作
と
詞
章
の
み
）
を
歩
射
祭
の
時
、
扇
舞
、
ガ
ラ
藻
の
舞

と
し
て
演
ず
る
。

　
九

日
の
午
前
一
時
に
還
幸
御
本
社
祭
が
行
な
わ
れ
る
。
九
日
の
お
宮
日
（
国
土
祭

と
称
し
て
い
る
）
に
相
撲
が
行
な
わ
れ
、
相
撲
開
始
前
の
流
鏑
馬
で
は
相
撲
姿
の
者

が
飾

り
を
つ
け
た
揮
を
し
め
て
馬
の
口
と
り
を
す
る
。

　
掲
鼓
の

舞
と
称
す
る
細
男
に
関
し
て
は
史
料
が
殆
ど
な
い
。
鵜
鼓
の
箱
書
に
「
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
2
1
）

政
七
年

（
一
八
二
四

ー
福
原
註
）
申
正
月
吉
辰
　
か
つ
こ
箱
」
と
あ
る
。
『
筑
前
国

続
風
土
記
』
、
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
、
『
筑
陽
記
』
、
『
筑
前
名
所
図
絵
』
な
ど
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
1
）

八
世
紀
以
降
の
地
誌
類
に
は
九
日
会
の
流
鏑
馬
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
掲
鼓
の
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
1
）

の

記
載
は
な

い
。
た
だ
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
『
香
椎
廟
宮
記
』
に
「
九
月

九

日
大
給
田
の
供
を
献
す
、
早
朝
に
、
流
鏑
馬
あ
り
、
三
騎
に
て
、
的
九
枚
を
射
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
3
1
）

次

に
猿
楽

あ
り
、
」
と
あ
り
、
幕
末
の
『
香
椎
社
法
復
古
』
に
前
半
は
同
じ
だ
が
、

「
次

に

猿

楽
田

楽
」
と
あ
る
の
み
で
こ
れ
以
外
に
九
日
会
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
1
）

延
宝
四
年

（
一
六
七

六
）
の
『
当
社
古
道
龍
都
阿
曇
社
諸
祭
記
』
に
は
、
年
中
行
事

と
そ
の
御
供
数
を
列
挙
す
る
が
、
九
月
九
日
の
み
「
右
座
の
田
と
う
人
ヨ
リ
酒
肴
指

餅
口
明
ケ
有
り
」
と
記
さ
れ
頭
屋
の
祭
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
神
社
の
秋
祭
は
、
北
九
州
に
お
い
て
特
殊
な
も
の
な
の
で
は
な
く
、
旧
九
月

九

日
の
九
日
会
（
民
俗
語
彙
で
オ
ク
ン
チ
と
称
す
る
収
穫
祭
）
で
あ
り
、
当
地
で
は

「
国
地
」
（
く
に
ち
）
と
あ
て
て
い
る
。
田
楽
ー
流
鏑
馬
ー
神
楽
ー
相
撲
－
細
男
－
獅

子
舞
の
一
連
の
芸
能
構
成
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
掲
鼓
の

舞
の
成
立
は
わ
か
ら
な
い
が
、
み
く
じ
の
ふ
り
上
げ
男
山
は
や
は
り
男
山
八
幡
を
連

想

さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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神事芸能の細男について

三
　
諸

国
の
細
男

⇔
　
杵
築
社
の
細
男

　
一
一
世
紀
、
杵
築
大
社
国
造
は
国
衙
の
強
い
支
配
を
受
け
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に

国
衙
が
中
心
と
な
っ
て
そ
の
造
営
・
遷
宮
を
一
国
レ
ベ
ル
の
事
業
と
し
て
担
う
こ
と

　
　
　
（
2
3
1
）

で

も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
社
領
が
寄
進
さ
れ
て
い
き
、
「
出
雲
大
社
」
と
し
て
国

内
の
地
位
を
確
立
し
た
。
一
三
世
紀
頃
に
は
、
天
台
系
の
鰐
淵
寺
と
結
び
付
き
、
国

衙
に

と
っ
て
は
国
内
支
配
に
有
効
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
存

在

と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
す
で
に
平
安
末
期
よ
り
領
家
が
設
定
さ
れ
、
鎌
倉
期

の

全
般
に
わ
た

っ

て
、
国
造
家
と
本
家
・
領
家
・
幕
府
・
国
衙
（
在
庁
官
人
）
の
四

者
に
よ
っ
て
複
雑
な
政
治
過
程
が
生
み
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

　
一
宮
と
し
て
の
大
社
の
三
月
会
は
「
国
中
第
一
之
神
事
」
で
「
其
会
者
、
差
定
五

方
之
頭
人
之
内
、
左
右
相
撲
頭
井
舞
頭
、
是
三
方
者
為
国
中
地
頭
役
、
令
勤
仕
（
云

（4
3
1
）

々

）
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
大
規
模
な
神
事
や
造
営
・
遷
宮
の
事
業
は
国
造
家

と
そ
の
社
領
の
み
で
は
不
可
能
で
、
在
庁
官
人
が
引
き
募
る
免
田
（
国
衙
領
に
散

在
）
や
国
衙
機
構
を
通
し
て
賦
課
さ
れ
る
一
国
平
均
役
に
依
存
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
1
）

　
杵
築
大
社
に

は
、
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
仮
殿
遷
宮
、
久
安
元
年
（
一
一
四
五
）

　
　
（
鄭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

正
殿
遷
宮
の
康
治
・
久
安
の
遷
宮
と
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
正
殿
遷
宮
の
史
料
が

伝

え
ら
れ
て
お
り
、
両
遷
宮
と
も
に
芸
能
の
記
載
が
あ
る
。
康
治
遷
宮
の
場
合
、
当

日
に
舞
楽
、
翌
日
に
十
烈
・
走
馬
・
東
遊
・
競
馬
五
番
・
笠
懸
三
番
・
曲
舞
（
舞

楽
）
・
相
撲
一
〇
番
・
勝
負
舞
が
行
な
わ
れ
、
久
安
の
場
合
翌
日
に
東
遊
・
十
烈
・

競
馬
五
番
・
笠
懸
五
番
・
曲
舞
（
以
下
史
料
欠
）
が
演
ぜ
ら
れ
た
。

　
宝
治
二
年
一
〇
月
二
七
日
に
遷
宮
が
あ
り
、
翌
二
八
日
に
神
事
が
行
な
わ
れ
た
。

　
　
次
舞
人

十
人
預
御
馬
、
打
立
馬
庭
上
御
馬
也
、

次
東
遊
舞
人
＋
人
内
離
談

　

（中
略
）

加
陪
従
六
人
内
舘
虻
＝
M
国
掌
二
人

　

（中
略
）

次
競

馬
五
番

左
国
方
五
人
（
中
略
）

右
社
方
五
人

（中
略
）

次
花
女
　
社
家
御
子
役

次
村
細

男
　
郷
々
被
宛
　
伍
国
中
猿
楽
等
勤
仕
之

次

田
楽
　
　
郷
々
被
宛
　
乃
國
中
猿
楽
等
勤
仕
之

次
流
鏑
馬
十
五
番

　
一
番
在
国
司
（
中
略
）

　
二
番
守
護
所

（中
略
）

　

（中
略
）

（曲
力
）

次
典
舞

　

（中
略
）

次
相
撲
十
番
［
任
先
例
被
宛
於
郷
々
之
処
、
自
郷
々
令
雇
、
社
相
撲
一
向
令
勤
仕
之

　
留
守
所
分
　
一
人
　
細
工
所
別
当
分
　
一
人
　
在
国
司
一
人
（
以
下
一
七
郷
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略
す
）

　
　
次
陵
王
　
納
曽
利

　
郷
の
舗
設
の
も
と
国
衙
の
保
護
を
受
け
て
い
た
「
国
々
の
猿
楽
」
が
村
細
男
と
田

楽
を
演
じ
た
の
で
あ
り
、
国
衙
の
伶
人
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
「
村
細
男
」
の
表
記
が

反
映
し
て
い
る
。

⇔
　
諏
訪
社
の

細
男

　
中
世
に
お
け
る
信
州
諏
訪
社
で
は
、
三
月
の
寅
日
と
九
月
の
寅
又
は
申
日
を
祭
日

と
す
る
祭
は
、
国
司
使
い
の
参
向
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
の
在
地
系
神
事
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〕
1
）

は
様
相
を

異
に

し
官
察
の
性
質
を
も
ち
、
単
に
御
祭
と
称
す
国
司
祭
で
あ
る
。

　
当
日
は
国
司
の
使
い
で
あ
る
祭
使
が
在
庁
官
人
な
ど
を
率
い
て
神
社
に
参
向
し
、

祭
使
以
下
が
正
面
の
廊
に
着
座
し
、
神
物
（
神
馬
・
金
銀
・
絹
布
な
ど
）
を
奉
る
。

国
衙
側
の
四
人
が
池
廊
に
臨
ん
で
太
刀
を
抜
い
て
四
角
に
立
ち
曲
を
奏
で
る
。
次
に

在
庁
官
人
が
大
祝
に
奉
幣
し
、
大
祝
が
祭
使
と
対
座
し
て
盃
酌
す
る
。

　
鎌
倉
期
の
『
嘉
禎
記
』
と
南
北
朝
の
『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
で
は
以
上
の
次
第
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
］
1
）

か
わ
か

ら
ぬ
が
、
室
町
期
の
年
中
行
事
次
第
で
あ
る
『
年
内
神
事
次
第
旧
記
』
に
は

よ
り
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
一
春
秋
祭
二
使
殿
（
の
）
な
し
物
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
　
　
　
　
東

　
　
　
舞
人
十
人
、
八
乙
女
神
楽
男
に
十
三
人
、
田
楽
、
ほ
そ
男
、
あ
つ
ま
、
あ
ち

　
　
　
　
　
舞
　
　
次
第
二

　
　
　
ひ

の
ま
ひ
　
　
「
山
女
ヲ
抹
殺
シ
あ
ち
ひ
ト
ア
リ
」

　
　
　

（中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匝
）

　
　
一
御
幣
之
後
御
正
面
へ
御
参
あ
り
て
、
嚴
（
之
）
馬
、
毫
台
之
廻
（
を
）
一
ま
は
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
サ
リ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
十
烈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
烈

　
　
　
使

殿
馬
二
廻
（
州
）
烈
師
之
馬
三
廻
、
其
後
（
州
）
烈
師
乗
後
太
刀
舞
、
田
樂
、

　
　
　
細
　
　
　
　
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過

　
　
　
ほ

そ
男
、
あ
つ
ま
、
あ
ち
ひ
の
ま
い
、
御
子
（
之
）
舞
（
此
）
て
（
上
意
）
祝
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也

　
　
　
（
射
與
と
給
て
）
使
殿
（
と
）
御
対
面
有
て
、
騰
使
殿
ハ
蹄
り
給
（
ふ
）

　
宮
地
直
一
は
、
太
刀
舞
は
国
衙
よ
り
の
参
勤
の
舞
人
一
〇
人
が
演
じ
、
田
楽
・
ほ

そ
男
・
東
舞
・
阿
知
比
の
舞
は
舞
人
と
諏
訪
社
付
属
の
八
乙
女
・
神
楽
男
が
演
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
4
1
）

御
子
舞
は
奉
仕
の
巫
女
に
よ
る
も
の
と
解
釈
し
た
。
ほ
そ
男
は
国
衙
楽
所
付
属
の
一

〇

人
の
舞
人
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
1
）

　
　
⇔
　
若
狭
の
細
男

　
福
井
県

三
方
郡
三
方
町

田
井
の
多
由
比
神
社
の
祭
礼
は
四
月
一
八
日
で
田
井
野
、

河
内
、
田
立
、
世
久
津
、
伊
良
積
と
新
し
く
独
立
村
と
な
っ
た
成
立
の
六
ケ
村
を
氏

子

圏
と
す
る
。
現
在
で
は
こ
の
六
地
区
が
年
番
で
頭
宿
を
勤
め
る
が
、
別
に
こ
の
祭

礼
に
重
要
な
役
目
を
勤
め
る
神
役
が
あ
り
、
こ
れ
を
高
持
ち
の
家
二
四
軒
（
現
在
二

〇
軒
）
と
い
う
。
高
持
ち
の
家
は
六
地
区
に
散
在
し
て
お
り
、
神
事
芸
能
の
王
の
舞
、

獅
子
舞
、
田
楽
、
エ
ッ
サ
カ
エ
ッ
ト
、
大
御
幣
を
勤
め
る
。
エ
ッ
サ
カ
エ
ッ
ト
は
世

久

津
の
み
の
伝
承
で
、
神
役
四
軒
が
二
組
に
分
か
れ
て
交
替
し
て
勤
め
る
。
烏
帽

子
・
白
丁
の
二
人
が
白
衣
で
顔
を
覆
い
、
相
対
し
て
膝
立
、
そ
の
間
に
侍
烏
帽
子
・

素
襖
の
一
人
が
鼓
を
打
つ
。
エ
ッ
サ
カ
エ
ッ
ト
と
い
う
呼
称
は
、
こ
の
鼓
役
が
口
中

で
唱

え
る
「
エ
ッ
サ
カ
エ
ッ
ト
　
京
の
上
の
吉
田
の
姫
小
松
朝
日
が
さ
し
て
か
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
1
・
）

え
」
と
い
う
文
句
に
よ
る
も
の
と
い
い
、
山
路
興
造
は
こ
れ
を
細
男
と
比
定
し
、
橋

本
裕
之
は
こ
の
エ
ッ
カ
サ
エ
ッ
ト
は
京
都
賀
茂
か
ら
き
た
も
の
だ
と
い
う
伝
承
を
聞

　
　
　
　
（
3
4
1
）

き
出
し
て
い
る
。
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⑳

　
　
　
　
　
　
　
（
‘
4
1
）

草
津
市
下
笠
の
細
男
座

　
滋

賀
県
草
津
市
下
笠
に
は
老
杉
神
社
を
中
心
と
し
て
、
殿
村
・
細
男
村
・
王
之

村
・
獅
子
村
・
鉾
之
村
・
天
王
村
・
十
禅
師
村
・
今
村
と
い
っ
た
何
々
村
と
い
う
宮

神事芸能の細男について

　　　　　表　中世と現代の春祭（伊藤久之「草津の宮座と祭礼」より抜粋）

容

現行の春祭
月日行事1内容

文安4年「神事記録」

月副行　事1内
土盛壇

閲びき

砂持ち・しんこ

作・人形作

お馬神

お馬神・神輿など

お旅所（夷社）へ

渡御

さんやれ踊

次の村へ神事荷受

渡し

お地盤つき

お馬神きめ

準　備

お馬神社参

かくれまい

り

大　祭

注連あげ

5
　
　
　
　
7

2
1
2
　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
3

／

／

／
　
　
／
　
　
／
　
　
／

3
　
4
占
　
4
占
　
　
　
5
　
　
　
　
5
　
　
　
　
5

5／4

湯取・エヒス舞

7日1度宛の祓
菖〆

獅子

走　馬

大　幣

獅子・田楽・刀玉

〆上げ・蟹舞

榊持事

馬上殿上笠

天神御参

夜　宮

（本　祭）

馬上殿行事

御　行

夷御前

還　御

（後　日）

翁シメ上

2／1

3／1

3／2

3／3

3／4

3／5

座
組
織
が
あ
り
、
全
体
を
総
称
し
て
「
八
村
」
と
い
い
、
二
月
の
「
お
こ
な
い
」
、

五
月
の
大
祭
「
お
馬
の
か
み
」
、
秋
の
「
そ
う
も
く
」
な
ど
を
営
ん
で
い
る
。
宮
座

の
こ

と
を
村
と
い
う
が
、
座
名
は
地
域
区
分
と
し
て
の
村
と
は
全
く
関
係
な
く
、
座

の

構
成
員
は
下
笠
町
内
の
各
小
字
に
分
散
し
て
い
る
。

　
座
衆
は

「
仲
間
」
と
よ
ば
れ
、
古
く
は
も
ろ
と
と
い
っ
た
。
家
ご
と
に
世
襲
的
に

所
属
す

る
村
が
決
ま
っ
て
お
り
、
仲
間
の
名
簿
で
あ
る
「
顔
付
」
に
記
載
さ
れ
、
こ

の

台
帳
を
も
と
に
し
て
諸
費
用
の
分
担
が
な
さ
れ
、
年
長
順
に
役
割
が
決
ま
る
。
上

六
人
を

六
人
衆
、
上
席
を
老
長
、
次
席
を
脇
長
、
三
席
を
の
ぞ
き
と
い
う
。
老
長
は

八
年
に

一
度
ま
わ
る
「
お
こ
な
い
」
の
頭
屋
を
勤
め
、
五
月
の
大
祭
を
勤
め
る
と
、

五
月
四
日
の
「
注
連
上
げ
」
で
次
の
村
へ
神
事
道
具
を
送
り
、
老
長
の
役
も
退
く
。

脇
長
が

老
長

と
な
り
、
次
の
八
年
目
の
役
が
回
る
ま
で
の
間
を
勤
め
る
。

　
表

は
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
「
三
月
三
日
御
祭
礼
」
（
『
老
杉
神
社
文
書
』
「
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
1
）

事
記
録
」
）
と
現
代
の
習
俗
に
よ
り
伊
東
久
之
が
作
成
し
た
年
中
行
事
対
応
表
よ
り
春

祭
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
天
王
村
は
牛
頭
天
王
の

神
輿
の
昇
き
手
を
出
す
村
、
十
禅
師
は
十
禅
師
社
の
神
輿

の

昇
き
手
を
出
す
村
、
細
男
村
・
王
之
村
・
獅
子
村
は
現
在
は
芸
能
の
悌
は
と
ど
め

て

い

な
い
が
、
か
つ
て
は
細
男
・
王
の
舞
・
獅
子
を
出
し
た
村
で
あ
ろ
う
。

　
下
笠

町
・
上
笠
町
一
帯
に
比
定
さ
れ
て
い
る
笠
庄
は
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
1
）

は
足
利
尊
氏
が

下
笠

郷
の
地
頭
職
な
ど
を
坂
本
日
吉
社
に
寄
進
し
て
い
る
。
神
社
に

伝
来
し
て
い
る
「
社
記
」
に
は
天
王
を
改
宗
し
て
正
一
位
大
明
神
に
な
っ
た
こ
と
が

記

さ
れ
、
同
じ
く
神
社
伝
来
の
吉
田
神
道
に
よ
る
宗
源
宣
旨
二
通
に
は
天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
に
お
け
る
天
王
、
十
禅
師
よ
り
正
一
位
大
明
神
へ
の
改
宗
が
記
さ
れ
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（
瑠
）

て

い

る
。
　
一
連
の
芸
能
構
成
は
日
吉
社
領
に
な
っ
て
以
降
に
、
日
吉
社
型
祭
祀
形
態

と
し
て
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
「
お
馬
の
神
」
（
中
世
神
事
記
録
の
馬
上
殿
）

は

日
吉
社
の
神
事
頭
役
の
馬
上
役
か
ら
き
た
も
の
で
、
頭
人
が
稚
児
を
だ
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
祭
は
、
御
旅
所
の
夷
御
前
に
お
け
る
神
幸
、
芸
能
が
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ

る
。
『
神
事
記
録
』
応
永
一
二
年
（
一
四
〇
五
）
の
箇
所
で
は
、
夷
社
前
で
は
獅
子

舞
、
田
楽
の
刀
玉
が
演
ぜ
ら
れ
た
。
夷
子
社
は
も
と
そ
の
御
神
体
が
洪
水
の
際
夷
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
1
）

川
を
流
れ
て
き
た
の
を
拾
い
上
げ
て
祀
っ
た
も
の
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
暦
応
元
年

（
一
三
八

九
）
二
月
二
五
日
の
日
付
が
あ
る
『
神
事
記
録
』
に
は
夷
御
前
に
奉
納
す

る
轡
舞
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
え
び
す
舞
で
、
夷
御
前
に
奉
納
す
る
備
偏
戯
が
細

男
で
は
な
か
っ
た
か
。
日
吉
社
末
社
に
は
か
つ
て
百
太
夫
社
が
あ
り
、
偲
偏
集
団
の

拠
点

と
し
て
の
痕
跡
が
あ
る
。
『
近
江
與
地
志
略
』
に
よ
る
と
、
大
津
四
宮
（
現
天

孫
神

社
）
の
九
月
一
〇
日
の
祭
礼
に
は
佃
錨
が
芝
居
を
構
え
、
種
々
の
木
偶
人
を
の

せ
た

山
や
鉾
が
出
、
車
に
て
ひ
き
肩
に
担
い
だ
と
あ
る
。
下
笠
の
偲
偏
舞
は
田
楽
・

獅
子
舞
・
王
の
舞
・
競
馬
と
い
う
芸
能
や
祭
祀
形
態
と
と
も
に
日
吉
社
よ
り
伝
播
し

た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

り
に
ー
細
男
伝
播
の
一
試
論
1

　
人

間
の
芸
細
男
は
奈
良
・
京
都
の
大
寺
社
に
お
け
る
芸
能
構
成
の
一
つ
と
し
て
成

立

し
た
。
『
東
大
寺
要
録
』
で
は
九
世
紀
末
、
　
一
一
世
紀
の
京
の
御
霊
会
に
み
ら
れ
、

一
二
世
紀
に

は

白
面
覆
と
鼓
の
細
男
が
確
認
で
き
る
。
東
大
寺
転
害
会
や
春
日
若
宮

鍵
　
　
　
繊
灘
　
．
　

　
・
　
　
　
　
　
－
込
謬
∨
嚢
∨
・
甜
澄
難
猟
舞
楼
雀
箋
　
穴
ー

鑛

　
　
離
ー
纐
籔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蚊
薦
ぴ
ち
・
含
〆
・

灘
懸
、
　
　
　
　
　
薫
饗

灘

図11神像　神功皇后（右）クグツヒメ（左）（八幡古表神社蔵）

祭
礼
の
江
戸
時
代
の
絵
画
に
も
白

面
覆
と
鼓
の
細
男
が
み
え
る
が
、

そ

れ
が

平
安
期

よ
り
一
貫
し
た
も

の

で
は
な

い

こ
と
は
春
日
細
男
の

詞
章
が

八
幡
系
に
な
っ
て
い
る
の

を

み
て

も
わ
か
る
。
中
世
の
法
隆

寺
へ
は
南
都
の
伶
人
が
伝
え
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。
宇
治
田
原
や
奈

良
宇
陀
郡
水
分
惣
社
の
遷
宮
神
幸

　
（
9
4
1
）

の

細

男
も
大
和
よ
り
の
伝
播
と
捉

え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
宇
佐
八
幡
宮
放
生
会
に

は
、
元

冠
以

後
、
人
間
芸
の
細
男
が
伝
播

し
神
話
的
に
意
味
付
け
ら
れ
た
。
柞
原
八
幡
な
ど
の
細
男
は
宇
佐
の
伝
播
で
あ
り
、

阿
蘇
に
は
細
男
の
名
称
の
み
が
伝
播
し
た
。

　
一
方
、
石
清
水
八
幡
宮
を
中
心
に
鎌
倉
期
に
は
偲
錨
戯
の
細
男
が
確
認
で
き
る
。

そ

れ
は
多
武
峰
に
伝
播
し
た
。
宇
佐
や
柞
原
八
幡
の
細
男
は
偲
錨
戯
で
は
な
い
が
、

宇
佐
の
偲
偏
や
細
男
は
百
太
夫
を
祀
り
、
柞
原
八
幡
で
は
善
神
王
や
武
内
大
神
が
偲

偶
の

神
で
あ
ろ
う
。
細
男
と
偲
偲
と
は
不
可
分
の
関
係
が
あ
り
、
人
間
芸
の
細
男
舞

は
偲
偏

神
を
和
ま
せ
る
深
層
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
宇
佐
の
放
生
会
頓

宮
に
お
け
る
夷
社
や
柞
原
八
幡
の
浜
殿
に
お
け
る
善
神
王
や
武
内
大
神
は
、
放
生
会

に
立

つ
市
・
市
神
と
し
て
の
夷
・
夷
を
斎
く
偲
偏
の
問
題
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
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神事芸能の細男について

い
の

で

あ
る
が
、
本
稿
で
は
扱
う
余
裕
が
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
5
］
）

　
ま
た
、
江
戸
時
代
の
『
日
吉
山
王
現
知
新
記
』
に
は
近
江
日
吉
社
の
末
社
百
太
夫

社
が

牛
御
子
の
隣
に
記
さ
れ
、
「
俗
形
、
率
牛
與
牛
御
子
相
殿
、
」
と
あ
り
、
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
1
）

八
幡
古
表
神
社
の
鎌
倉
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
虚
空
津
比
売
神
（
く
ぐ
つ
ひ
め
）
図

1
1
と
同
じ
図
像
で
あ
る
。
日
吉
社
に
も
夷
を
奉
じ
る
偲
偏
集
団
の
拠
点
が
想
定
さ
れ
、

下
笠
の

細
男
は
そ
の
伝
播
で
あ
ろ
う
。

諏
訪
社
・
大
鳥
社
の
細
男
は
一
宮
・
国
衙
祭
祀
形
態
に
お
い
て
、
国
衙
楽
所
に
所

属

し
た
職
能
芸
能
者
に
よ
る
細
男
で
あ
ろ
う
。
出
雲
の
村
細
男
は
石
清
水
八
幡
宮
の

村
細
男
、
柞
原
八
幡
の
村
、
『
春
日
若
宮
祭
禮
記
』
保
延
二
年
の
村
、
阿
蘇
の
村
の

舞

と
同
じ
く
、
大
寺
社
の
法
会
・
祭
礼
に
参
加
す
る
「
国
々
の
芸
能
者
」
で
は
な
く
、

在
地
の

頭
役
舗
設
に

よ
る
寺
社
付
属
の
芸
能
者
な
ど
で
あ
ろ
う
。
村
1
1
細
男
な
の
で

は
な

く
、
舗
設
者
や
演
者
に
よ
る
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
山
路
興
造
・
橋
本
裕
之
・
清
水
洋
史
氏
に
は
多
大
な
る
学
恩

を
受
け
た
。
末
筆
な
が
ら
、
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
『
日
本
思
想
大
系
一
〇
社
寺
縁
起
』
一
九
七
五
年
。

（
2
）
　
「
偶
人
信
仰
の
民
俗
化
鼓
び
に
伝
説
化
せ
る
道
」
『
古
代
研
究
・
民
俗
学
編
二
』
一
九

　
　
三
〇
年
、
一
〇
五
五
頁
。

（
3
）
　
倉
林
正
次
「
神
楽
歌
」
『
日
本
の
古
典
芸
能
一
神
楽
』
一
九
六
九
年
。

（
4
）
　
御
神
楽
の
人
長
の
名
乗
り
の
な
か
で
、
人
長
は
近
衛
府
の
長
官
と
男
山
八
幡
惣
検
校

　
　
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
石
清
水
は
御
神
楽
の
源
流
で
も
あ
り
、
『
磯
良
崎
』

　
　
に
お
い
て
人
長
が
採
り
物
の
前
に
阿
知
米
、
つ
ま
り
阿
曇
磯
良
神
を
呼
出
し
神
楽
を
奉

　
　
仕
さ
せ
、
採
り
物
の
後
に
才
男
を
呼
び
出
し
滑
稽
態
を
さ
せ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
石

　
　
清
水
八
幡
宮
の
祭
に
は
偲
偏
の
細
男
も
出
る
。
こ
こ
か
ら
、
御
神
楽
才
男
ー
磯
良
ー
海

　
　
部
ー
細
男
と
イ
メ
ー
ジ
が
連
鎖
し
た
の
で
は
な
い
か
。

（
5
）
　
「
さ
い
の
を
抄
」
『
古
代
祭
祀
と
文
学
』
一
九
六
六
年
。

（
6
）
　
「
安
曇
磯
良
」
『
神
道
史
研
究
』
五
－
八
、
　
一
九
五
七
年
。
「
安
曇
磯
良
続
編
（
上

　
　
中
．
下
）
」
『
國
学
院
雑
誌
』
六
一
巻
ー
五
、
六
、
八
・
九
合
併
号
、
一
九
六
〇
年
。

（
7
）
　
『
神
道
芸
能
の
源
流
』
　
一
九
八
八
年
。

（
8
）
　
「
春
日
若
宮
御
祭
細
男
の
歴
史
」
『
春
日
田
楽
・
細
男
調
査
報
告
』
一
九
七
六
年
。

（
9
）
　
『
日
本
思
想
大
系
二
三
古
代
中
世
藝
術
論
』
一
九
七
三
年
所
収
。

（
1
0
）
　
『
改
定
日
本
の
人
形
芝
居
』
一
九
七
四
年
。

（
H
）
　
「
細
男
と
才
人
白
丁
」
『
遊
女
の
歴
史
』
一
九
六
五
年
。

（
1
2
）
　
『
人
形
劇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
　
一
九
六
三
年
。

（
1
3
）
　
『
日
本
演
劇
史
』
一
九
六
三
年
。

（
1
4
）
　
「
八
幡
縁
起
と
中
世
日
本
紀
ー
『
百
合
若
大
臣
』
の
世
界
か
ら
ー
」
『
現
代
思
想
』
二

　
　
〇
巻
四
号
、
一
九
九
二
年
。

（
1
5
）
前
掲
（
8
）
論
文
。

（
1
6
）
　
「
田
楽
の
分
布
と
特
色
」
『
京
都
の
田
楽
調
査
報
告
書
』
一
九
七
八
年
。

（
1
7
）
　
河
音
能
平
「
王
土
思
想
と
神
仏
習
合
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
四
巻
、
　
一
九
七
六

　
　
年
。
伊
藤
清
郎
「
中
世
前
期
に
お
け
る
石
清
水
八
幡
宮
の
権
力
と
機
構
」
『
文
化
』
四

　
　
〇
1
一
．
二
合
併
号
、
一
九
七
六
年
。
同
氏
「
中
世
国
家
と
八
幡
宮
放
生
会
」
『
文
化
』

　
　
四
一
ー
↓
・
二
合
併
号
、
↓
九
七
七
年
。
同
氏
「
石
清
水
放
生
会
の
国
家
的
位
置
に
つ

　
　
い
て
の
一
考
察
」
『
日
本
史
研
究
』
］
八
八
号
、
一
九
七
八
年
。

（
1
8
）
　
「
小
山
田
文
書
」
八
三
号
『
大
分
縣
史
料
』
七
、
一
九
五
三
年
。

（
1
9
）
　
「
宇
佐
放
生
会
に
つ
い
て
」
『
中
世
日
本
文
化
の
形
成
ー
神
話
と
歴
史
叙
述
ー
』
一
九

　
　
八
一
年
。

（
2
0
）
　
前
掲
（
1
3
）
。

（
2
1
）
　
手
掻
会
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
和
田
義
昭
「
東
大
寺
鎮
守
八
幡
宮
手
掻
会
に
つ
い

　
　

て
」
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
一
九
七
〇
年
。
藤
沢
彰
「
東
大
寺
八
幡
宮
の
社
殿
と
祭

　
　
儀
－
神
社
祭
祀
施
設
と
し
て
の
門
に
関
す
る
研
究
1
」
『
建
築
史
学
』
九
号
、
　
一
九
八

　
　
七
年
。
武
居
由
美
子
「
中
世
に
お
け
る
東
大
寺
郷
民
の
成
長
と
祭
礼
」
『
年
報
中
世
史

　
　
研
究
』
一
六
号
、
　
一
九
九
↓
年
を
参
照
し
た
。

（
2
2
）
　
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
二
巻
田
楽
・
猿
楽
』
一
九
七
四
年
。

（
2
3
）
　
同
右
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
2
4
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
東
大
寺
叢
書
第
一
』
一
九
一
五
年
。
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（
2
5
）
　
藤
沢
に
よ
る
と
絵
巻
第
一
巻
は
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）

　
　
「
東
大
寺
八
幡
転
害
会
記
」
と
同
じ
原
本
に
よ
る
写
し
で
あ
る
。
細
男
が
描
か
れ
て
い

　
　

る
巻
三
は
、
延
興
が
諸
本
を
校
合
し
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
細
男
の
様
子
は
文

　
　

明
以
降
中
世
の
細
男
を
描
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
2
6
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
十
三
春
日
』
　
九
八
五
年
に
お
け
る
永
島
福
太
郎
の
註
に
よ
る
。

（
2
7
）
　
笹
田
治
人
編
「
内
閣
文
庫
所
蔵
本
興
福
寺
年
中
行
事
（
三
）
」
『
大
和
文
化
研
究
』
一

　
　

九
六
七
年
一
〇
月
号
。

（
2
8
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
十
三
春
日
』
一
九
八
五
年
。

（
2
9
）
　
広
瀬
義
雄
「
細
男
の
由
緒
」
『
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
神
事
芸
能
』
一
九
八
二
年
。

（
3
0
）
　
井
浦
芳
信
前
掲
『
日
本
演
劇
史
』
よ
り
引
用
。
清
水
洋
史
氏
が
広
瀬
家
に
詞
章
の
伝

　
　

来
を
確
認
し
て
い
る
。

（
3
1
）
　
広
瀬
前
掲
書
。

（
3
2
）
　
『
改
訂
天
理
市
史
史
料
編
第
二
巻
』
一
九
七
七
年
。

（
3
3
）
　
同
右
。

（
3
4
）
　
「
細
男
装
束
料
願
書
写
」
『
細
男
雑
用
費
増
加
願
書
写
』
、
前
掲
『
改
訂
天
理
市
史
史

　
　
料
編
第
二
巻
』
所
収
。

（
3
5
）
　
『
改
訂
天
理
市
史
史
料
編
』
第
二
巻
。

（
3
6
）
　
同
右
。

（
3
7
）
　
『
奈
良
県
の
地
名
』
一
九
八
一
年
。

（
3
8
）
　
『
能
楽
資
料
集
成
』
に
翻
刻
。

（
3
9
）
　
「
狂
言
以
前
ー
モ
ド
キ
・
進
行
・
閲
入
ー
」
『
文
学
』
一
九
八
三
年
七
月
号
。

（
4
0
）
　
「
神
事
猿
楽
一
面
ー
猿
楽
の
介
入
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
國
学
院
雑
誌
』
八
五
－
一
一
、

　
　
一
九
八
四
年
二
月
号
。

（
4
1
）
　
同
右
。

（
4
2
）
　
同
右
。

（
4
3
）
　
平
安
遺
文
二
一
八
号
「
和
泉
國
大
鳥
神
社
流
記
帳
」
（
大
鳥
大
明
神
文
書
）
。

（
4
4
）
　
大
阪
府
編
『
大
阪
府
官
幣
社
現
行
特
殊
神
事
』
一
九
三
〇
年
。

（
4
5
）
　
堀
池
春
峰
「
中
世
（
一
）
郷
村
の
成
立
と
そ
の
生
活
」
『
斑
鳩
町
史
』
（
本
編
）
一
九
七

　
　
九
年
。

（
4
6
）
同
右
。

（
4
7
）
　
『
法
隆
寺
史
料
集
成
』
六
、
七
巻
、
一
九
八
四
、
五
年
。

（
4
8
）
　
『
斑
鳩
町
史
』
（
本
編
）
　
九
七
九
年
。

（
4
9
）
　
同
右
及
び
『
奈
良
県
の
地
名
』
一
九
八
一
年
。

（

5
0
）
同
右
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
5
1
）
　
同
右
。

（
5
2
）
　
宇
治
田
原
三
社
祭
の
記
述
は
、
井
上
頼
寿
『
京
都
古
習
誌
』
一
九
四
三
年
。
伊
藤
久

　
　
之

「
宇
治

田
原
三
社
祭
の
芸
能
」
『
京
都
の
田
楽
調
査
報
告
書
』
一
九
七
八
年
。
『
京
都

　
　
府
の

地
名
』
　
一
九
八
一
年
。
筆
者
見
学
に
よ
る
。

（
5
3
）
　
伊
藤
久
之
前
掲
「
宇
治
田
原
三
社
祭
の
芸
能
」
。

（
5
4
）
　
前
掲
『
京
都
古
習
誌
』
。

（
5
5
）
　
同
右
。

（
5
6
）
　
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
二
巻
田
楽
・
猿
楽
』
一
九
七
四
年
。

（
5
7
）
　
『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
四
年
中
行
事
服
忌
社
参
』
一
九
七
三
年
所
収
。

（
5
8
）
　
大
山
崎
神
人
に
関
し
て
は
田
端
康
子
「
中
世
の
大
山
崎
」
『
大
山
崎
町
史
』
本
文
編
、

　
　
一
九
八
三
年
参
照
。

（
5
9
）
　
『
日
本
思
想
大
系
二
〇
社
寺
縁
起
』
　
｛
九
七
五
年
。

（
6
0
）
　
『
島
本
町
史
史
料
編
』
一
九
七
六
年
。

（
6
1
）
　
同
右
。

（
6
2
）
「
秋
祭
記
録
古
式
乃
美
天
倶
楽
」
大
正
六
年
（
一
九
「
七
）
。

（
6
3
）
　
「
談
山
神
社
嘉
吉
祭
神
撰
『
百
味
の
御
食
』
に
つ
い
て
の
研
究
（
上
）
・
（
下
）
」
『
日
本

　
　
民
俗
学
』
一
八
一
・
一
八
二
号
、
一
九
九
〇
年
。

（
6
4
）
『
神
饅
』
一
九
八
一
年
。

（
6
5
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
五
大
和
国
』
一
九
八
七
年
。

（
6
6
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
四
十
七
宇
佐
』
　
一
九
八
九
年
。

（
6
7
）
　
『
日
本
祭
礼
行
事
集
成
』
四
巻
、
一
九
七
一
年
。

（
6
8
）
託
宣
集
の
引
用
は
古
代
学
協
会
編
『
史
料
拾
遺
』
一
・
二
巻
、
一
九
六
六
、
七
年
に

　
　
よ
る
。

（
6
9
）
　
「
宇
佐
八
幡
宮
放
生
会
の
偲
偏
戯
再
考
」
『
芸
能
』
一
九
八
八
年
六
月
号
。

（
7
0
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
四
十
七
宇
佐
』
一
九
八
九
年
。

（
7
1
）
　
『
大
分
縣
史
料
』
二
、
一
九
五
九
年
。

（
7
2
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
四
十
七
宇
佐
』
一
九
八
九
年
。

（
7
3
）
　
「
小
山
田
文
書
」
八
三
号
『
大
分
縣
史
料
』
七
、
一
九
五
三
年
。

（
7
4
）
　
「
到
津
文
書
」
二
五
六
号
『
大
分
縣
史
料
』
一
、
一
九
六
〇
年
。

（
7
5
）
　
「
永
弘
文
書
」
二
一
五
八
号
『
大
分
縣
史
料
』
六
、
一
九
五
八
年
。
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（
7
6
）
　
「
小
山
田
文
書
」
二
〇
二
号
『
大
分
縣
史
料
』
七
、
一
九
五
三
年
。

（
7
7
）
　
明
治
初
年
成
立
。
中
山
重
記
「
宇
佐
宮
細
男
考
」
『
豊
日
史
学
』
四
〇
1
一
・
二
・

　
　
三
合
併
号
、
一
九
七
三
年
よ
り
引
用
。

（
7
8
）
　
到
津
公
（
～
一
七
五
六
年
）
筆
、
中
村
公
俊
氏
所
蔵
。
一
部
が
『
神
道
大
系
神
社
編

　
　
四

十
七
宇
佐
』
や
入
江
英
親
『
宇
佐
八
幡
の
祭
と
民
俗
』
一
九
七
五
年
に
収
録
。

（
7
9
）
　
中
山
重
記
前
掲
論
文
を
参
照
と
し
た
。

（
8
0
）
　
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
成
立
。
中
山
論
文
よ
り
引
用
。

（
8
1
）
　
「
益
永
政
所
惣
検
校
宇
佐
宿
祢
光
輔
忠
輔
日
記
」
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
条
。
中

　
　
山
論
文
よ
り
引
用
。

（
8
2
）
　
前
掲
「
宇
佐
八
幡
宮
放
生
会
の
偲
偏
戯
再
考
」
。

（
8
3
）
　
同
右
。

（
8
4
）
　
「
益
永
文
書
」
六
〇
号
「
宇
佐
宮
御
造
営
並
御
神
領
覚
書
」
『
大
分
縣
史
料
』
二
九
、

　
　
一
九
七
七
年
。

（
8
5
）
　
「
益
永
文
書
」
六
六
号
「
宇
佐
宮
一
殿
御
造
営
並
御
遷
宮
次
第
写
」
『
大
分
縣
史
料
』

　
　
二
九
、
一
九
七
七
年
。

（
8
6
）
　
同
右
。

（
8
7
）
　
「
宇
佐
宮
立
柱
上
棟
儀
式
次
第
案
」
「
小
山
田
文
書
」
一
五
八
号
『
大
分
縣
史
料
』
七
、

　
　
一
九
五
三
年
。

（
8
8
）
　
山
路
興
造
前
掲
論
文
。

（
8
9
）
　
「
こ
ん
て
い
所
」
『
年
内
神
事
次
第
旧
記
』
三
月
廻
湛
神
事
。
『
年
中
神
事
次
第
』
で

　
　
は

「
健
児
所
」
「
児
侍
所
」
。

（
9
0
）
　
『
香
取
文
書
纂
』
録
司
代
家
文
書
、
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
「
覚
書
」
に
「
こ
ん

　
　
て

い
所
」
。

（
9
1
）
　
『
税
所
文
書
』
の
「
健
児
所
」
伊
藤
富
雄
「
『
年
内
神
事
次
第
旧
記
』
釈
義
」
一
九
七

　
　
九
年
参
照
。

（
9
2
）
　
阿
部
泰
郎
前
掲
論
文
参
照
。

（
9
3
）
渡
辺
雄
二
「
九
州
の
八
幡
縁
起
絵
」
『
佛
教
藝
術
』
一
八
一
、
一
九
八
八
年
に
も
指

　
　
摘
が
あ
る
。

（
9
4
）
　
例
え
ぽ
萩
原
龍
夫
「
神
祇
思
想
の
展
開
と
神
社
縁
起
」
前
掲
『
寺
社
縁
起
』
所
収
を

　
　
参
照
。

（
9
5
）
　
例
え
ば
焼
失
し
た
石
清
水
本
。
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
足
利
義
教
の
奉
納
。

（
9
6
）
　
西
田
長
男
は
宇
佐
放
生
会
の
細
男
を
神
功
皇
后
の
新
羅
征
伐
の
説
話
に
基
づ
い
て
案

　
　
出
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
（
前
掲
「
安
曇
磯
良
続
編
（
下
）
」
）

（
9
7
）
　
渡
辺
雄
二
前
掲
論
文
参
照
。

（
9
8
）
　
前
掲
論
文
及
び
「
伎
楽
・
舞
楽
の
地
方
伝
播
」
『
民
俗
芸
能
研
究
』
一
号
、
一
九
八

　
　
五
年
を

参
照
。
宇
佐
宮
楽
所
に
つ
い
て
は
中
野
幡
能
「
雅
楽
と
楽
所
」
『
八
幡
信
仰
史

　
　
の

研
究

（増
補
版
）
』
（
上
）
一
九
七
五
年
参
照
。

（
9
9
）
　
前
掲
「
宇
佐
八
幡
宮
放
生
会
の
偲
偏
戯
再
考
」
。

（
0
0
1
）
　
前
掲
中
山
論
文
が
指
摘
。

（
1
0
1
）
　
「
祢
宜
太
夫
兼
伶
人
大
神
朝
臣
北
崎
道
代
書
上
帳
」
、
中
山
論
文
よ
り
引
用
。

（
2
0
1
）
　
中
山
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
社
人
菅
原
姓
小
野
但
丸
書
上
帳
」
（
明
治
三

　
　
五
年
）
所
収
の
宇
佐
宮
関
係
文
書
に
は
禰
宜
大
夫
に
よ
る
支
配
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
　
放
生
会

と
市
神
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
会
式
参
照
。

　
　
　
こ
の
記
述
は
西
田
長
男
前
掲
論
文
と
『
大
分
市
史
』
下
巻
「
民
俗
志
」
に
よ
っ
た
。

　
　
　
前
掲

『
大
分
市
史
』
下
巻
「
民
俗
志
」
。

　
　
　
同
右
よ
り
引
用
。

　
　
　
同
右
。

（（（（（（（（（（（（（（（（（（120　119　118　117　116　115　114　113　正12　111　110　109　108　107　1G6　105　104　103

））））））））））））））））））

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
異
国
征
伐
」
、
大
分
県
筑
紫
郡
岩
戸
村

　
　
岩
戸
神
楽
「
磯
良
」
、
大
分
県
企
救
郡
小
倉
篠
崎
八
幡
の
神
楽
「
三
韓
征
伐
」
な
ど
。

（
1
2
1
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
五
十
阿
蘇
・
彦
山
』
一
九
八
七
年
。

（
2
2
1
）
同
右
。

（
3
2
1
）
　
「
中
世
藝
能
座
の
成
立
」
『
中
世
藝
能
史
の
研
究
』
一
九
六
〇
年
。

「柞
原
八
幡
宮
文
書
」
五
二
号
『
大
分
縣
史
料
』
九
、
一
九
五
六
年
。

「
柞
原

八
幡
宮
文
書
」
五
三
号
『
大
分
縣
史
料
』
九
、
一
九
五
六
年
。

「
柞
原
八
幡
宮
文
書
」
六
六
号
『
大
分
縣
史
料
』
九
、
一
九
五
六
年
。

「
柞
原
八
幡
宮
文
書
」
九
八
号
『
大
分
縣
史
料
』
九
、
一
九
五
六
年
。

「
柞
原
八
幡
宮
文
書
」
五
六
号
『
大
分
縣
史
料
』
九
、
一
九
五
六
年
。

「
柞
原
八
幡
宮
文
書
」
九
六
号
『
大
分
縣
史
料
』
九
、
一
九
五
六
年
。

「柞
原
八
幡
宮
文
書
」
二
一
六
号
『
大
分
縣
史
料
』
九
、
一
九
五
六
年
。

『

日
本
祭
礼
行
事
集
成
』
二
巻
、
一
九
六
九
年
。

同
右
。

「
細
男
を
め
ぐ
っ
て
」
『
専
修
国
文
』
四
六
、
一
九
九
〇
年
。

西
田
長
男
前
掲
論
文
。

同
右
指
摘
の
福
岡
県
宇
美
八
幡
神
楽
座
の
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（
4
2
1
）
　
「
中
世
の
村
田
楽
」
『
神
々
と
村
落
』
一
九
七
八
年
。

（
5
2
1
）
　
折
口
が
前
述
論
文
で
言
及
し
て
以
来
、
弟
子
も
海
部
芸
能
論
の
根
拠
地
と
す
る
。

（
6
2
1
）
儀
礼
の
記
述
に
関
し
て
は
、
三
宅
安
太
郎
・
上
野
正
澄
・
筑
紫
曲
豆
「
現
況
報
告
編
」

　
　
『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
第
二
十
四
集
志
賀
海
神
社
祭
事
資
料
集
』
一
九
六
二
年
に

　
　
よ
っ
た
。

（
7
2
1
）
　
同
右
。

（
8
2
1
）
　
同
右
「
概
説
文
献
編
」
所
収
。

（
9
2
1
）
　
同
右
「
参
考
文
献
編
」
所
収
。

（
……
）　
同
右
。

（
1
3
1
）
　
同
右
。

（
2
3
1
）
　
中
世
杵
築
社
に
つ
い
て
は
井
上
寛
司
「
中
世
出
雲
一
宮
杵
築
大
社
と
荘
園
領
支
配
」

　
　
『
日
本
史
研
究
』
二
一
四
号
、
一
九
八
〇
年
及
び
松
園
斉
「
出
雲
国
造
家
の
記
録
譲
状

　
　
作
成
の

歴
史
的
背
景
」
九
州
大
学
国
史
学
研
究
室
編
『
古
代
中
世
史
論
集
』
一
九
九
〇

　
　
年
を

参
照
。

（
3
3
1
）
宝
治
元
年
（
一
二
七
四
）
「
杵
築
社
神
官
等
解
」
『
鰐
淵
寺
文
書
』
『
鎌
倉
遺
文
』
六

　
　
八
九
四
号
。

（
4
3
1
）
　
同
右
。

（
5
3
1
）
　
「
造
営
遷
宮
日
記
注
進
」
『
出
雲
国
造
家
文
書
』
一
五
号
。

（
6
3
1
）
　
同
右
。

（
7
3
1
）
　
「
造
営
所
遷
宮
注
進
」
『
出
雲
国
造
家
文
書
』
一
六
号
。

（
8
3
1
）
　
宮
地
直
一
『
諏
訪
史
第
二
巻
後
編
』
一
九
三
七
年
。

（
9
3
1
）
　
『
諏
訪
史
料
叢
書
』
第
一
巻
、
一
九
二
五
年
所
収
。

（
0
4
1
）
　
前
掲
書
。

（
1
4
1
）
　
山
路
興
造
「
荘
園
鎮
守
社
に
お
け
る
祭
祀
と
芸
能
ー
若
狭
三
方
郡
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
『
藝
能
史
研
究
』
六
〇
号
、
一
九
七
八
年
、
及
び
朝
比
奈
威
夫
「
若
狭
地
方
の
宮
座

　
　
－
若
干
の
事
例
と
考
察
ー
」
『
民
俗
と
歴
史
』
四
、
一
九
七
七
年
を
参
照
。

（
2
4
1
）
同
右
。

（
3
4
1
）
　
同
氏
の
御
教
授
に
よ
る
。

（
4
4
1
）
　
下
笠
の
事
例
の
記
述
は
喜
多
慶
治
「
滋
賀
県
草
津
市
下
笠
町
の
宮
座
と
同
所
老
杉
神

　
　
社
の
神
事
に
つ
い
て
」
『
近
畿
民
俗
』
三
四
号
、
一
九
六
四
年
と
伊
東
久
之
「
草
津
の

　
　
宮
座
と
祭
礼
」
『
草
津
市
史
』
第
一
巻
、
一
九
八
一
年
に
よ
る
。

（
5
4
1
）
　
伊
東
前
掲
論
文
よ
り
引
用
。

（（（（（（151　150　149　148　147　146

））））））
「
足
利
尊
氏
寄
進
状
」
『
桂
林
集
』
所
収
。

喜
多
慶
治
前
掲
論
文
。

同
右
。

中
山
太
郎
「
細
男
舞
」
『
日
本
民
俗
学
↓
神
事
篇
』
一
九
七
六
年
を
参
照
。

『
神
道
大
系
神
社
編
二
十
九
日
吉
』
一
九
八
三
年
。

永

田
衡
吉
前
掲
書
「
八
幡
古
表
神
社
・
古
要
宮
の
偲
偶
戯
」
。

（
補
註
）

　
中
野
幡
能
は
『
宇
佐
宮
』
（
一
九
八
五
年
）
に
お
い
て
、
福
岡
県
行
橋
市
大
字
草
葉
の
草

葉
神
社

（曲
豆
日
別
宮
と
も
称
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
氏
は
、
「
曲
豆
日
別
宮
と
神

　
　
　
　
　
　
じ
こ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
の
う
が
く
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ん
じ

事
に
奉
仕
す
る
神
人
は
諸
村
に
散
在
し
て
い
た
。
官
幣
太
神
宮
細
男
楽
の
楽
人
は
『
健
児
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
は
た

と
い
い
、
楽
の
頭
は
『
楽
頭
』
と
い
わ
れ
、
上
毛
郡
黒
土
村
山
崎
・
矢
幡
氏
で
あ
っ
た
（
『
豊

日
別
社
文
書
』
）
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

付
記
　
成
稿
後
、
石
黒
吉
次
郎
「
細
男
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
専
修
国
文
』
四
六
、
一
九
九
〇
年
二
月
）

を

知
っ
た
。
本
稿
で
論
じ
た
細
男
の
事
例
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
て
い
る
論
文
で
あ
る
。
氏
は
、

細
男
の
始
源
を
北
九
州
に
求
め
、
そ
れ
が
畿
内
に
伝
播
し
た
と
い
う
見
解
を
と
り
、
「
畿
内

に

於
い
て

は
、
北
九
州
の
細
男
舞
の
祝
帰
性
、
御
霊
鎮
魂
性
を
受
け
継
い
で
、
種
々
の
祭
礼

の

場
で
細
男
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
（
中
略
）
こ
れ
が
田
楽
や
獅
子
舞
、
王
の
舞
、
或
い

は
猿
楽
等
に
比
べ
て
、
格
の
高
い
、
よ
り
宗
教
的
な
、
神
聖
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
、
そ
の
神
秘
性
故
に
呪
術
に
優
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
畿
内
の
祭
礼
で
も
て
は
や
さ

れ
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
八
頁
）
と
論
ず
る
。
ま
た
、
中
世
に
お
け
る
細
男
説
話
の
変

容
を
元
冠
と
関
わ
ら
せ
る
視
点
を
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
本
稿
と
は
結
論
が
大
き
く

異
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）
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8θ‘一ηo－oin　Divine　Performance

FuKuHARA　Toshio

　　5εゴ．ηo－o，adance　performed　by　human　being　and　marionette，　is　one　of　the　riddles　in

the　history　of　Japanese　performing　art．　Conventionally，5εかηo－o　has　been　understood

from　the　viewpoint　of　Hδ元δε（ceremony　in　which　captured　animals　and　6sh　are　released

to　mountains，6elds，　ponds，　rivers，　etc．　on　the　basis　of　Buddhist　thought）at　the　Hachiman

Shrine　in　Kyushu，　and　there　was　an　implicit　understanding　that　it　was　transmitted　fro皿

Ky亘shU　to　the　Kinki　District．　In　contrast　to　this　understanding，　the　author　considers

that　5εゴーηo－o　performed　by　human　beings　came　into　being　as　one　of　the　artistic　elements

at　large　temples　and　shrines　in　Nara　and　Ky6to．5θi．ηo．o　dates　back　to　the　end　of　the

gth　century　at　the　T6dai．ji　Temple，　and　to　the　llth　century　at　the　Goτッδε（ceremony

to　placate　revengeful　spirits）in　Ky6to．　The　existence　in　the　12th　century　of　Sθ乞一ηo・o

with　a　white　mask　and　a　drum　has　been　proven．　At　the　Wakamiya　Festival　of　the

Kasuga　Shrine，8ε棚o－o　appeared　at　festivals　from　the　Heian　period　on．　In　the　Middle

Ages，8θ‘一ηo．o　was　also　seen　at　the　H6ry亘・ji　Temple．

　　Theぷ6‘．πo．o　performed　by　hu皿an　beings　was　transmitted　from　the　Kinki　District　to

the　H6j6e　of　the　Usa　Hachiman　Shrine，　where　it　was　given　a　mythological　signi丘cance

as　a　ceremony　sy皿bolizing　the　enhancement　of　divine　prestige　after　the　repulsion　of　the

Mongol　invasions．　It　followed　the　same　pattern　as　the　transformation　of　the　Hαc万輪η

EηgZ（History　of　the　Hachiman　Shrine）and　its　illustrated　history．5θ‘一ηo．o　was　also

transmitted　from　Usa　to　Yusuhara　Hachiman　and　Aso．　It　was　transmitted　to　Otori，

Suwa　and　Kitsuki　Shrines　as　a　part　of　the　religious　rites　of　the　first．local．shrine　and

Ioca1－government　type．

　　On　the　other　hand，　the　existence　of　8ε‘．ηo－o　performed　by　a　marionette　in　the　Ka，

makura　period　centering　around　the　Iwashimizu　Hachiman　Shrine　can　be　proven．　It　was

performed　by　two　marionettes（丁嬬θ従万and　Koταs万η）at　the　Hinot6　Festival　served

by　Oyamazaki　J泌η（subordinates　at　the　shrine　of　Oyamazaki）．　Marionette　performances

also　existed　at　the　Hδ」δθof　Usa　in　the　Kamakura　period，　but　these　are　not　recognized

as　5θゴーηo－o．　The　marionette　performances　and　Seゴーヵo－o　of　Usa　were　dedicated　to

Hッα肋4αW（guardian　deity　of　Inarionette　players）．　The　5θゴ．ηo．o　of　Yusuhara　Hachiman

Shrine　is　not　a　marionette　performance，　either；however，　traces　of　marionette　performance

do　remain，　and　Zθη∫沈δand　7遜θμεゐτwere　the　gods　of　marionette　players．　5ε‘一ηo－o

and　marionettes　were　inseparably　related　to　each　other，　and　it　can　be　said　that　the　5θi．

ηo．o　dance　by　human　beings　had　the　meaning　of　placating　the　gods　of　marionettes．　The

gods　Zθηノ‘ησand　7h虎ε砺んゴ0鳶α勿‘（the　great　god　of　Takeuchi）at　the　Ebisu　Shrine　in

the　Toηgμ（temporary　shrine）of　the　Hδ」δθof　the　Usa　Hachiman　Shrine，　and　at

the仇勿必oηo　of　the　Yusuhara　Hachiman　Shrine，　symbolize　the　relationship　between

the　market　established　at　the疏」δε，　Ebisu　as　the　god　of　commerce，　and　the　mario．

nettes　that　serve　Ebisu．
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